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    　心臓沈黙、呼吸停止、瞳どう孔こう散大──つまり、死んでいる。


    



    　死、すなわち生命の不可逆的停止。もっとも迅じん速そくで呵か責しやくないその一形態が少女の眼前に広がっていた。


    　ここにきてようやく堂どう坂さか音おと羽わも理解した。


    　長らく姉妹を苦しめていた怪物のような女はついに死んだのだ。今度こそ、間違いなく。


    　落ち着いているつもりだったが、ふと顧かえりみると、過呼吸に陥おちいる寸前まで浅く呼吸を繰り返している自分に気付く。落ち着こうとして唾つばを飲み込むと、不格好に気管に入ってむせかける。そしてなんの予兆も前触れもなく押し寄せてくる寒気。


    　音羽は改めて周りを見渡した。砕けた歯、散らばる木材、周りに広がるさきほどにも増す大量の黒血と、裂いた羽毛布団の中身を無造作に散らしたように広がる一万円札。


    　救急隊員の目に、これが『事故死』に映るはずがない。誰が見てもこの現場は『殺人事件』のそれだ。


    　──平成一九年の殺人事件認知件数一一九九件に対して、検挙件数一一五七件。検挙率九六・五％。


    　考え得る限り最悪の展開だった。


    　気付けば、音羽は居間の中を行ったり来たりしながら、せわしなく体を揺すらせていた。


    　認めたくなかった。何度も脳内でシミュレートした彼女の抹まつ殺さつ計画が、こんなイレギュラーで水すい泡ほうに帰きすなど。音羽と小さ夜よ歌かの明るい未来はこの女を葬った先にあるのだ。こんなところで終わりたくない。終わるのはいやだ。


    「音羽姉ねぇ、これからどうするの？」


    「ちょっと黙っててッ！」


    　叱られた子供のように悄しよう然ぜんとする小夜歌を、横目で睨にらみつける。元はと言えば彼女が余計なことをするから──


    　そこまで考えて、自分のあまりの余裕のなさに気づき、目を伏せた。彼女は自分を助けるために、恐怖の代名詞だった女を殺したのだ。彼女に非はない。むしろ、八メートル足らずの高さで、あの女を確実に葬ることができると信じ込んでいた自分の間抜けさの方に腹が立つ。


    　落ち着け。なにかまだ手はあるはずだ。


    　いままであの女を殺すために学んできた知識を思い出す。その時、図書館でなんの気なしに手に取った一冊の本の内容を思い出す。


    　そういえば、あの犯人はまだ捕まっていないのではなかっただろうか。


    　稲いな光びかりのような直感が音羽の体の中を駆けめぐった。次いで自分が考えているあまりに恐ろしい思考に戦せん慄りつした。


    　音おと羽わはきつく拳こぶしを握り込む。


    　決断の時だった。


    　自首するならば、この時をおいてほかにないだろうことは容易に想像がついた。だが──


    「小さ夜よ歌か、とりあえずそいつの死体を風呂場に運んで」


    「う、うん」


    　理性を圧迫するほどの混乱に見舞われた小夜歌は、差し迫った恐怖から逃れるために、言われるままに死体の袖そでぐりを引っ張って、風呂場まで引きずっていく。


    



    　それを見ながら、胸に手を当て、天を仰ぐ。


    　そもそも、一体どうしてこんなことになってしまったのだったか。
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    　第一体育館の壇上脇、舞台袖そでの薄暗く埃ほこりくさいそこでは、現在未み曾ぞ有うの数の人間が右往左往し、怒号が飛び交っていた。


    「冗談でしょッ！　ちょっとまだ原稿見つからないのッ？」


    「……というか七な歩ほちゃん、小さ夜よちゃんどこにも見えないんだけど」


    「まさか逃げたんじゃ……捜してッ、いますぐ！」


    「オウお前らぁ、あと三分だぞ。堂どう坂さか、お前スタンバイできてるのか？」


    「………………」


    「先生ぇッ、音おと羽わの様子見てわからないんですか？　まだに決まってるじゃないですか。ちょっと放送委員、放送委員はどこッ！」


    「はい、ここですけど……」


    「いますぐなんとかして時間を引き延ばして」


    「え、でもなんて言って──」


    「そんなのそっちで理由考えなさいよッ。こっちは死ぬほど忙しいのよ、見てわかんないのッ？」


    「七歩ちゃん落ち着いて。会長もさっきから黙ってないで七歩ちゃんを止めてください」


    「………………」


    　苛いら立だった生徒会副会長井い田だ七歩の檄げきが辺り構わず飛ぶ中、同じく生徒会書記の宇う佐さ美み風ふう香かの助けを求める視線が一人の少女に突き刺さる。


    　消火栓の赤いランプの横、壁に寄りかかっている少女がいた。


    　少女、陽よう丘きゆう女子高等学校生徒会長、堂坂音羽は目を閉じ腕を組み、さきほどから音無しの構えをとっている。一番の当事者だというのに、この場で一番泰たい然ぜんとしていた。


    　陽丘女子高等学校生徒総会のプログラム一番、生徒会長が登壇、スピーチする『始まりの挨あい拶さつ』の原稿がなくなっているのに気がついたのは、悪いことに本番の直前だった。


    　音羽は薄目を開けて、慌あわてふためいている教師と生徒会の面々を眺めていた。


    　副会長の七歩は、普段は軽薄を装っているのに、一いつ旦たん追い詰められると地の神経質な面が顔を出してしまうところがある。あまり生徒会員向きの性格ではないな、と心の中で溜ため息いきをつく。落ち着いているというならば、彼女をなだめている宇佐美の方がよほど冷静だ。


    　喧けん噪そうの中、放送委員の一人が「本番一分前！」と叫んだ。


    　音羽は壁から身を離す。仕方ない。待ってても埒らちがあかない時は──進むしかない。


    「ねぇ風ふう香か」


    　いきなり水を向けられて、宇う佐さ美みの肩がびくりとなる。


    「ど、どうしたんですか会長」


    「スカーフ貸して」


    「へ？」


    「だからスカーフ、制服の胸元に巻いてるでしょ」


    「え……でもどうして」


    「あら、理由がないと貸せないのかしら？」


    「そんなこと、ないですけど……」


    　音おと羽わは猫のような俊しゆん敏びんな動作で宇佐美に肉薄する。一瞬で二人の顔は、息がかかるくらいに近づいていた。宇佐美の耳元で、内緒話をするように囁ささやき声を出す。


    「わたしってさ、一年生の頃副会長やってたの風香は憶えてるかしら？　いつもスピーチは三年の会長がやってくれてたんだけど、ある時会長が風か邪ぜで休んじゃって、急きゆう遽きよ代わりにわたしが喋しやべることになったの。その日は朝からがちがちに緊張しててさ、そのせいで飲み物をスカーフにこぼしちゃったのよ。で、仕方がないから書記の娘こが貸してくれたスカーフ巻いて喋ったんだけど、そしたら不思議と緊張せずに喋れたの。それ以来、困った時は可愛かわいい書記の娘からスカーフを借りることにしてるのよ」


    　言うが早いが、音羽は宇佐美の首に手を回す。ナイロンの布地が擦こすれる音がして、宇佐美の胸元からスカーフが抜き取られる。


    「アッ」


    　宇佐美の頰ほおが見る間に赤くなり、無防備な胸元がふるふると震えていた。


    「んふ、カワイ」


    　宇佐美を解放して、自分のスカーフと交換すると、一転弛し緩かんしていた表情を引き締める。


    「時間よ七な歩ほ、行ってくるわ」


    　頭髪を搔かきむしらんばかりに混乱していた七歩は、音羽を見てぎょっとした。


    「ちょと、行ってくるってあんたッ。原稿どうすんの？」


    「なんとかするわ」


    　なおも言いすがろうとする七歩の発言を、音羽はすでに聞いていなかった。


    　薄暗い舞台の袖そでから飛び出すと、思いがけず採光窓から入る光に目をすがめる。


    　板張りの廊ろう下かを歩き、壇上に上る。その姿を見た生徒のいくらかが、私語をやめ、体育館内を満たしていた騒音が、潮が干くように小さくなっていく。


    　七四五名──見渡す限りの女生徒に、音羽の心臓が大きく拍動する。ただしそれは、物もの怖おじしてのものではない。自分が見られているという快感の混じった、武む者しや震ぶるいだった。


    「おはようございます」


    　音おと羽わのよく通る玲れい瓏ろうたる声が、マイクを通して館内に響き渡る。空気が張り詰め、私語がまったく聞こえなくなった。すべての人間の視線が自分に集中しているのがわかる。


    「生徒の皆さんには、学校生活を快適に送っていく上で守らなければならないルールというものが存在します。ルールの縛りが大きすぎれば窮きゆう屈くつな学校になり、緩ゆるすぎれば秩ちつ序じよが乱れた学校になってしまいます。誰にもそのさじ加減なんてわかりません。


    　ご存じの通り、ウチの学校ではクラスで必ず一つの議題を決め、提出しなければなりません。大半のクラスにとって、生徒総会は面倒くさくて、タルい行事の一つだと思います。


    　けれどもそんな中に、学校をよりよくしたいと願う、熱意のある意見が混じっていることを、わたしたちは期待しています。わたしたちはそんな意見を決してないがしろにしません。


    　皆さんは生徒会という組織をどういうものだと考えているでしょうか？　上で勝手に規律を決めて、下に守るよう押しつける組織でしょうか？　そう思っているのなら、それは違います。生徒会は皆さんの意志なくしては動きません。


    　ルールは皆さんが作り、皆さんが守るのです。それが世界で唯ゆい一いつ、楽しく且かつ秩序だった学校にする方法だからです。


    　わたしたちはそのために全力で皆さんのサポートをさせていただきます。この二時間、皆さんの貴重な時間を使わせてもらって、それを証明したいと思います。──では、ここに生徒総会を開きます」


    　音羽がお辞じ儀ぎをするのと、万ばん雷らいの拍手が館内を満たすのはほとんど同時だった。


    　割れんばかりの拍手の中「音羽様ぁ～～」と前列の女子が黄色い声を上げている。控えめに手を振り返すと、さらに過熱したリアクションが返ってきた。


    　舞台袖そでに戻ると、七な歩ほが渋い顔をしながら腕組みをしていた。だがやがて諦あきらめたように溜ため息いきをつくと、親指を立てて「グッジョブ」と呟つぶやく。音羽は不敵な表情を浮かべて、悪友に親指を立て返した。


    「あんたいまの演説、即興で頭の中で考えたの？」


    「半分くらいはね。ケースバイケースで脳内修正かましたの」


    「綱渡りねぇ……。にしても相変わらず学校中の人気者ね、音羽様」


    「あら、あなたもわたしのシンパだったの？　じゃああなたにも今度わたしの鞄かばん持たせてあげようかしら」


    　七歩は処置なしという風に肩を竦すくめた。


    「自覚のある人気者ほどイヤミな生き物って他にいないわ」


    　さらに言い返してやろうと思った時突然横合いからスカーフが差し出される。


    「お疲れ様です、会長」


    「お疲れ様って……風ふう香かあのねぇ、まだ始まったばかりじゃない。わたしたちもうちょっとしたらまた出ていかなきゃならないのよ。今度は長なが丁ちよう場ばになるし」


    「あ、そうでしたっけ」


    　宇う佐さ美みは赤い舌を出す。音おと羽わは微笑ほほえましいものを感じながらも、自分のスカーフをはずし、宇佐美のものと再交換する──フリをして、また不意打ち気味に彼女の耳元に口を寄せる。


    「風ふう香かのスカーフから風香の匂いがした。ちょっとミルクみたいな甘い匂いだったわ。おっぱい擦こすれて痛かったりするのかしら？　わたしでよければ揉もんであげるけど？」


    「か、会長ッ！」


    「冗談だってのに。んふ、風香ってホント可愛かわいい」


    「もうッ、からかわないでくださいよぉ」


    「一々可愛い反応してくれる風香が好きなの。あ、じゃあ風香が、わたしに敬語を使うのやめてくれたら、イジるのもやめたげる」


    　彼女も自分も同じ二年生なのに、宇佐美は自分に敬語を使う。もっとも、上級生からももっぱら敬語で話しかけられるので、別段珍しいことでもないのだが、少なくとも生徒会の中では、自分を役職で呼ぶのは彼女だけである。


    　自分の出した条件を聞き、だが宇佐美はとんでもないとでも言うように首を振る。


    「会長は、私の憧あこがれですから……」


    「あら、好かれたものね」


    「はいはいお二人さん、レズってないで。遅ればせながら最後の生徒会役員が重役出勤してきたわよ」


    　顔を上げると、舞台袖そでの奥に、両膝ひざに手を当てながら、肩で大きく息をしている女子の姿があった。おそらくここまで全力疾走してきたのだろう。


    「小さ夜よ歌か…………」


    「ご、ごめん音羽姉ねぇ。もう挨あい拶さつ終わっちゃった、よね？」


    　彼女の右手には、くしゃくしゃになった原稿が握られていた。おそらくこれが、本来自分が読み上げるはずだった原稿だったのだろう。


    「……で、どこにあったの、原稿」


    　音羽はことのほか、冷静に彼女を問いただす。宇佐美や七な歩ほとのやりとりを見た直後ならば、いっそ冷淡とも取れる態度だった。


    「か、鞄かばんの中……教科書とかの下敷きになってて、入ってるのにずっと気付かなくて、それで……」


    　──こういう顚てん末まつだろうと思った。


    「もういいから、いい加減顔を上げなさい」


    　恐る恐る、こちらの顔色を窺うかがうようにしながら、顔を上げる。


    　堂どう坂さか音羽とまったく同じつくりをした顔が、目の前にあった。


    　堂坂音羽の双子の妹、生徒会書記、春かす日が井い小夜歌である。


    



    　


    　眠気を誘う数学教師の声と、チョークで板ばん書しよするかつかつという音。それに一拍遅れて生徒がノートを取る音が聞こえてくる。


    　六時間目の授業ほど、憂ゆう鬱うつで身が入らない時間もそうない。


    　音おと羽わはノートから顔を上げ、薄うす曇ぐもりの冬空を見上げ、次に板書している生徒に視線を移す。音羽以外の生徒のほとんどが、脇目も振らずに授業を聞いていた。もうすぐテスト期間に突入するので、みんな必死だ。


    　もっとも、音羽に言わせれば陽よう丘きゆう女子高は一年中がテスト期間で、その合間に少しだけ休みがあるだけ、という感じのひどい詰め込み教育をしているのだが。


    　最近教師が大学入試やセンター試験の話題をちらほらと出すようになった。異口同音に「そろそろ入試の勉強を始めておけ」と生徒の尻を叩くのだ。センター試験ならばあと一年とちょっとだから、たしかに、早過ぎる話ではないだろう。


    　だが、教師は『学問』を扱う者であると同時に、『人』を扱う職業だ。


    　音羽はシャープペンを投げ出し、指の関節を鳴らした。


    　数学の教師の一人が、ある時音羽のクラスでこんなことを言ったのを思い出した。「勉強をすることで将来の可能性が開け、有名大学に進学すれば、年収二〇〇〇万円も夢ではない。だから今日から不休で勉学に勤いそしむべきだ、すべては自分のためなのだから」と、たしかこんな内容だったか。あの教師は勉強をどう効率よく吸収させるかに重きを置きすぎて、どうすれば生徒を机に向かわせることができるかを知らないのではないか。


    　一体彼の言う『将来』とはいつのことなのだろう。一〇年後だろうか？　仮にそうだとして、人間は本質的に怠なまけ者であるし、将来予測に対する見通しも非常に甘いと言わざるを得ない。


    　人にとって、いますぐもらえる二〇〇〇万円と、一〇年後にもらえる二〇〇〇万円は、まったく価値が違う。人間の脳は無意識のうちに、将来にもらえる分の価値をさっぴいて考えるらしいとなにかの本で読んだ。つまり一〇年後にもらえる二〇〇〇万円は、一〇〇〇万円程度の価値しかないかもしれないし、人によっては五〇〇万円くらいの価値しかないかもしれない。


    　しかもそれとて、将来確実にもらえるわけではない。それは教師の示した甘い幻想に過ぎず、あくせく勉強しても報むくわれない可能性だってかなりある。そんな不確定要素をさらに引いたら、手元には一〇万円程度しか残らないだろう──これでもかなり多く残したつもりだ──。つまり彼の『勉強しろ』発言に値段をつけるとしたら、多く見積もって一〇万円分の価値しかないのだ。一〇万円で貴重な青春のあと一年を『不休で勉学に勤しめ』というのでは安過ぎて誰一人見向きもしないのはわかりきっている。勉学の代わりに夜遊びに勤しむ人間の気持ちがわかろうというものだ。


    　人間の金銭欲に訴えるところまではよかったのだが、幻想では人は動かせない。大体説得力ゼロの二〇〇〇万という数字は一体どこから出てきたんだか。もっとコトの善悪を問わずに他人にやる気を出させる言葉はいくらでもあるのに。


    　音おと羽わは自分の指に髪の毛を巻いて弄もてあそぶ。


    　──コトの善悪を問わずに、ね。


    　いつの間にか、授業そっちのけで思考の海に没ぼつ入にゆうしていた。


    　自分はどこまで合理性だけを追求して行動できるだろうか。


    　たとえば、人間の中で禁きん忌きとされている殺人行為。


    　利得と損失、殺人をすることで得られる利得の形は様々だが──テレビドラマなら愛人を殺すことで奥さんに浮気がばれないとか、お祖じ父いさんを殺して莫大な遺産を手に入れるとか──損失はずばり逮たい捕ほされ、獄ごくに繫つながれる可能性があることだろう。捕まらなければ、利得だけを一方的に得ることができるが、捕まって裁判で有罪判決を受ければ、事実上社会から抹まつ殺さつされる。


    　全か無かオール・オア・ナツシング、自分の人生すべてを懸かけた大ばくちだ。


    　では、それに見合うだけの利得さえあれば、人さえも殺すのだろうか？


    　おそらく、殺すのだろう。


    　もし自分ならば綿密に計画して行おこなう。勿もち論ろん証拠なんて何一つ残さずにやり抜く自信がある。


    　よほど衝動的でない限り誰も失敗を前提に殺人なんて考えない。


    　そこまで考えて、首筋が張っていることに気付き、揉もみほぐした。


    　──馬鹿らしいわね。


    　時間の空費だ。自分は、殺人行為なんて絶対にしない。


    　結局殺人というものは、進退きわまった人間のやることであり、まともな人間ならそのあまりのリスクの大きさに尻込みするだろう。経済学でははっきりと、人間は、得られるだろう利得よりも、失う可能性のある損失を恐れる傾向があると述べている。


    　それでいいんだ、と音羽は思う。


    　敷かれたレールをはずれることに対して、なんの躊ちゆう躇ちよも覚えない人間ばかりがこの国にいたら、国はあっという間に立ち行かなくなる。必要なのは敷かれたレールのどこに妥だ協きよう点を置くかだ。


    　一応の結論を得て、音羽はより深刻な問題の方に思考を傾ける。


    　今日の三、四時間目を使って開かれた生徒総会も、控えめに言って大成功と呼べる成果をもって終了した。音羽の『始まりの挨あい拶さつ』に触発されて、駆け込みで議題が増えたのだ。しかしそのおかげでというべきか、頭の痛くなる問題点も多く噴ふん出しゆつしていた。


    　生徒たちが荒々しく使って傷いたみが激しい箇か所しよが結構数あった。カーテンレールがひん曲がって、カーテンがスライドできなくなった教室や、タイルが剝はがれて汚い地肌が剝むき出しの第一理科室、一階の女子トイレは鏡が何者かに破壊された形跡があったり、音楽準備室の窓の鍵かぎもバカになっていて、あれでは泥棒に入ってくれと言っているようなものである。それらについての不平不満が噴出したのだ。


    　そして一番音おと羽わの頭を悩ませた議題は、生徒の身の危険を訴えたものだった。


    　実はその噂うわさは以前から音羽の耳にも入っていた。夜道を歩いていると、警官に呼び止められ、職務質問と名を借りた取り調べが始まり、そこで胸を触られたり、スカートの中に手を入れられたりと猥わい褻せつな行為を強要されるというものだった。


    　しかもその警官、意図して陽よう丘きゆうの生徒を狙ねらってきているらしい。ぞっとしない話だが、陽丘ウチは制服が可愛かわいい上に女子校ということで変なマニアが多いことで有名だ。


    　今日の議題に上がるくらいだ、匿とく名めいと言っていたが、被害にあったうちの一人が勇気を振り絞って議題として提出したのだろう。まさか被害者がその一人だけということはあるまい。泣き寝入りした女生徒は少なく見積もって一〇人以上にはなるのではないか。


    　結局音羽たち生徒会は、その議題に関しては『重く受け止め、必ず対抗策を練る』という、無責任な政治家みたいな方ほう便べんを使ってお茶を濁にごすことしかできなかった。


    　顧こ問もんの三さえ枝ぐさ先生に相談すると、職員会議にかけて、教師でも対抗策を練ってくれるとの確約を取りつけた。自分にできるのはそれくらいだろう。


    　山積みになった問題を前にして、前途多難だなと溜ため息いきをついたところで、狙い澄すましたかのように、スカートのポケットが震えた。


    　ホワイトパール柄の携帯電話を取り出すと、サブディスプレイには『エミール姫』という、一風変わったニックネームが表示される。これは、音羽がつけたものだった。逸はやる気持ちを抑えつつ、用心しながら机の中で開く。心臓が大きく高鳴っていた。


    　件名は『幻想郷冒険録　三五四』とあった。予想通り、彼女がファンタジー小説の続きを送ってきてくれたのだ。


    　教師の発言に値段をつけるような音羽でも、なんの打算も衒てらいもなく、あることに没ぼつ頭とうできる時間があった。それが、これだ。


    　文字量はそこらのスパムメールの数倍ある。テキストの重みに顔をほころばせながら、音羽は文字を目で追う。文面は、二人の少女がピンチに立たされている場面から始まっていた。


    



    　　　陽光の入り込まない森の中を、マリー・ソアレスは身を屈かがめ、忍び足で歩いていきます。その傍かたわらには心配そうな彼女の親友のエミール・ルーゴンがいます。


    　　　エミールはマリーの袖そでを引きます。


    　　「ねぇマリー姫」


    　　「しっ、喋しやべっちゃ駄目よエミール姫」


    　　　その時、二人の隠れている茂みの前を沢たく山さんの足音が通り過ぎていきます。二人は彼らが通り過ぎたのを確認して、肩をなで下ろします。


    　　　いまのは悪の大臣チェンバレン・ゾアの放った刺し客かくの足音に違いありません。


    　　「でも大丈夫、この『生きている森』は、自然が人間の侵入を阻はばむために設けた迷宮なのだから。いつも濃い霧きりが出ており、大たい抵ていの人は方向感覚をくるわされてしまうわ」


    　　　人間の干かん渉しようを嫌った『生きている森』が、複雑にうねり、人間が侵入するたびに樹木の位置や形、地形までも変えてしまう。おかげで測量に入った測量士たちはほうほうのていで逃げ帰るのだ。


    　　　その時エミールは声を上げた。一度行ってしまったはずの刺客たちの足音が戻ってきているからだ。きっと大臣が魔力を封入した護ご符ふを持たせているのだ。この森に逃げ込めば、助かると思ったのは間違いだったのだ。


    　　　その時、急いで逃げていたエミールは、けらけら花を踏んで転んでしまった。毒々しい色をしたけらけら花は、踏まれた瞬間、けたたましい笑い声を上げる。大きな芋いも虫むしが茂みの中を這はい回る葉は擦ずれの音がどこからか聞こえ、食人植物が、けらけら花の笑い声を頼りに森の中で獲え物ものを探し求めてその長い触手を伸ばしていた。


    　　　ここは、森の外と生態系が異なっているのだ。


    　　「立ってエミール姫。早く、早く逃げましょう！」


    　　　エミールは首を横に振った。


    　　「マリー姫、わたしはあなたが心配なのです。あなた一人で逃げて。どうやら、転んだ拍子に足を捻ひねってしまったみたいなの。神のご加護があるあなた一人なら、きっと刺客からも逃げきることができるでしょう」


    　　「駄目よ駄目、二人で逃げなければ意味がないもの。わたしたち、たとえ天が裂け地が割れることになっても、ずっと一緒って約束したでしょう？　エミール、さあ、わたしが肩を貸すわ。だからしっかり。一緒にお城まで帰りましょう。天の鎖くさりが二人を囚とらえようとしても無駄よ。だって二人はずっと一緒なのだもの」


    　　　それからエミールたちは、森の中を逃げまわった。木の根っこは瘤こぶ状になり所々膨ふくらんでいて、すぐ足を取られそうになるし、視界は霧のせいでとても悪い。でもそれは追っ手も条件は同じということだ。時に濃のう霧むを利用して刺客をやり過ごしながら二人は逃げた。二人ならば、なんでもできる気がしたのだ。


    　　　やっとのことで森を抜けた先には、なんと断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが広がっていた。その下にはごうごうと音を立てて荒ぶる海が広がっているだけだった。


    　　「どうしましょう、エミール」


    　　　その時、後ろから追っ手が迫ってきた。その数は八人。全員が真っ白なシーツのようなもので体を覆おおっており、顔も真っ白でとんがった頭ず巾きんで覆っている。そして手には、槍やりの穂先がついた錫しやく杖じようが握られていた。


    　　「ついに追い詰めたぞ、マリー・ソアレス。エミール・ルーゴン」


    



    　と、メールの文章はいきなりそこで尻切れしていた。


    　音おと羽わはそこで、いままで溜ためていた呼気を一気に吐き出すや、教室の天井を眺めた。


    　嬉うれしくて仕方がなかった。拙つたない部分も沢たく山さんあるが、気にならない。これは自分のためだけに作られた物語なのだから。動どう悸きが落ち着いてからもう一度読み返す。


    　懐かしいものだ。この『生きている森』に入ったのは、いつ以来だろうか。マリーとエミールは一度、魔法使いのおじいさんに頼まれて、この森の最奥にある霊薬『黒い満月』を取ってくるように言いつけられたことがあった。それ以来、森に認められた二人は、森に迷わされることなく、中を行き来できるようになっていたのだ。


    　難なん渋じゆうして辿たどり着いた森の深部には、湖みずうみがあった。


    　空には綺き麗れいな三日月が浮かんでいたが、空を映し取る鏡面のような澄すんだ水面には、なぜか真っ黒い満月が映っていたのだ。二人はすぐにそれが霊薬『黒い満月』だということがわかった。その不思議な二つの月の取り合わせは、とても幻想的な光景だった。


    　二人は、『黒い満月』が持ち帰り不可能であることに途方に暮れてしまったが、その時、道中罠わなにはまった子リスを助けた時、お礼にもらった樫かしのお椀わんがあることを思い出した。試ためしにそれで『黒い満月』を掬すくうと、『黒い満月』は椀内にとどまったのだ。二人はあまりの嬉しさに手を取って喜び合った。


    　そんな大親友の二人は、いま絶体絶命のピンチに立たされている。


    　それを助けることができるのは、音羽だけなのだ。


    　音羽はすかさず返信のボタンを押し、件名を『幻想郷冒険録　三五五』とした。


    



    　　「ついに追い詰めたぞ、マリー・ソアレス。エミール・ルーゴン」


    　　　横一列に居並ぶ追っ手の一人、リーダー格の男が前に歩み出る。錫しやく杖じように取りつけられた槍やりの穂先を二人に向けた。


    　　　マリーとエミールは抱き合いながらあとじさった。絶体絶命の状況に追い詰められた二人は、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの岬みさきの突とつ端たんに徐々に追い詰められていた。地盤が弱いのか、一歩踏み出すたびに、パラパラと細かい砂さ礫れきが、崖下の大渦うずに呑み込まれていく。


    　　「お前たちの死体を持ち帰り研究すれば、我々は永遠の若さを保たもつ研究ができるのだ」


    　　「控えなさいッ！　悪の大臣チェンバレン・ゾアに従う邪じや教きよう徒とたちよ」


    　　　マリーはそう叫んだが、彼らはまったく動揺しない。彼らは、永遠の命に目がくらんで、マリーたちを殺すことに、良心の呵か責しやくを覚えないに違いないのだ。


    　　　リーダーは無言で一歩間合いを詰めた。かと思うや、いきなり叫ぶ。


    　　「これより、我らは御おん神かみ様さまのために、贄にえを捧げる！」


    　　　その声を合図に、他の七人は一いつ斉せいに錫杖を地に叩きつける。錫杖についている環わが一斉にシャァァァン、と澄すんだ音を立てる。これが、彼らの生いけ贄にえを捧げる際の儀式なのだ。


    　　「あなたたちは間違っています。わたしたちは老いることがないけれども、不死ではありません。それに、わたしたちが老いないのは、あなたたちが言う御おん神かみ様さまがわたしたち二人を祝福したからです。あなたたちがわたしたちを研究しても、どうにもなりません」


    　　「フン、命いのち乞ごいか。そんな戯ざれ言ごと聞く耳持たんわ」


    　　「……じゃあ、こうすればどうかしら」


    　　　マリーとエミールは抱き合いながら、突然体の向きを一八〇度回転させた。一歩踏み出したところに地面はなく、岬みさきの下では、自分たちを待ちかまえているかのように、大渦うずが舌なめずりしていた。思わず気が遠くなりかける。でも、マリーは堪こらえた。


    　　「わたしたちが、崖がけの下に飛び込んでしまえばどうかしら。わたしたちの死体は手に入らないわ」


    　　「や、やめろ！」


    　　　追っ手たちの間に動揺が一気に広がった。だがそんな声を、もう二人は聞いていない。


    　　「マリー、わたし怖いわ」


    　　　エミールの耳をくすぐるような声を、心地よく思いながら、マリーはエミールを抱きしめた。


    　　「わたしも怖いわエミール。でも、たとえ月が太陽を殺し、この世が暗黒に閉ざされようとも、死に神がわたしたちの後ろに付き従いその鋭利な鎌かまを振り下ろそうとしても──二人はずっと一緒って約束したでしょ」


    　　「ええ、その通りよマリー！」


    　　「じゃあ、できるわよね」


    　　　二人は頷うなずくと、ぱっと崖から飛び降りる。刺し客かくたちはそれを為なす術すべもなく見ていた。


    　　　しばし呆ぼう然ぜんとしたあと。やがてリーダーが我われに返り叫ぶ。


    　　「そんなッ！」


    　　　リーダーは錫しやく杖じようを取り落として、崖下に駆け寄る。恐る恐る下を覗のぞき込もうと思った時、下から上に、彼の目の前を高速でなにかがかすめた。


    　　「あぁぁッ」


    　　　追っ手たちは全員天を仰ぎ、驚きの声を上げる。


    　　　それは有翼の天馬、ペガサスだった。二人はペガサスの背に乗り、刺客たちを眼下に見下ろしていたのだ。


    　　「間かん一いつ髪ぱつだったよね」


    　　　エミールはいたずらが成功したような笑い顔を浮かべながら、マリーに言う。


    　　「ええ、魔法使いのおじいさんに感謝しないと」


    　　　このペガサスは、魔法使いのおじいさんのところにいるものに違いない。おじいさんが助けを寄越してくれたのだ。


    　　　マリーは厳しい表情を作ると、刺し客かくたちに告げた。


    　　「帰って大臣に伝えなさい！　わたしたちに手を出すと、今度はわたしたちを擁よう護ごしてくれているシャーウッド・オクレウス王子から厳しい沙さ汰たを申しつけられることになるでしょうと」


    　　　天馬は刺客たちの上空を二度旋回すると、翼を羽ばたかせ、雄ゆう渾こんに飛び立つ。


    　　　あれほど大きく見えた『生きている森』は小さくなり、一気に雲の下辺りまで飛翔した。


    　　　少し冷たい風が二人の体を撫なでていくが、いまはそれすらも爽そう快かいだった。


    　　　マリーは厳しい顔を作っていたが、我慢できなくなって、ついに口がへの字に緩ゆるむ。それはエミールも同じだった。ついに小さい笑い声が二人の口から漏もれ、やがてそれは堪こらえきれないほど大きな声になっていく。


    　　　その時まるで二人を祝福するように、天に虹が架かり、雲間から帯状の光が差し込むと、照らされた海面は銀色の光を乱反射して、絢けん爛らんな天上の世界を再現する。


    　　　天馬の蹄ひづめが中空を蹴り立てる。


    　　　その背に揺られる二人は抱き合い、笑い合っていた。


    



    　音おと羽わが携帯電話を選ぶ際気にかけたのは、一回の通信で送ることができる限界文字数量だけだった。これは現在のほとんどの機種が、音羽の要望を満たすものだったので、事実上デザインだけで決めたようなものである。


    　音羽は、完全に携帯電話のタッチタイプをマスターしている。時折机の中に視線を走らせ、打った文字をその都つ度ど修正していくだけで事足りた。


    　打ち終わると、送信先の宛名が『エミール姫』であることを確認して、メールを送信する。転送用のバーが断続的にニョキニョキ伸びていく。そして、ほどなくして完了のサイン。


    　と、いきなり教室中に流行歌のアップテンポな着信メロディが鳴り響く。


    　素速く消したので、おそらく一秒も流れていなかっただろうが、音羽にはそのイントロを聞いただけで、誰のケータイかすぐにわかった。


    「コラ春かす日が井い、授業中はケータイを切っておけと言ってるだろうが」


    「す、すみません」


    　そちらに目を転じると、丁ちよう度ど赤面した小さ夜よ歌かも面めん目ぼくなさそうにこちらを見ていた。音羽は微笑ほほえましいものを感じながら、口元だけをゆっくり動かす。


    　だ、め、じゃ、な、い。


    　その時、六時間目終了の鐘が鳴り響いた。


    



    　


    　放課後のＨＲホームルームが終わると教室がざらついた喧けん噪そうに包まれる。


    　今日は特に生徒会の集まりもないので、そのまま教室を出る。


    　生徒会の他に吹奏楽部をかけ持っていたが、半なかば幽霊部員と化しているし、他の部員も生徒会との両立の大変さを知っているので、せっつかれるようなこともなかった。


    　靴を履き替えて昇降口を出ると、外は雨だった。粒の細かい雨だったが、経験上、この手の雨を侮あなどって傘をささずに出ると、たちまち全身が濡れ鼠ねずみになってしまう。


    　一度寮まで戻って傘を取ってこようかと思い、軒のき先さきから顔を上げ、雨の帳とばりの向こうに見える女子寮を眺める。


    　学校から直線距離にして八〇メートルほどだろうか、音羽の住んでいる女子寮は、広大な学校の敷地内にあった。敷地をぐるりと囲む煉れん瓦が塀べいは高く威圧的で、陽よう丘きゆう女子校が『閉鎖的』などと度たび々たび称されるのは、主にこの高い塀のせいだった。


    　男の子との出会いを求める女子生徒からは、『ベルリンの壁』などと揶や揄ゆされているのを小耳に挟んだことがある。


    　もう一度軒先から顔を上げ、空模様を眺める。


    　時刻を確認して、ここにいても雨脚が弱まりそうにないので、寮まで走って傘を取りに戻ろうと決意した時、突とつ如じよ横合いから折りたたみ傘が突き出された。


    「一緒に帰ろう、音おと羽わ姉ねぇ」


    　振り返ると、とろけそうな笑みを湛たたえた春かす日が井い小さ夜よ歌かの顔が直ちよつ近きんにあって少しどきりとする。


    「小夜歌……」


    　音羽は黙ってそれを受け取り、さす。


    　二人は下校途中、言葉少なに今日あったことを語り合ったが、それが尽きると、どちらともなく沈黙を守った。しかし、それは気まずいゆえの沈黙ではなく、二人共がなにか言いたいことを必死に我慢している、といった感じのそわそわした沈黙であった。


    　二人は学校を出て裏まで回ると、そこから迷いのない足取りで中心街の方に向かう。国道と合流してから、一度国道に接面したスーパーに寄って、値札も見ずにペットフードをかごに放り込む。小夜歌の自宅からはどんどん遠ざかっていたが、二人ともそのことには気にも留めない。スーパーを出てからさらに街の中心に向かうと、やがて無視できない威容を誇る森が視界に広がっていく。


    　月つき森もり市に楕だ円えんに広がる森、『月森』である。


    　音羽は参道の入り口にある腐りかけた案内板を一いち瞥べつするや、躊ちゆう躇ちよなく森の中に進み入る。


    　森に入って少し行ったところで道が二ふた股またに分かれていた。片方の道は障害物競走などで使うハードルのようなものが二つ並べて置いてあり、そこに黄色と黒の二色でなわれた縄が渡されている。『立入禁止』『禁域指定』などと仰ぎよう々ぎようしい文字で書かれた看板が立てかけられていた。


    　しかし二人はなんのためらいもなく、縄を跨またぐと、中に分け入る。


    　そこからは途端に道が悪くなった。下り坂が続き、ぬかるんだ泥が学校指定の外そと靴ぐつを汚す。


    　そんな悪路を進んでいくと、やがて、大きな煙突のついた黒っぽい小屋が見えてきた。亜あ鉛えん合板の板いた葺ぶき屋根にモルタルの壁。外観はこれでもかというほど薄汚れていて、外には一〇キロの袋入り肥料が投げ積みされ、猫車が雨風に晒さらされるままに放置されていた。見るからに粗末な管理用の小屋という印象を見る者に与える。


    　音おと羽わは素速く入り口に取りつくと、スカートのポケットから鍵かぎを取り出す。最後にもう一度周りを窺うかがい、誰も見ていないことを確認してから解かい錠じようして中に入った。


    　出し抜けに「ミャア」と鳴く声が音羽の足下で聞こえてくる。


    　音羽は肩の力が抜けた。今日一日、生徒会長としての激務で本当に疲れ果てていた。しかし、この鈴を転がすような声が聞こえると、そのすべての疲れが溶け出していく。


    「ただいまシロ。もうコイツめ……元気だったの？」


    　脇に手を入れて抱え上げると、ネコのシロは『ご飯まだ？』という風に小首をかしげて応じる。生後まだ三か月ほどなので、そんな仕草一つとっても抱きしめたくなるくらいに愛らしい。


    　音羽は嬉うれしくなり、スーパーで買ってきたネコ缶をいそいそと取り出すと、シロの目の前で開ける。シロはネコ缶に顔を埋うずめると、もう音羽の方など見向きもしなかった。


    　音羽は気の済むまで天鵞絨びろうどのような手触りの白毛を撫なでると、やがて立ち上がり顔を上げる。


    　そのまま居間の閉め切られたカーテンを開ける。外は相変わらずの雨空だったが、それでも部屋の中は見違えるほど明るくなった。


    「みんな、一日ぶりね、元気だったかしら？」


    　窓を背にそのまま反転して部屋の住人に挨あい拶さつをする。


    　天井から吊られたかごの中で、元気よく羽ばたくキュウカンチョウが『オトワ、オハヨウ』と返してくる。アクセント等はともかく、驚くほど日本語としてちゃんと聞こえる。


    　水すい槽そうにいるミドリガメが二匹、身じろぎもせず音羽を凝ぎよう視ししていた。


    　──ここは、二人だけの秘密の隠れ家だった。


    　息が白くなっていることに気付き、急に寒さが押し寄せてくる。冬の雨は容よう赦しやなく音羽の体温を奪っていた。折りたたみ傘は非常に小さく、二人で入るには狭過ぎる感が否いなめなかったのだ。


    　とにもかくにも火を熾おこそうと思い、暖炉の前に屈かがみ込む。そこに──


    「キャァ」


    　いきなり後ろから腰に冷たい手を回されたかと思うと、抱きすくめられる。


    「音羽姉ねぇ……」


    　耳元で聞こえる、甘く陶然とした声で呟つぶやかれる自分の名前。背中に二つの柔やわらかい膨ふくらみが押しつけられ、扁へん平ぺいに潰つぶれる。お互いずぶ濡れで、音おと羽わが逃のがれようと体を動かすたびにグチュリと湿った水音が室内に響いた。背中越しに小さ夜よ歌かの心臓の高鳴りを聞くと、自分の心音も呼応するように速くなっていく。


    「だ、ダメよ小夜歌。二人とも濡れてるんだから火を熾おこしてから──」


    「でも、音羽姉ねぇ学校で冷たかったからぁ」


    　小夜歌と向き合う。彼女の濡れ髪が首筋に貼りつく。


    「そ、それは……誤解されないように学校ではベタベタしないって約束したでしょ」


    「でも、寂しかった……」


    　悄しよう然ぜんとして呟く。その気落ちした表情を見ていると、罪悪感が湧いてくる。彼女はこっちが厳しく律しないと、学校だろうが道ばただろうが音羽にじゃれついてくる。だから学校では、いっそ少し厳しめに接していたのだが、それが彼女をこんなに寂しい気持ちにさせていたのなら、明らかに自分が間違っていた。


    「ごめんね、小夜歌」


    「音羽姉ぇ、ふーちゃんとのこと……どう思ってるの？」


    「え、風ふう香か？」


    　意外な名前が出てきて音羽は驚いた。そこではたと思い至る。生徒総会の本番前、スカーフを交換したところを、小夜歌は見ていたのではないか。

  


  [image: ]


  
    「馬鹿ね、あんなの純情な風ふう香かをからかっただけに決まってるじゃない」


    「……じゃあ、わたしのこと好き？」


    「んもうッ、わかりきったことを聞くのね…………好きよ、大好き」


    　小さ夜よ歌かの頰ほおを撫なでてから、顎あごを固定する。すると、小夜歌は震えながら目を細めて、唇を突き出す。そのすがるような潤うるんだ瞳は、もう一いつ時ときの我慢もならないとキスをねだっていた。妖よう艶えんな魔力に囚とらわれ、頭の中が漂白される。


    　──嗚あ呼あ、可愛かわいい小夜歌。わたしとまったく同じ顔、同じ体の小夜歌。わたしのただ一人の妹。


    　気付けば、彼女の艶なまめかしい紅唇が視界いっぱいに広がっていた。あと数センチ顔を近づければ、触れ合ってしまう。


    　世界の終わりまで彼女と一つに融け合っていたかった。


    　その時、唐とう突とつに彼女の表情がくしゃっと歪ゆがむ。


    「…………ヘ……」


    「ヘ？」


    「……ヘ………………ヘ……ヘクチッ！」


    　直ちよつ近きんから飛んでくる盛大な唾つばを、避けられるはずもなかった。


    



    ２


    



    　天気予報は大おお噓うそつきだった。


    　外の雨は一時的どころか一層ひどくなっていた。


    　合板の屋根からしたたり落ちる水滴が、外に出しっぱなしのスコップに当たってトテカンカンと不思議な音楽を奏でる。


    　そんな音を聞きながら、音おと羽わと小夜歌は一枚の毛布にくるまり、暖炉の前で足を崩していた。急ごしらえの物干しは、二人の着ていたコート、制服、下着で満まん艦かん飾しよくになっている。


    　炎は妖しく揺らめき、パチパチと音を立てながら枯れ枝を炭に変えていく。暖炉に枝を放りながら隣となりを見ると、小夜歌は至福の表情で音羽の肩に首をもたせかけていた。


    　この小屋には水道はおろか電気まで来ていないので、夜になると暖炉の火を明かりにするしかない。


    　だが、そんな生活に音羽は何一つ不自由を感じていない。買い置きのミネラルウォーターは尽きていなかったし、カセットコンロがあれば、大たい抵ていのものは美お味いしく食べることができた。冷蔵庫こそないが、この寒い時期ならば外に出しておけばそれなりに日持ちする。なにより、暖炉のある家に住むのが、子供の頃からの音羽の夢だった。


    　愛いとしい人まで隣となりにいて、この上なにを望もうというのか。


    「小さ夜よ歌か」


    　暖炉の火に赤々と照らされる彼女の顔を見ながら、名前を呼ぶ。


    「なぁに？」


    「小夜歌」


    「だからなぁに？」


    　くすぐったそうに小夜歌が目を細めて笑う。その姿を見ているだけで、尽きせぬ想いが喉のど元もとまで溢あふれてくる。ただ、名前を呼んでいるだけで幸せになれる。


    「好き」


    「わたしも」


    　小鳥がついばむように、軽く触れ合うキスをする。


    　二人はずっと一緒だった。


    　──まるで、いままで会えなかった十四年間の空白を埋うめるように。


    　双子の姉妹、堂どう坂さか音おと羽わと春かす日が井い小夜歌がお互いの存在を知ったのは、いまからたった二年前のことだった。


    　当時まだ中学生だった音羽が修学旅行で京都に行った時、不運にも音羽は仲間の班とはぐれてしまった。途方に暮れながら蓮れん華げ王おう院いんの辺りをうろうろしていた時、後ろから声をかけてくれ、振り返ったそこにいたのが、セーラー服姿のもう一人の自分だった。お互い啞あ然ぜんとした。互いの修学旅行でまさかドッペルゲンガーに出くわすとは思わなかったからだ。


    「ソアレス姫」


    　耳元で囁ささやかれたその声で現実に引き戻される。


    　少し驚いたが、すぐにそれが音羽に対して使われていることに気付く。


    「一体なんの御用かしら、ルーゴン姫」


    　音羽も彼女のもう一つの名前で呼んだ。


    　くべられた薪たきぎが脆もろくも崩ほう壊かいし、火花がぱっと飛び散る。雨の音が一層ひどく、強くなっていた。


    　手て櫛ぐしで小夜歌の綺き麗れいな髪を梳すくと、フローラルの香りが漂ってくる。


    　マリー・ソアレスとエミール・ルーゴン、それは二人が携帯電話で共同執筆しているファンタジー小説、『幻想郷冒険録』のヒロインの名前だった。


    　時々二人は、そうやって作中の人物になりきることがある。いや、なりきるもなにも、マリーのモデルは音羽で、エミールのモデルは小夜歌なのだ。


    「なに考えてたの音羽姉ねぇ？」


    「いまわたしたちが初めて出会った時のこと、思い出してた」


    「そうなんだ…………あの時は本当にびっくりしたよね」


    　小夜歌も、懐かしむように少し目が細まる。


    　さもありなん。あの出会いは音おと羽わにとっても小さ夜よ歌かにとってもまったく予想だにしなかったものだった。お互いに自分の親からは事前に何一つ知らされていなかった。


    　音羽は物心がついた時から母親と二人で各地を転々としながら生活していた。幼いながらに自分に父親がいないことを不思議に思っていたが、その理由を尋たずねた瞬間、音羽は後悔したものだった。


    　音羽が実父の話題を切り出すと、母は思いつく限りの語ご彙いを駆使して、実父を口汚く罵ののしり始めたのだから。幼いゆえの鋭さで、音羽はこの話題に触れること自体をやめるようになった。


    　どこかに自分の父親がいることだけは理解しているつもりだったが、まさか双子の妹がいようなど、その時の音羽には及びもつかなかった。


    　あとで聞くと、小夜歌も似たような環境に置かれていたらしく、そこから推理するに、離婚の際、両親たちの間に二人に関する密約が交わされたのではないだろうか。成人した折にでも話すことになっていたのならば一応の納得がいく。


    　どちらにせよ音羽たちは、親がまったく意図しない出会い方をして、お互いの存在を知ってしまった。


    　このことは、親には黙っていた方がよいのは直感でわかった。


    　だから修学旅行の場では、慌あわただしく電話番号の交換を行おこなっただけで別れた。だが、音羽はそれ以降の京都旅行の思い出が何一つない。旅行から帰還して、震える手で彼女に電話をかけるまで、上うわの空そらだった。


    　それから、二人は度たび々たびメールや電話を交わし、時には休みを使って新幹線に乗り泊まりがけで会いに行った。そして夜通し半生を振り返りながら語り合った。


    　自分と小夜歌の仲の深まり方は、傍はた目めから見ても尋じん常じようではなかっただろう。


    　二か月も経つ頃には、お互いについて知らないことはないというまで緊密な関係になっていた。小夜歌を見ていると胸が高鳴り、彼女に触りたいという欲求が芽生えるようになったのも、たしかそれくらいの時だったはずだ。


    　だから音羽が土ど壇たん場ばで進学希望高校を変えたのも、そうおかしい話ではなかっただろう。無論、事情をまったく知らない友人や母親は別だったが。


    　もっと小夜歌と一緒にいたかった。彼女と離れている時に胸を突く空虚さは、彼女と会うことでしか満たされない。


    　それに月つき森もり市を何度か訪れるにつれ、この土地が好きになっていたというのもある。そこにおあつらえ向きの女子校があるのがわかり、神様の采さい配はいではないかと思ったほどだ。偏差値の敷しき居いは、平均から見ると高い方だったが、幸さいわい音羽が中学時代を通じてまじめに積み上げた内申書と学力から見れば、おつりがくるほどだった。


    　二人は、示し合わせて陽よう丘きゆう女子高等学校に入ることにした。


    　小夜歌の継まま母ははが気を払ったのは子の成績だけで、授業参観どころか、あらゆる行事ごとに興味を示さないのも幸さいわいした。学まなび舎やに通い勉学に励むという大義名分を得て、二人は大手を振って会うことができるようになったのだ。


    「ねぇマリー、見て欲しいものがあるのだけれど、よろしいかしら？」


    「あら、よろしくってよ」


    　二人はクサい芝居に吹き出しそうになりながらも、マリーとエミールを演じる。小さ夜よ歌かはマントルピースに置かれた大学ノートを取ると、音おと羽わの隣となりで開いてみせる。


    「わたしたちの物語に出てくる新しい生き物を考えたの」


    　それは小夜歌が、頭の中で[image: ]り上げた世界の集大成と言えるものだった。


    　彼女がページをめくるたびにノートにイラスト入りで描かれた人物やその他の生き物──動物、植物、幻想生物──がスライドしていく。イラストが上う手まい彼女が、幻想郷に登場させたいものは、スケッチして細かい設定まで考えてくれるのだ。


    　音羽は、彼女の登場させる魅力的なキャラクターに負おんぶに抱っこで安あん穏のんと執筆することができる。


    　時折、音羽の紡つむぐ文章が小夜歌よりも綺き麗れいだということで、彼女に羨うらやましがられることがある。


    　たしかに音羽の方がいくらか文章喚起力があったが、これは昔取った杵きね柄づかというやつだ。音羽は小学校から中学校まで、進学塾で論文問題対策用に日本語の文章も鍛たん錬れん、添てん削さくされていたからだ。もっとも、環境も才能の一つという論法に従えば、たしかに音羽はいくらか誇ってよいのかもしれない。無理矢理塾を三本もかけ持ちさせた母親には、恨うらみ以外の感情を覚えていないが。


    　だが音羽にしてみれば、小夜歌の想像の泉から湧いてくる無限の物語をこそ羨ましい。文章などあとでどうにでも上手くなるが、彼女が紡ぎ出す生き生きとしたキャラクターと、枠わくに囚とらわれない放ほう縦じゆうな発想は、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで真ま似ねできるものではない。


    　やがて小夜歌は「これ」と言って、ある一ページでめくる手を止める。


    　音羽は彼女が描き下ろしたイラストを眺め、その造形に一瞬眉をひそめる。


    　二羽の鳥がぴたりと寄り添いながら空を飛んでいた。二羽の鳥は各おの々おの片方ずつしか翼を持っておらず、その翼を懸けん命めいに動かしながら空を飛んでいるのだ。


    「これ、なんなの？」


    「その鳥はね、翼を一枚ずつしか持っていないから、空を飛ぶ時お互いの翼を共有して空を飛ぶの。二匹いないと、飛べないの。わたし幻想郷の住人に新しくこの鳥を加えたいなって思って」


    「…………素敵」


    　意図せず、そう口から漏もれていた。


    「ね、小夜歌。これにも元ネタってあるの？」


    　そう聞かれた瞬間、小さ夜よ歌かは可愛かわいらしく赤い舌を出す。


    「ん、あるよぉ。『比ひ翼よくの鳥』って言ってね、中国の想像上の鳥なんだ」


    「比翼の、鳥……」


    　舌の上で転がすように、ことさらゆっくり発音する。


    「なんだかわたしたちみたいね」


    　一緒に寄り添って天に昇っていく、二匹いて初めて一匹分の鳥。生まれた瞬間引き裂かれた一卵性双生児の音羽たちは、きっと普通の人が持っているはずの翼を一枚ずつしか持っていないのだ。けれども、音おと羽わは小夜歌を見つけた。見つけることができた。


    　あの出会いはきっと偶然ではなく必然だった。自分はもう小夜歌の存在なしには生きていけない。


    「気に入って……くれた？」


    　恥ずかしさの混じった上うわ目め遣づかいの視線が注がれる。そのいじらしさに我慢できず、彼女の柔やわらかな頰ほおに唇を寄せると優しく触れる。


    「当たり前でしょ。早くこの鳥をわたしたちの作品に登場させてあげたいものね」


    　──音羽たちが幻想郷冒険録を執筆し始めたのは、知り合ってしばらくしてからだった。


    　その頃音羽はまだ母親とともに暮らしており、小夜歌とはメールや電話、時折休みを使って直接会いに行くしか方法がなかった。


    　小夜歌に空想癖へきのようなものがあるのは、知り合って少しした頃から気付いていた。そんな彼女が将来の夢を語った時、作家になりたいと言ったのを聞いても、たいして驚きはしなかった。


    　顔を輝かせながらファンタジー小説の構想を語る小夜歌を見ながら、憧あこがれを覚えるとともに、その手伝いができないかと思ったのは当然の流れだったと思う。


    　最初こそリレー形式で物語を書き留めた大学ノートを郵送し合っていたのだが、これでは無駄に時間がかかる。


    　もっと効率のよい方法がないものかと模索していた時、テレビでケータイ小説ブームなるものが起こっていると聞いて、はっとさせられた。小説は紙に書いたものを読むという固定観念があったせいで、携帯電話を使って執筆するというのは意識の埒らち外がいにあったからだ。


    　いまでは、片手間で執筆できる利点を最大限に利用して、書き上げた小説をお互いの携帯電話に直接送信している。これならば大学ノートを郵送する費用もかからないし、なにより、大いに時間の節約になる。


    　かくて、本格的な小説の交換が始まった。


    　そこは心が清い純潔の乙女おとめだけが入ることができる理想郷ユートピアだった。一年中草花は咲き誇り、動物や植物が言葉を喋しやべり、幻想生物が日常的に生活しており、また魔法も存在した。


    　現実世界から逃げてきた音羽と小夜歌は、その国でマリー・ソアレス、エミール・ルーゴンと名乗ることにした。二人が身を寄せたラングミュア王国で、マリーは王位継承第一位の王子シャーウッド・オクレウス、エミールは第二王子ジェイ・キリアン・オクレウスに見み初そめられ求婚されるが、二人は無理難題を言いつけて追い返してしまう。もとより二人に特定の殿との方がたと婚約する気はなかったのだ。


    　だって、二人はなによりお互いが大事だったのだから。


    　現実世界から逃げてきた二人は、その世界にいると一生老いることがないことに気付いた。


    　そのことに気付いた王様から神聖視され、賓ひん客きやくでありながら公こう姫きとしての待遇を受けていたのだが、大臣チェンバレン・ゾアのように、そんな二人をよく思わない者もいた。


    　音おと羽わはふっと息を吐き、暖炉を舐なめる炎の舌と、傍かたわらに毛布一枚巻いただけの生まれたままの姿の小夜歌を抱く。小さ夜よ歌かはトロンとした瞳のまま、こっくりこっくりと船を漕こいでいた。


    　この瞬間だけは、なにがあっても覆くつがえらない堂どう坂さか音羽だけの幸せだった。


    　実際、音羽がこの物語に救われている面があることも自覚していた。


    　大人がよく、中高時代を振り返ってあの時はよかったとこぼすのを聞いたことがあるが、リアル高校生の音羽に言わせてもらえば、体の急激な成長や、それに伴う心の変化、自分の場合、生徒会長の責務や、そろそろ進学か就職かも決めなければならない、これらは大変な心の負担だ。スクールカウンセラーなんて職業が学校お抱えで存在するくらいには、中高生の心は不安定だ。


    　特に最後の自分の将来の展望についてだが、深く考えすぎて自分の人生の意味はなにかと問い始めると、哲学で言うところの実存──自分はなんのために生まれてきて、どこに行くのか──の罠わなにはまって自家中毒に似た症状や鬱うつになってしまう。生き真ま面じ目めな人間ほど要注意なのだ。


    　幻想郷はそんな不安とは無縁の理想郷ユートピアだ。トラブルは起こるが、それらはすべて予定調和的に解決に導かれることが決まっている。


    　最初は小夜歌に付き合って行おこなっていた[image: ]作だったが、それは厳しい現実からの逃とう避ひにもなっていた。


    　誰にもこの行為を否定なんかさせない。他の人間だって形は違えどテレビゲームなどでストレス解消や逃避をしているではないか。音羽たちの場合それが[image: ]作行為であるだけだ。


    　そうやって二人が書き上げた小説は積もり積もって、およそ三〇〇ページの小説六冊分ほどの分量にまで達している。


    　小夜歌とは「いつか出版社に持って行って出版してもらおうね」と言ってはいるものの、実際のところ、この作品では通るまいと頭のどこかで諦てい観かんしている冷静な自分もいる。


    　独りよがりな展開が目につくし、なにより各種神話や民話、古典作品の雑種ハイブリツド的な作品なのだ。


    　過去の冒険の一つを紐ひも解といてみても、それがよくわかる。


    　ある日マリーとエミールは隣となりの国の王様に頼まれごとをされる。


    　その王様は、自分の過あやまちのために生まれてしまった牛頭人身の怪物を、魔法で人間の姿に変えてやって欲しいと乞こわれ、彼を閉じこめた迷宮に魔法使いのおじいさんを連れて赴おもむいたことがあった。いつもマリーたちに目をかけてくれる魔法使いのおじいさんの名前はマーリンだし、迷宮まで二人を護送してくれたのは、トランプの兵隊たちだった。これだけ見ても、ギリシャ神話、アーサー王伝説、不思議の国のアリス──他のシーンではイザナギイザナミの話や、いまさっき出てきた比ひ翼よくの鳥は中国の想像上の鳥ということだ──と洋の東西を選ばず、まるで節操がない。


    　音おと羽わはあまり小説を読む方ではなかったが、それにしてもこんなハチャメチャな小説はお目にかかったことがない。だから、おそらく出版までこぎつけることは叶かなわないだろう。


    　実は音羽は出版云うん々ぬんには、それほど拘こだわっていない。こうやって小さ夜よ歌かと過ごす時間こそが大切なのだ。それに色々な神話や民話なんかが一堂に会して、本来の筋書きを変えてしまうというのも、面白いではないか。


    　さきほどの話にしても、本来のギリシャ神話では迷宮に棲すむ牛頭人身のミノタウロスは、最後にはテセウスとかいう男に斬り殺されてしまう。


    　しかし幻想郷冒険録では違った。いくつもの試練が立ちはだかるが、ついにはマリーとエミールはミノタウロスを手なずける。そこで魔法使いのおじいさんが、魔法でミノタウロスを人間の姿に変えてハッピーエンドだ。こっちの方が血生臭い神話よりもよほど好みだった。


    　音羽は大きく溜ため息いきをつく。


    　音羽の母親は去年鬼き籍せきに入った。親しん戚せきすべてに背を向け一人だけで生き抜いた母親は、父親と別れてから吸い始めたらしい煙草たばこが元で肺ガンになってあっけなく死んでしまった。音羽の陽よう丘きゆう女子高校入学前日のことだった。音羽の名字『堂どう坂さか』は、母方の姓だ。離婚した時に戻したものらしい。


    　自分にはもう、この世で小夜歌しか残されていないのだ。


    　だから、なにがあっても彼女だけは──


    　その時、腕の中で小夜歌がみじろぎして、億おつ劫くうげに目を開く。


    「寝てていいのに」


    　強情っ張りな彼女が、少しムキになって寝ぼけ眼まなこを擦こする。


    「むぅ、いま何時ぃ？」


    　携帯電話を取り出す。「八時みたいね」


    　途端に彼女の体が強張る。その反応を見てしまったと思ったが遅かった。


    「………………家に帰りたくないよ」


    　胸を鋭い錐きりで一突きされたような痛みが走る。彼女のこの発言が、どういう重さを持っているのか音羽は知っている。音羽だけが知っている。


    「……じゃあ、ずっと帰らなければいいじゃない」


    　軽くそう切り出した。しかし限りなく本気だった。彼女が本当に帰りたくないというのなら、帰らせない。その覚悟が音おと羽わにはあった。


    　しかし──小さ夜よ歌かは弱々しく首を横に振る。


    「でも、もう雨やんじゃったみたいだから」


    　たしかに、いつの間にかあれほど強く降り注いでいた雨の音が聞こえない。


    　雨がちな気候の日本は雨に関する風流な言葉が沢たく山さんある。この前国語の時間で『遣やらずの雨』という言葉を習った。来客が帰りそうになった時降る雨のことを、そんな風に言うらしい。


    　だが、現在はまるでその逆だった。帰ろうという時になって、雨はぴたりとやんでいたのだ。


    　本来なら喜ぶべきことなのだろう。しかし、音羽はこの時ばかりは憎々しげに天を睨にらんだ。


    　帰せと言うのか──


    　──春かす日が井い小夜歌をあの家に。


    



    　


    　音羽は動物たちに餌えさを与えて、バイバイしてから隠れ家を出た。外に出ると、雨が上がったあと特有のキンと冷えた空気に出迎えられ、思わず鳥肌が立つ。


    　服は大方乾いていたので、若じやつ干かん肌に湿り気を感じる程度だ。あとは着ているうちに乾くだろうと楽観していたが、この寒さだと下へ手たをすると風か邪ぜを引くかもしれない。


    　足下が暗く、おっかなびっくりだったが、月明かりを頼りになんとか月つき森もりから脱出する。


    　行きの道のりをそのまま反対に歩きながら、音羽は小夜歌の表情を盗み見る。


    　小夜歌の様子は、小屋の中にいた時とは打って変わって、暗あん澹たんとして見えた。と、小夜歌が音羽の視線に気付き、繕つくろった笑みを浮かべる。


    「音羽姉ねぇ、また、保健所から動物もらってきていいよね？」


    「え？」


    　突然なので、一瞬なんのことを言っているのかわからなかった。


    「だ・か・ら、また保健所から新しい家族もらってきてもいいよね？」


    　遅ればせながらようやく話の流れを摑つかむ。


    　彼女は保健所の人間と懇こん意いにしていて、他には内ない緒しよという条件で処分される寸前の動物を引き取ってくるのだ。音羽の女子寮は勿もち論ろん、小夜歌の実家でも動物を飼うことは厳禁だったので、そうなると自然場所は限られてくる。隠れ家にいた動物たちはすべてそうやって家に居着いたものたちである。


    　最近は心ない飼い主が、野に帰すという名目で所構わず飽あきたペットを捨てに来るということがある。ブラックバスやカミツキガメのように、日本で爆発的に繁はん殖しよくして、生態系を破壊するような種しゆもいる。


    　音おと羽わたちは、ネットで引き取り手を募集したり、それでも引き取り手のない、人気のない種類や、育ちすぎてしまった個体は、生態系に影響がなさそうだと判断したものに限り、月つき森もりに放してやっていた。


    「しょうがないわね……ほどほどにね。一時期なんか小さ夜よ歌かが考えなしに引き取ってくるせいで一〇匹と四羽もいたんだからね。それを忘れちゃ駄目よ」


    「えへ、ありがと音羽姉ねぇ」


    　彼女の言葉はいつもの舌足らずの甘い声に戻っていた。考え過ぎかもしれないが、音羽にはこれ以上こちらに踏み込まないでくれという意思表示のように見えてしまう。


    　そこから先、それ以上話題が弾はずむこともなく、小夜歌の実家の前まで来た。


    　二階建ての一軒家、背の低い生け垣に囲まれた、背丈の高い家である。


    　ここで、いつも彼女と別れている。


    「じゃ、音羽姉ぇ。七な歩ほちゃんに今日のこと謝っておいてね」


    「大丈夫よ、あいつは怒ってるフリしてるだけで、本当は許すタイミングがわかってないだけだから。ま、伝えておくわ。じゃあね、小夜歌。また明日」


    　そう言って踵きびすを返す。後ろから小夜歌の視線を感じた。だがそれに努めて気付かないフリをして、角を曲がる。と、音羽は帰ったフリをして、曲がり角に身を張りつけた。


    　一〇秒頭の中で数えてから深呼吸をすると、ゆっくりと春かす日が井い家けの前を窺うかがう。


    　小夜歌はこちらに背を向け、家の中に戻るところだった。やがてその姿が家の中に消えると、音羽も行動を開始した。


    　春日井家の正面から壁伝いに南側に回り込んで小し大きめの庭に出る。人工芝が敷いてあり、物干しと花壇の他にも、カフェ用のパラソルの下に小さなテーブルと籐とう椅い子すが置いてある。だが、テーブルも椅子も雨風の下に長らく放置され汚れており、ここしばらく使用した形跡がない。


    　昔は円えん錐すい状に刈り込まれていたらしい植木は、捨て置かれるままにいびつに伸びて、かえって野放図に育った状態よりもひどい奇観を漂わせていた。音羽の目には、現在のこの家を象徴して映る。


    　植木の陰に身を潜ひそめて、庭から居間の方を覗のぞき見た。


    　音羽の隠れているところからは、春日井家の居間がよく見えた。電気がついているので、内装がよく見えるが、はっきり言って無む惨ざんの一言だった。出しっぱなしの食器が所狭しと食卓の上に積み重なり、ハエが蝟い集しゆうしている。遠く離れているのに腐ふ臭しゆうまで嗅かぎ取れそうだった。


    　溜たまった新聞が悪意でもあるようにそこら中に散乱している。いや、悪意はあるのだ。あいつが腹立ち紛まぎれに蹴散らして回ったのだ。


    　おそらく、よほどあいつは不ふ機き嫌げんな状態に違いない。小夜歌が食事を作らなかったからだ。


    　ほどなくして居間に制服姿の小夜歌が現れる。ひどく怯おびえていて、一刻も早く二階の自分の部屋に逃げ込もうとしているのがよくわかった。しかし、足音は立てられないので、かえってゆっくりと進むしかない。


    　秘ひ密みつ裏りに春かす日が井い家けを覗のぞいていることに、気が咎とがめないわけではない。このことを小さ夜よ歌かが知れば、どう思うだろうか。怒るかもしれないし、悲しむかもしれない。


    　音おと羽わは自然拳こぶしを握り、唾つばを飲む。そして祈った。小夜歌が自分の部屋に無事に逃げ、鍵かぎをかけ、明日の朝こっそり学校に出て行けるように。とりあえず部屋に逃げ込みさえすれば、音羽もそれを見届けて、安心して寮に帰れる。


    　しかし──


    「どこ行ってたんだよッ、このボケェッ！」


    　突とつ如じよ雷らい鳴めいのような怒鳴り声が家を震わせた。小夜歌どころか、隠れ潜ひそんでいる音羽さえも、その声に竦すくみ上がる。


    　聞きしに堪たえない汚いだみ声のあと数秒、死の沈黙が辺りを支配した。すると、軋きしんだ音がして夫婦の寝室の扉が開き、ぬっと、女の首だけ出てくる。小夜歌の姿を認めると、巨大な瞳を爛らん々らんと輝かせながらニンマリと嗤わらった。続いて、肥満した体型が居間に出てくる。


    　音羽は絶望のため背筋が凍りつく。


    　父の再婚相手で、小夜歌にとっては継まま母ははに当たる春日井光みつ代よである。


    　光代の顔は酒で真っ赤になっていた。最悪のパターンだ。


    　酒のせいなのか無む闇やみに食べる食生活のせいなのか、顔は全体的に腫はれ上がっており、特に左目はそのせいで半分塞ふさがっている。紫色の発はつ疹しんが左頰ほおから首にかけてを醜みにくく覆おおっていた。


    　──逃げて小夜歌！


    　思わず飛び出して行って力の限り叫び出したくなる。だがそんなことはできない。


    　音羽と小夜歌が出会っていることは、対外的には秘密になっているのだ。


    　小夜歌の目は見開かれ、足が小さく震えている。まさしく蛇へびに睨にらまれたカエルだった。


    「無駄飯食らいのあんたを、この家で生かしてやっているのは、誰だかわかってるの？　あんたはなんのために存在するのか、わかってんの？　ねぇ？」


    　小夜歌は俯うつむいて一言も喋しやべらない。と、いきなり鋭い張り手が小夜歌の横よこ面づらを打ちよう擲ちやくする。小夜歌はたたらを踏み、耳を押さえてうずくまった。


    　音羽は口元を押さえた。


    「なんか言ったらどうなンだよ！」


    　男のように低く汚い言葉遣いで問い詰める光代は、今度はうずくまる小夜歌を蹴り上げる。ゲッという肺から空気を絞り出される声が、こちらまで聞こえてきた。


    　音羽は、歯を軋きしらせながら震える拳を握りしめる。心の中で目を逸そらし耳をふさぎたい衝動に必死に抗あらがった。


    　光代は小夜歌の髪をひっつかむと、キッチンに出しっぱなしになっている薄汚いまな板に頭ごと叩きつける。


    「あんたにはッ、飯を作るッ、義務がッ、あるだろうがッ！　あんたはそれを放ほう棄きしてッ、ドコ行ってたんだよ！」


    　言葉の切れ間に、小さ夜よ歌かの頭を何度もまな板に叩きつける陰いん惨さんな音が聞こえる。小夜歌は逃のがれようとするが、たかだか四〇キロとちょっとの体では、八〇キロ超の光みつ代よと比べて、非ひ力りきに過ぎた。


    　小夜歌が蚊かの鳴くような声でなにかを呟つぶやくが、ここからでは聞こえない。おそらく、謝っているのだ。


    「聞こえねぇんだよ！」


    　光代は獣けもののようなうなり声を上げながら、包丁を抜き出すと、小夜歌の首筋に押し当てる。


    「代わりに、あんたをこのまな板で料理してやろうか？　えぇ？　なんとか言ったらどうなのよッ」


    　ついに、無情な仕打ちに耐えていた小夜歌の肩がわななき、すすり泣きが聞こえる。


    　さきほどまで、暖炉に当たりながらうとうと眠っていた屈託のない顔がフラッシュバックした。たった一時間前まで、二人は天国にいた。それが、なぜ、どうしてこんなことになっているのか。一体自分たちがなにをしたというのだ。


    　音おと羽わは人工芝に爪を走らせ、ぶちぶちと毟むしる。
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    　あれほど温かかった隠れ家での蜜みつ月げつの思い出など、残らず消し飛んでいた。自分の中の黒い衝動が、灼しやく熱ねつの火勢を上げる。


    　──よくも、よくも小さ夜よ歌かを…………ッ。


    　音おと羽わは花壇を囲んでいる煉れん瓦がを一つ鷲わしづかみにすると、まなじりを決した。


    　音羽が鬼面の相で立ち上がりかけた時、まったく意図しない方向から、その肩を強く押さえつける手が伸びていた。


    「え──？」


    「おい春かす日が井いさんッ、あんた義理とはいえ、自分の娘に包丁押し当てるとはどういう了りよう見けんだ！　それに三軒隣となりにまであんたのがなり立てる声が聞こえてるんだよ。近所迷惑とかそういうことは考えられねぇのか？　いい加減、警察を呼んで話を聞いてもらわんといけん時かもしれんなぁ。あんッ？」


    　その声を聞いて、光みつ代よは縫ぬい止められたように動きを止めた。やがて目尻が上がったおぞましい怒りの形ぎよう相そうをゆっくりと庭の方に向ける。


    　音羽の隣には、老人が立っていた。昔気質かたぎの作さ務む衣えに袖そでを通しているのだが、背は真まっ直すぐに伸びており、筋骨隆りゆう々りゆうとした老人だ。髪や口ひげこそ白くなっているが、今年で七一歳になるとは思えないほどの若々しさを秘めていた。


    　春日井家の隣に住む朝あさ木ぎ龍りよう馬まである。


    「ウチの躾しつけに口を出すなジジイめ！」


    「ああわかったよ、なるほどな。じゃあオレは、家に帰って警察に連絡させてもらおうか」


    　そのまましばらく、光代と龍馬の睨にらみ合いが続く。


    　熱が冷めた音羽は、そのやりとりを見ていて生きた心地がしなかった。


    　やがて、光代は包丁を下ろし小夜歌の拘こう束そくを解く。小夜歌は勢いよく階段を駆け上がって、自分の部屋に逃げ込んだ。光代はこちらにまで聞こえる大きな舌打ちを漏もらすと、出てきた時のようにゆっくりと寝室に戻っていった。


    　光代がもう戻ってこないのを確認するために、数十秒あまりも要した。


    　小夜歌の身の危険は、去ったのだ。音羽の全身から急速に力が抜けていく。


    　龍馬老人もホッと溜ため息いきをつくと、こちらに向き直った。


    「音羽、ちょっと話があるからウチ寄ってけ」


    



    　


    　生け垣を乗り越えると、そこはもう朝木家の敷地だった。木造和風の一軒家に独りで住んでいる。奥さんとは死別してもう随ずい分ぶん経つということだった。


    　音羽は、春日井家を振り返り、光代が見ていないことを確認すると────龍馬に思いきり抱きついた。


    「ありがとう、龍りよう馬まじいちゃん」


    　硬く、筋すじ張ばった手が音おと羽わの髪を優しく撫なでる。思わず涙が溢あふれそうになった。


    「すまんな、もうちょっと早く助けてやるつもりだったんだが」


    　龍馬の胸で首を振る。


    「全然そんなことないわ。じいちゃんがいなかったら、わたし……ッ」


    「まったく、こんな優しい娘こを泣かせるなんて、あの女は本当に悪い奴だよ」


    　音羽の悩みもろとも豪放に笑い飛ばす。音羽は慌あわてて涙を引っ込めて怒った顔を作る。


    「わたしは泣いてなんかないわ」


    「わかってるわかってる」


    　そう言いながら、乱暴に肩を叩く。


    　しばらくして音羽が完全に落ち着いてから、龍馬は音羽を自宅に招しようじ入れると、縁側に座らせ、茶を入れてくる。


    　音羽は勧められるままに飲んだ。少し濃いめに入れられたほうじ茶は、信じられないくらいに美お味いしく感じた。


    　龍馬が自分の湯飲みを持ってくると、音羽の隣となりに腰掛ける。


    「ホントにありがとう。龍馬じいちゃんもわたしになんでも言ってよ。できる限り聞いてあげるから」

  


  [image: ]


  
    「若わけぇもんが気ぃ遣うな。気持ち悪い」


    　龍りよう馬まは白い髭ひげを撫なでながら照れを隠す。


    「わたしの恋人にしてあげましょうか？　じいちゃん独り身長いんでしょ」


    「だから大人をからかうなっつってんだろ」


    　束つかの間まだが、二人の間に笑いが起こる。


    　だが、本当に束の間だけだった。音おと羽わは視線を湯飲みの中に落とす。


    「……小さ夜よ歌かのこと、早めになんとかしなきゃ。いますぐ対処しないと手遅れになるかもしれない」


    「だがなぁ、実際問題オレたちになにができる……」


    　そう毒づいた途端、彼の顔の皺しわがより深く刻まれたように見えた。


    　音羽も、あれが一時凌しのぎにしかならないことは弁わきまえていた。あれくらいで今後一切あの女が小夜歌に手を出さなくなるならば、とうの昔に音羽一人でなんとかしている。実際何度か近隣住民を装って警察に電話をかけたこともある。


    　しかし、結果は期待していたものとはまるで異なっていた。光みつ代よは気持ち悪いくらいの外そと面づらのよさを装って応対に出ると、訪れた警官の毒気を抜く。自分に都つ合ごうのいいように話をでっち上げてから、しかるのちに小夜歌を矢や面おもてに立たせて、その作り話を肯こう定ていさせるのだ。


    　小夜歌の弱さを責める気にはなれなかった。下へ手たなことを漏もらすと、本気で殺されかねない。むしろ責められるべきは、小夜歌の気の弱さにいいようにつけ込む、鉄てつ面めん皮ぴな光代の方だ。


    　だから、さきほど龍馬老人が啖たん呵かを切った警察を呼ぶという脅おどしも、実際のところ脅しとして正しく機能していない。あいつが暴力をやめたのは、龍馬老人の剣幕に対して、わずかながら怯ひるむところがあったからだ。あれが他の人間だったらああ上う手まくいかなかっただろう。


    　小夜歌のすべてを知っているものと自うぬ惚ぼれていた時期もあった。しかし、あのことについては、小夜歌がお腹に大きなアザを作って、不器用な言い訳を連ね始めるまで、何一つ気付いてやれなかった。


    「ねぇじいちゃん、じいちゃんはずっと小夜歌の家の隣となりに住んでるのよね」


    「ん？　それがどうした」


    「じゃあ教えて、あの女はどうして小夜歌にあんなひどいことをするの」


    　龍馬老人がしかつめらしい顔をする。


    「……小夜歌ちゃんから、なにも聞いてねぇのか？」


    「小夜歌はわたしに隠し通せていると思ってるから、聞けない」


    　龍馬は腕組みをして目ま蓋ぶたを閉じる。


    「こんな重要なことをほいほい話してもいいのか、オレには判断がつかん」


    「……龍馬じいちゃんのこと、わたしは味方だと思ってるわ」


    　音羽の物言いに、龍馬は眉をひそめ、ついで乱暴に頭髪を搔かく。


    「卑ひ怯きような言いぐさだな。老い先短いジジイをいじめんなよ」


    「いいえやめないわ、じいちゃんがいつも小さ夜よ歌かの前に立って防ぼう波は堤ていになってくれなければ、いまごろ小夜歌はどうなっていたのかわからない。それにじいちゃんは、学校の人以外で、ただ一人わたしと小夜歌が同じこの街にいることを知っていて、それを秘密にしてくれてるんだもの」


    　龍りよう馬まは、嘆たん息そくし、黙ってほうじ茶に口をつけた。


    「オレの知っている限りでよければ、話そう」


    「ありがとう」


    　汚いやり口だった。どういう頼み方をすれば、情に厚い龍馬老人が折れるのかを、音羽は心得ていたのだから。


    「音おと羽わ、虐ぎやく待たいには大まかに四種類あるのを知ってるか？　……徹底的に無視して、まるで空気みたいに扱うネグレクト。親がてめぇの子どもをレイプする性的虐待に、四六時中がなり立てる精神的虐待。そして、とどめは殴る蹴るの身体的虐待だよ。どれも胸が悪くなる話だ。あの女は六年前父親の再婚で家に住み着くようになってな。再婚当初こそ大人しくしてたもんだが、徐々に本性を現し始めやがった。その捌はけ口はなぜか全部小夜歌ちゃんにいったよ。最初は無視、次に汚い言葉でなじって、お前の親おや父じさんが単身赴ふ任にんになってからは手も出し始めやがった……」


    　音羽が月つき森もりに住むようになってからこの方、一度も実の父親の顔を見たことがない。その時にはもう単身赴任とやらで、どこぞに出ていた。別に、母を裏切った男の顔など、見たいとも思わないが。


    「いまはもう悪化の一途さ。見ろ、いまは自分の義理の娘を家政婦かなにかだと思って使ってやがる。最近はオレが止めんと、命すらも危ういんじゃないかと思う時もあるよ」


    　それは、音羽も知るところだった。


    「返すあてもないのに借金もして……いったいどうするつもりなんだかな」


    　音羽は弾はじかれたように顔を上げた。


    「借金？　いくらなの？」


    「わからねぇが、少なくない額だってことはたしかだよ、ウン百万ってとこか。ふん、最近やたら派手なスーツ着た奴が光みつ代よさんの家に入ってくのを見るが、あれはおそらく取り立てに来た消費者金融の奴だろうな」


    　あいつが崖がけ下に落ちていくのは勝手だが、小夜歌までそれに巻き込むのは、断じて許さない。破滅するならば、一人ですればいい。


    　しかし、知れば知るほど、音羽の中で光代に対する憎悪は深まっていった。そしてそのことを知らず、能天気にも自分と小夜歌は世界の中心にいるのだと思っていた音羽も、不ふ甲が斐いなさを通り越して腹が立った。


    



    　


    　龍りよう馬ま老人に後こう事じを託してから、音おと羽わは帰路を急いだ。


    　去さり際ぎわ龍馬は「なぁに、こう見えてオレは若い頃は愚ぐ連れん隊たいだったんだよ」と力こぶをつくって見せた。頼もしく感じたのは事実だったが、不良のことを愚連隊と呼ぶ辺りにジェネレーションギャップを感じ、苦笑した。


    　急ぐため、大通りを歩いたのだが、人通りは意外なほど少ない。ほとんどがほろ酔い気分のサラリーマンだった。


    　携帯電話で時刻を確認して、顔をしかめる。


    　十時半、とうに寮の門限は過ぎている。逆に、もうどこまで遅くなろうとも、これ以上怒られることはないだろうなと思った。人間気の持ちようとはよく言ったもので、そういう風に考えると、不思議とどうでもよくなってくる。


    　信号に止められる。視線を地面に落とすと、排水溝の柵のところに、煙草たばこが落下せず引っかかっているのを見つけた。


    　──殺してやりたかった。


    　あの時、龍馬老人が止めなければ、果たしてどうなっていただろうか。おそらく、あの煉れん瓦がを持ったまま、家の中に乗り込んで、あの女を撲ぼく殺さつしたことだろう。


    　双子の姉がこの街にいることを知らない光みつ代よは、いきなり音羽の姿を見たら、さぞかし驚くに違いない。いきなり小さ夜よ歌かが二人に増えたと思うかもしれない。


    　その隙すきを突いて、まず頭部に一撃。光代は頭を押さえて獣けもののような咆ほう哮こうを放ち、闇やみ雲くもに包丁を振るいながら後退する。自分たちは以い心しん伝でん心しんだ。そこまでやってしまえば、小夜歌も心を決めてくれる。小夜歌が光代の包丁を奪い取り、突き刺す。奴のぶよぶよの肉の中に詰まった血が、包丁をこじった瞬間溢あふれ出し、奴は豚ぶたのような悲鳴を上げる。そこで音羽は、冷静にとどめの一撃を頭部に振り下ろす。頭ず蓋がいが砕けた音がして、あの女はがっくりと膝ひざをつき、絶命するのだ。


    　──想像は、意外なほどに明めい晰せきに、呵か責しやくなく行おこなえた。


    　あのクズがこの世から消え去れば、それ以降音羽が小夜歌のことで気を揉もむことはなくなるだろう。だがそんなことをすれば、人生を棒に振ってしまうことになる。奴を殺したところでなんの痛つう痒ようも感じないが、それが自分と小夜歌の人生に一生影を投げかけることになってしまうのはご免だった。


    　害獣を駆除して、なぜ罰せられなければならないのだろうか。


    　答えの出ないまま、気付くと、陽よう丘きゆう女子校の背の高い煉れん瓦が塀べいの前まで来ていた。夜見ると、たしかにこの壁は威圧的に見える。軽く音羽の身長の二倍はあるし、侵入者を追い返すためか、鋭い忍しのび返がえしまでついている。


    　音おと羽わは東門から入ると、そのまま寮に向かった。やや大きめな二階建てで、かまぼこ板を一回り大きくしたような看板に『マゼール寮』と書かれている。寮の名前の由来は、どこぞの有名な指揮者から来ているらしい。


    　音羽は、馬鹿正直に正面から入るような愚ぐは犯さない。寮母は、学校側から生徒全員を監督する任を帯びているので、門限の八時までに帰ってこない人間がいると、沓くつ脱ぬぎの所で仁に王おう像のような憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで立ちふさがっているのだ。


    　捕まったら、一時間は小こ言ごとを聞かされる上に、報告がいった担任教師の閻えん魔ま帳ちように一筆走るなどなど、そのペナルティは計り知れない。


    　──当然、遊びたい盛りの生徒も、ただ手をこまねいているだけではない。


    　音羽は寮の裏手に広がる林の中に歩を進める。林を一〇メートルほど進んだところで、唐とう突とつに木の枝が組み合わされた、下へ手たくそなカムフラージュが施してある場所に出た。


    　音羽は木の枝をどけると、中から現れたのは梯はし子ごだった。伸縮式で、いまは音羽の背せ丈たけの半分ほどの長さしかない。


    　抱え上げるとずっしりと重い上に、若じやつ干かん鉄てつ錆さびくさかったが、我慢して運ぶ。寮の裏まで運んでから、ボルトを緩ゆるめ、中に収納されている梯子を伸ばして適当な長さのところで締めると、固定する。


    　それを裏手の二階、一番東の、音羽の部屋の窓のところに立てかけた。最初こそふらついて隣となりの部屋の窓にひびを入れたりしてしまったが、もう慣れたものだ。


    　するすると自分の部屋まで上ると、窓をノックする。ほどなくしてガラスがスライドして──井い田だ七な歩ほのにやにや顔が出迎えた。


    「遅かったじゃない、生徒会長殿」


    「ん、ちょっと野や暮ぼ用ようがあったのよ。それより着てるものが生乾きだからもの凄く寒いの。早く入れてちょうだい」


    「はいはい」


    　靴を脱ぎ、七歩に手を取られながら部屋に降り立つ。暖房の効いた部屋の中に入ると、冷え切っていた体の末端がじんわりと熱を帯びる。


    「お帰り、音羽」


    「ただいま、七歩」


    　麗うるわしの八畳じよう一ひと間まに帰り着く。部屋は大きなベッドと勉強机が二つずつその空間を占せん拠きよしていて、その周りには七歩の私物であるスナックの袋やらゲーム機やらが散乱している。音羽の私物は驚くほどに少ない。


    　だが、こここそが、母親に先立たれた音羽のただ一つの家だった。


    　定員一〇〇名からなる大所帯のマゼール寮は、二人一組で部屋を使うことになっている。そして生徒会副会長の井田七歩は、音羽のルームメイトでもあった。


    　七な歩ほは読みかけだったファッション雑誌に再び目を落とす。


    「遅かったわねぇ、どこ行ってたの？」


    「……映画のレイトショーを見てきたの。ＰＧ-15指定のちょっとエログロっぽいやつ」


    「ふーん」


    　形式的に聞いただけなので、七歩に特に疑っている様子はなかった。音おと羽わは、今し方上ってきた梯子を部屋の中に取り込むと、ボルトを緩ゆるめて、小さく折りたたむ。そして収納棚に隠した。


    　使った人間が翌朝早起きして元の場所に戻しておく決まりなのだ。これで、寮母に門限破りを気付かれずに、遅くまで羽を伸ばしていられるというわけである。


    　そこで音羽はまだ、ハナ寮母に顔見せをしていないことに気付いた。


    



    　


    「で、生徒会長はずっと自分の部屋にいたと……」


    「ええ、その通りですハナさん」


    　自分を見下ろす訝いぶかしげな瞳に、迷いなくそう答える。


    　身長一七五センチ、御おん年とし三九になるマゼール寮の寮母楠くすのきハナは、心底残念そうに舌打ちした。


    　外見は三九とは思えないほど若々しく、喋しやべり方もさばさばしている。寮母というよりは、寮の頼れる姉あね御ごと言った風ふ情ぜいを感じさせる。


    　ただ一つ、生徒に説教をするのが好きという困った一面があって、いつも台帳片手に、帰ってきていない生徒をいまや遅しと待ちかまえているのだ。


    「じゃあなんで夕食に来なかったの？　せっかく腕によりをかけて作ったのに」


    「今日は体調が悪かったから、ずっと自室で臥ふせっていました。いまは大分楽になったから、起きてきたところです。ご心配おかけしてすみません」


    　音羽の慇いん懃ぎんな態度に調子をくるわされたのか、煙草たばこをくわえると、後ろ頭を搔かく。


    「……まあいいけどねぇ。じゃ、今度は夕食の時顔だけでも出すの忘れないように」


    「はい、努力します」


    　ハナ寮母が「私も年かしら……」と呟つぶやきながら退散していった後ろ姿を見送ってから、音羽は盛大に溜ため息いきをついた。


    　栄はえある陽よう丘きゆうの生徒会長と副会長が、揃そろって門限破りの常習犯だなどと知れたら、ハナ寮母どころか、教師連中は泡を吹いてひっくり返るだろう。音羽も七歩も、教師の間では良い子ちゃんで通っているのだ。ともあれ、今日も無事にやり過ごした。


    　時刻を確認すると、消灯まで残り少なかった。


    　マゼール寮の消灯は一一時で、その時間を過ぎると、ハナ寮母が部屋や廊下などのすべての電気を消してしまう。


    　消灯と同時にすべての寮生が明日の勉学に備えて英気を養うべく眠る──などということはまったくなく、むしろ消灯してからが本番だった。隣室を訪問してトランプをしたり、自前のライトを灯ともして携帯ゲーム機でゲーム三ざん昧まいなど、他にも勉強をこの時間帯にやる方が能率がよいという生徒も結構数いる。ハナ寮母もそこら辺は黙認している部分があるので、テスト前日などはむしろ寝ている生徒の方が稀まれだった。


    　風呂場は完全に閉まっている時間帯なので、諦あきらめて寮に据すえつけられているドラム式洗濯機に服を放り込んでから。パジャマに着替えて部屋に戻る。


    　この時を見計らったように、丁ちよう度ど部屋と廊下の電気がすべて消されていく。消灯の時間だ。


    　すでに七な歩ほはベッドに入っていた。サイドテーブルを挟んでベッドが二つ、扉側から見て左が音おと羽わのベッドである。現在電気スタンドの仄ほの赤あかい明かり以外、部屋を照らすものはない。スタンドは遅くまで起きていた方が消す決まりになっていた。


    　音羽もパジャマに着替えてベッドに横になる。時折冬の風が小さく窓を揺らしている限りで、音はほとんど聞こえてこない。


    　寝苦しさを感じ仰向けになると、クリーム色の壁紙が貼られた、くすんだ天井がいやでも目に入った。ビリヤードのキューで突いたような小さな跡がいくつかある。


    　無音は、嫌いだった。一人の時間もあまり好きではない。


    　外向的な人間は孤独に弱いらしいが、とすると自分は外向的な人間なのだろうか。意識したことはなかったが、そうなのかもしれない。


    　七歩に話しかけようかと思ったが、相手の睡眠の邪魔しないのは暗黙の了解だったので、思い直し、再び天井を見た。


    　時折、なぜ自分が生徒会長をやっているのかと自問することがある。


    　つまらない回答だが、おそらく動機の一番の理由としては内申書のため、なのだろう。さすがにうま味の一つもなければ、責任ばかり多い仕事などやる気にはなれない。


    　しかし、それがすべてというわけでもない。


    　音羽は人に頼られるのが好きだった。人と接しているのが好きだった。だが、それが過ぎて他人に共感し過ぎるきらいがあることも、自覚している。


    　ある夜、いきなり音羽たちの部屋に泣きながら女生徒が押しかけてきた。落ち着いてから話を聞くと、半強制的に関係を持った男性の子供を身ごもっており、厳格な親は勿もち論ろん、学校側の人間に相談しようにも、不純異性交遊は原則退学なので、誰にも相談できないで苦しんでいるということだった。


    　音羽はばれないように取り計らって医者に付き添い、費用は、死んだ母の生命保険金が下りていたので、そこから負担した。子供は残念ながら堕おろす以外に方法が思い浮かばなかった。


    　少女は床に頭がつきそうなほど礼を言い感謝の念を述べたが、相手の男の名前は決して喋しやべろうとしなかったので、業ごうを煮やした音おと羽わは、自前でクラスメイトに聞き込みをして犯人ホシを突きとめた。近所にある月つき森もり高校の三年だったので、門の前で待ち伏せして、出てきたところを思い切りぶん殴って帰ってきた。


    　音羽が生徒に対して絶大な人気を誇るのは、そういったお節介すれすれの性格が好意的に取られ、予想以上に良い噂うわさとなって校内を駆けめぐっているかららしい。


    　だが、他人に感情移入し過ぎる性格というのは、決してよいことばかりではない。


    　たとえば──もう一人の自分とも言える、春かす日が井い小さ夜よ歌かが目の前で暴力にさらされている瞬間など、自分が同じ目にあっているのとなんら変わらない。あの時虐ぎやく待たいされていたのは春日井小夜歌であり、堂どう坂さか音羽であった。


    　音羽は寝返りを打ちながら、もう眠ってしまおうと懸けん命めいに目ま蓋ぶたを閉じた。しかし、今日の夜の光景が目蓋の裏に蘇よみがえる。


    　小夜歌を殴る光みつ代よ。小夜歌をまな板に叩きつけ、包丁を首に押し当てる光代。彼女は、泣いていた。謝っていた。彼女は気が弱い。自分とは似ても似つかない。見ているだけで心が張り裂けそうだった。


    　いますぐ飛び出してやめてくれと叫びたかった。けれども音羽は、あの場では観客に徹さなければならなかったのだ。


    　いっそ、暴飲暴食が祟たたって、肝かん臓ぞうかなにかを悪くして死ねばいいのだ。あれは、呼吸をして生存しているだけで罪深い存在だ。


    　当事者である小夜歌がせめて、自分の二分の一ほども勇気を振り絞ってくれれば、打てる策はあるというのに。


    　音羽はもそりと体の向きを変えて、デジタル式の置き時計を見る。午前零れい時。溜ため息いきをつきたくなる。延々一時間もベッドに入ったまま思考に明け暮れていたらしい。


    　救いを求めるように隣となりのベッドを見て、驚いた。なんと七な歩ほもまだ起きており、丁ちよう度ど目が合ったところだった。


    「寝れそう、音羽？」


    　落ち着き払った声でそう聞かれる。なにを言っていいのか思い浮かばず、布団を目ま深ぶかに被かぶることで応じる。普段はおちゃらけているくせに、こういう時だけまじめぶるのは卑ひ怯きようだ。


    　風が通り過ぎ、窓がカタカタと小さく鳴った。


    「……まだ起きてる？」


    「なぁに、音羽」


    「あのさ、一つだけ聞いていい？」


    「……ん、どうぞ」


    「身構えないで聞いて欲しいんだけど。もしも、もしも自分がとても大切にしてるものが、悪意ある他人に汚けがされたり、貶おとしめられたりしたら……あなたはどうするの？」


    　少し、沈黙があった。


    「それってどれくらい大事なもんなの？」


    「自分の命と同じくらい大切なものよ」


    「そうね、じゃあ────戦うわ」


    「……そう」


    　布団を強く握りしめる。


    　七な歩ほはほとんど迷わずに、戦うことを選んでみせた。


    　だというのに、自分は、まだ迷っているのだろうか。


    　このままじゃ、駄目だ。


    



    ３


    



    　待合室の黒い長なが椅い子すで待っていると、名前が呼ばれ、個室に通された。


    　小こ綺ぎ麗れいな六畳じようほどの部屋に、長机とパイプ椅子が三脚置いてあった。部屋の後ろに折りたたまれたパイプ椅子がまだいくつかある。相談してくる人数に応じてさらに引っ張ってくるのだろう。自分をこの部屋に案内した事務員はさっさと引っ込んでしまったので、音おと羽わは身の置き所がないまま部屋を見ていたが、すぐに見るものがなくなったので、とりあえず手近なパイプ椅子の一つに腰掛ける。


    　携帯電話を取り出して、時刻を確認した。


    　午後の一二時半、いまごろ学校では昼休みの時間になっているだろう。


    　音羽たち生徒会の面々は生徒会室に集まって食べるのが通例なので、宇う佐さ美みと七歩と小さ夜よ歌かの三人は、いまごろ卓を囲んでいる頃合だろう。自分がいない理由をしきりに訝いぶかっているかもしれない。


    　さきほど七歩からメールが来ていた。『早退したって聞いたけど、あんた大丈夫？』『寮にも見に行ったけどいなかったし、具合悪いの？』としきりにこちらの体調を気遣う内容だったので、罪悪感を覚える。返信しようかとも思ったが、噓うそを書かなければならないことに気が咎とがめて、結局放置したままだった。


    　音羽自身も、いま自分が児童相談所に来ていることが少し信じられない。だいいち陽よう丘きゆうから歩いて五キロも離れていないところにこの建物があること自体、地図情報から検索をかけるまで気付かなかったほどだ。


    　あるいはそれは、音羽がそれまで不幸を味わいつつも人並みに安あん穏のんと生きてこられた証拠かもしれない。だがこれからも目を逸そらしながら生きることだけは、きっとできない。なぜなら、音羽も戦うと決めたから。


    　今日の二時間目終了後の休み時間に、小夜歌が音羽の席を訪れた。


    　昨日家を覗のぞき見していた後ろめたさも手伝って、どんな顔をして会えばよいのかわからなかったが、かといって彼女を拒絶するわけにもいかなった。


    「音おと羽わ姉ねぇ、数学の宿題、やってきたぁ？」


    『小さ夜よ歌かの態度』は、昨日別れた時のまま連続性を保たもっていた。しかし、『小夜歌の体』はそうではない。


    　額ひたいには正方形の絆ばん[image: ]そう膏こうを貼っている。傷を覆おおい切れなかった部分から、じくじくとした打だ撲ぼく傷しよう特有の傷口が覗のぞけていた。髪に付着した血液はぬぐいきれなかったのか、根本部分が少し赤く染まっている。


    　昨日しこたま、まな板に頭を打ちつけられた時の傷に違いない。


    「小夜歌、その傷どうしたの？」


    　小夜歌はなぜか必死に自分に光みつ代よのことを隠し続けていた。彼女の気遣いを無む下げにするわけにもいかず、音羽も表向きは知らぬ存ぜぬで通している。


    　しかし、傷ついた小夜歌を見ながらも、なにも知らない自分を装うというのは、想像以上に精神を磨すり減らすものだった。


    「んとねぇ、階段で転んじゃった」


    　思わず平手で打たれた時、鼓こ膜まくは大丈夫だったのか、と問いかけてしまいそうだった。聞いてしまえば、彼女は目を見張ることだろう。しかし、それは『なにも知らない音羽』の演技から激しく逸いつ脱だつすることになってしまう。


    　音羽はそれ以上小夜歌を直視できなかった。会話を早々に切り上げると、寮に忘れ物を取りに行くと偽いつわって、鞄かばんを摑つかむや学校を飛び出していた。


    　その時、ノックの音が聞こえて、音羽は我われに返る。


    「すみません、仕事が立て込んでいたもので」


    　四〇代後半と思おぼしき背広の男が入ってきて、音羽の対面に腰掛けた。温和そうに垂たれ下がった眉の下の目は細い。おっとりしていて、あまり敏びん腕わんという印象は受けなかった。


    　胸の名札を見ると、瀬せ山やま修しゆう平へいと書かれている。


    　男か──と内心、苦いものを覚える。悪意の色いろ眼鏡めがねを通してみると、途端に目の前の男が、やに下がった笑みで自分を値踏みしているような錯覚に陥おちいる。


    　音羽は首を振って馬鹿な考えを追い払った。これから相談する相手に猜さい疑ぎ心しんを抱いたまま接していても、きっと信用されない。


    　握手を求められたので、内心の怖おぞ気けをひた隠しながら、差し出された手を握った。


    「それで、堂どう坂さか音羽さん、でしたか」


    　外見から予想した通り、やけに耳に残る優しい声だった。続く言葉は音羽の制服を見ながら投げられた。「学生さんみたいだね。それも陽よう丘きゆう女子」


    「はい、今日は相談に来ました」


    「ＤＶドメステイツクバイオレンスについて……と聞いているけど、君が被害にあっている────というわけではなさそうだね」


    「ええ……その、友達なんです」


    　言ってから驚く。なぜ、自分はいま咄とつ嗟さに噓うそをついたのだ。


    　二人が双子であることはすぐにばれてしまう。


    　いや、と思い直す。これでいいんだ、相手が真に信用に足る人物であることがわかったら、本当のことを打ち明けよう。すべてそれからでいい。


    　音おと羽わは、慎重に言葉を選んで話した。自分は小さ夜よ歌かという同級生の友人であり、彼女に相談を受けたこと。瀬せ山やまは何度となく話を遮さえぎって質問を挟んできた。特に音羽がさっさと切り上げたかった小夜歌が暴力にさらされているところは特に念入りに。


    　音羽たちの実父、春かす日が井い晃こう治じと春日井光みつ代よは仮面夫婦だった。


    　晃治の働いている会社内では、『家庭の管理もできない男に重要な仕事を管理させるわけにはいかない』というワンマン社長の傲ごう慢まんな意見がまかり通っていて、離婚した人間は重要なポストに就けないという馬鹿みたいな社訓がまかり通っている。焦った父が急いで見み繕つくろったのが光代だった。


    　光代が結婚を承しよう諾だくした理由だって、父親が赴ふ任にん先から毎月振り込む生活費なのだから、ある意味利害は一致していた。


    　だが、板挟みになる小夜歌のことを何一つ考えていない迷惑千せん万ばんな話だった。


    　忌いま々いましいことに、春日井家の財布の紐ひもはすべて光代が握っているので、買い物に出かけることから光熱費の振り込みまで、小夜歌は入り用の場合、逐ちく次じ光代にお伺うかがいを立てなければいけない。請求代金が先月より高ければ、小夜歌が殴られた。連日に亘わたってあいつが消すのを忘れたテレビについては、言及されることはなかった。


    　冬はどうしても暖房費が計上されるのでガス代が跳ね上がるし、夏は光代がガンガンつけるクーラーのせいで、電気代が跳ね上がる。


    　電気のメーターを見て、小夜歌が泣きそうな顔をして立ち尽くしている姿を見たことがあった。季節の変わり目になると小夜歌が学校で胃痛に苦しむこととも、無関係だとは思えない。


    　朝ご飯と夕ご飯はすべて小夜歌に作らせていた。遅れたり、味が気に入らなかったりしたら、折せつ檻かんが始まる。大たい抵ていはドレッシングが用意されていなかったり、醬しよう油ゆが切れていたりしただけの、くだらない理由だ。腹が立つことがあるから小夜歌に手をあげるのか、小夜歌に手をあげたいから無理矢理欠点を探しているのか、わかったものではなかった。


    　と、そんな内容を一から十まで一気に喋しやべった。誰にも言えなかった鬱うつ屈くつを吐き出すと、心が軽くなるのがわかる。


    　改めて瀬山の反応を窺うかがってみる。多少なり同情を勝ち得ることには成功したらしい、眉をひそめながらも音羽の話に深く頷うなずいている。


    「で、どういう処置を取っていただけるんですか」


    「処置……ですか。勿もち論ろんこちらで協議した上で、重要度に応じて処遇を決めることになります」


    　処遇、という単語がナーバスになっている音おと羽わの喉のどに引っかかった。なんだかひどく無機的に聞こえる言葉だ。


    「……悠ゆう長ちような話ですね。協議の上って……あなたは児童福ふく祉し司しなんですよね？　児童相談所も結局お役所仕事なんですか？」


    「ああいえ、私は相談員をやってるんですよ。まあ児童福祉司の補佐みたいな役割だと思ってくれれば、大方それで間違っていません。それに協議は私が児童福祉司であろうとなかろうと行おこないます」


    「そうですか……」


    「失礼ですがその春かす日が井いさんは今年で一七になるということでしょうか？」


    「……はい」


    　なんの確認だろうと訝いぶかりながらも、音羽は頷くよりほかになかった。


    「怒らないで聞いて欲しいのですが、普通それくらいの年齢になると、反抗期を経へていますし、大なり小なり自分で事態に対して抵抗できる年齢なのですが」


    「小さ夜よ歌かには……いえ彼女には、反抗期と呼べるものがなかったんです。浮気癖ぐせのある父親は、家を空けてることが多かったみたいですし、六年前突然やってきたあいつは、もう反抗とかそういうことを許す存在じゃなかったんです」


    「なるほど。まあ、一説では反抗期が起こるのは、自立を促し、近親相そう姦かんを防ぐためにあると言われていますからね。昔ならいざ知らず、現代では小夜歌さんのようなケースも珍しくはないのかもしれませんね」


    　反抗できる親がいることは、もしかしたら幸せなことなのだろうか。


    「あの、さっきから、なにが仰おつしやりたいんですか？　小夜歌の年齢がなにか？」


    「いや、別になにが言いたいというわけでは──」


    　言いよどむ瀬せ山やまを、音羽は鋭い視線で睨にらみ付けた。


    「──こういうことですか？　家出するか、その勇気がないならあと何年かして自立できるようになるまで待てと？　ふざけないでくださいッ、こっちは一刻の猶ゆう予よだってないんです。あなたにとって沢たく山さんある案件の一つかも知れませんけど、こっちにとっては命いのち懸がけなんです。わたしにはわかります。最近になってあいつの暴力はひどくなっていく一方です。このままじゃ、小夜歌が殺される！　そうなったら、あなた責任を取ってくれるのッ？」


    「落ち着いてください堂どう坂さかさん。私たちもできうる限りの──」


    「そんなマニュアル通りの返答を聞きにここに来たんじゃないわ。回りくどい言い方や説明は省はぶいて、真実だけを教えてッ」


    　悲鳴のような声が喉のどから漏もれる。


    　瀬せ山やまの細く見開かれた双そう眸ぼうの中に、峻しゆん厳げんな色が加わる。音おと羽わに正攻法を使って阿おもねっても、埒らちがあかないと踏んだのだろう。


    「あまりこういうことは、話さないのですが……ではこちらも腹を割って話しましょう。まず、ご本人の虐ぎやく待たいを受けたという訴えがなければ、こぎつけても在宅指導が限界です。仮に本人の協力があったとしても、親しん権けんの剝はく奪だつまで持っていくには、家庭裁判所での調停に円満解決をみなければなりません。どんな審判がくだされるのかに関しては、私は専門家ではありませんのでわかりませんし、そうなれば、当然時間もかかります。こちらの判断だけでできる処置の限界は、光みつ代よさんから小さ夜よ歌かさんを引き離し、児童福祉施設に入所させるまでです」


    「……それは、駄目」


    　そうなれば、当然学校も移ることになる。彼女と一緒でなければ意味がない。エゴだろうとなんだろうと、音羽は小夜歌と一緒に笑い合える未来が欲しい。


    「それに、親権を剝奪したとして、誰か小夜歌さんを引き取っていただく親しん戚せきの方か、養子縁組に取ってくれるような方が必要です。堂どう坂さかさんのご両親は、このことをご存じなのですか？」


    　ご存じもなにも、音羽の母、堂坂三み奈な津つはすでにこの世の人ではない。


    　自然、眼光が鋭くなっていく。


    「……つまり、なにもできないと？」


    「一度、立ち入り調査を行おこなって問題ありと判断しましたら、指導員の方から、光代さんの方に定期的に色々と説いて聞かせます。それで、ひとまずは納得していただけないでしょうか？」


    　瀬山のおためごかしに、音羽の思考が真っ赤に染まる。


    「そんなことであの女の性根が直ると本気で思っているのッ？　父親の振り込んだ生活費を食い潰つぶして生きている分際で、いっぱしに家の当主面づらをして、小夜歌にはびた一いち文もん渡さないのよ。あいつのせいで、どれだけ小夜歌が辛つらい目にあってるか、あなたわかってない。あいつは義理の娘と奴ど隷れいの意味を取り違えているわ。


    　お願い聞いて。ねぇ、今年の修学旅行の集合写真に小夜歌は写ってないのよ。どういうことかあなたにわかる？　あの女が頑として修学旅行のお金を払わなかったからよ。それってどういう気持ちなのか考えたことある？　一生に一度の機会なのによ！


    　あんな親だから、小夜歌はおしゃれも遊びも全部諦あきらめてる。彼女の救いは、かろうじてアイツが容認している携帯電話で、小説を書くことだけなの。


    　あの娘こには空想癖へきがあるわ。最初どうしてあんな夢見心地な感じの性格なのか、わたし全然わからなかった。でも、いまはわかるの。辛つらい現実から逃とう避ひするために、心が無意識に逃げ道を作っているからよ。わたしは……あのクズが許せない。法律さえ許せば、わたしがあの女の頭を叩き割っているわ！」


    　そこまで一息に喋しやべって我われに返る。瀬せ山やまはなんともきまり悪げな微笑を浮かべていた。


    　音おと羽わは気付いてしまった。


    　音羽の膝ひざ詰づめ談だん判ぱんと、瀬山の仕事の間には、埋うめようのない危機への温度差があることに。


    　瀬山は机の上に置いた手を組み合わせて、もう一度微笑を繕つくろってみせた。


    「堂坂さん、我々は敵ではありません。さっきの案で、もう一度考えてはもらえませんかね？」


    　それは、賭かけだった。光みつ代よがそれで大人しくなる可能性も勿もち論ろんある。しかし、いままで何度となく庭先から観察した光代は、自分の中ではもはや怪物のような存在に肥大している。


    　理性では、専門家の手腕を信じたかった。だが、もしまかり間違って、それが光代の怒りに火を注ぐ結果になったら──小さ夜よ歌かは殺される。まな板に頭を叩きつけ、包丁を首筋に当てることをためらわない人間が、怒りくるっても最後の一線だけは守り通すという考え方は、楽観的に過ぎる。


    　それは予感ではなく、確信だった。


    



    　


    　昼の太陽は、冷たく空に輝いていた。


    　相談所には三時間もいなかったはずだが、随ずい分ぶん長い間外に出ていなかったような気がした。


    　七な歩ほに自分は心配ないという内容のメールを出すと、手持ちぶさたになった。


    　まだ女子寮に帰る気にもなれない。気付けば音羽は、いつもの道を歩き始めていた。途中、未練がましく児童相談所を振り返っている自分に気付き、いやになる。


    　瀬山の言っていた言葉が脳のう裏りで何度も反はん芻すうされる。


    　──では、失礼ですがその春かす日が井いさんは今年で一七になるということでしょうか？


    　彼がなにを言いたかったのかは、音羽も理解できる。音羽だって、いままでただ手をこまねいていただけではない。


    　貯金だけならば、現在音羽の口座に五〇〇万円ほど手つかずの状態で存在する。


    　母が死んでしばらくして保険が下りた時、そのまま定期預金にしていたものだ。当時は自分の母親の命の値段が五〇〇万だと突きつけられているようで、嬉うれしいどころか悔しかった。


    　最近、これを自分と小夜歌の逃亡資金にすればどうだろうと考えることがある。


    　しかし頭の中で計算し始めると、一見大金に見える金額も、決して十分なものとは言えないことがわかった。


    　小夜歌の両親が捜そう索さく願ねがいを出すかはよくわからないが、捜すという前提で考えると、逃げた先で大っぴらに本名は使えない。部屋を借りるにも大たい抵てい保証人がいるし、大学に就学しないで働くというのは、学歴社会の昨今においては相当な冒険リスクだ。


    　そう、学歴。いますべてを捨てて逃げ出してしまえば、当然高校も中退という扱いになってしまう。名前を変え、学もないという条件では、仕事を探すのも大変だ。よく誉ほめられる自分の容姿を武器にした職業は、男嫌いの自分には無理だろう。


    　大学入学資格検定、俗に言う大検を受ければ大学にも進学できるだろうが、できることなら履歴書に堂々と母校の名前が書きたかった。


    　音おと羽わは陽よう丘きゆう高校の面々が好きだった。気が利きくしムードメーカーの七な歩ほに、自分を慕したってくれる可愛かわいらしい宇う佐さ美み、他にも吹奏楽部の面々やクラスメイト、ひいては生徒全員が好きだった。


    　生徒会長の音羽と書記の小さ夜よ歌かが消えてしまえば、少なからず学校側も揺れる。同時に、自分を信頼してくれていた生徒は、裏切られた気持ちになるだろう。


    　なにもかも放ほう擲てきして逃げ出すには、堂どう坂さか音羽はあまりにも持ちすぎたのだ。


    　逃げるという手段は、できれば使わずに手札の中に取っておきたかった。最後の選択肢があるというだけで、音羽は心の安あん寧ねいが得られる。勿もち論ろん、いざという時に切れないようでは手札としての意味がないので、この案でも検討はしていた。


    　音羽の手には、上半分がストライプ模様になっている名刺が握られていた。


    　結局瀬せ山やまには、今回の相談は見送ってもらうことにした。実際にはもう少しだけ様子を見るとかなんとか言って無理矢理席を立ったのだが、果たしてもう一度相談に行くことがあるだろうか。


    　立ち止まると、目の前に鬱うつ蒼そうと生い茂る森が広がっていた。月つき森もりの入り口だった。女子寮に戻らないならば、音羽の行動パターンなどたかが知れている。


    　昨日と同じルートを辿たどりながら、隠れ家に向かった。昨日の久々の雨を受けて、森全体が生き生きしているのがわかる。木々の発する清涼な空気を吸い込んでいると、自分はこの森が本当に好きなのだと自覚できた。


    　そんなことを考えながらしばらく歩いていると、音羽たちの隠れ家の煙突のシルエットが見えてきた。


    　鍵かぎで中に入って、いつも通り閉め切ったカーテンを開ける。飼っている動物たち以外、誰も出迎えるものはいなかった。


    　シロが足下にすり寄ってくるのを見て、机の上に積んであるネコ缶を一つ取り、シロにあげる。亀かめの餌えさを適量水すい槽そうに落としてから、最後にキュウカンチョウの『キュー』に餌をやった。


    　動物は利口だ。


    　余計な争いをしない。


    　白の斑はん文もんが浮いた『キュー』の黒翼を撫なでながらそんなことを思った。


    　同種族同士が縄張りやメスを巡って争う時、しばしば敗者は奇妙な行動を取ることがある。イヌだったら仰向けになってお腹を見せ、鳥類だってくちばしを閉じ相手に後頭部を差し出すのだ。


    　それは自分の一番弱い部分を相手にさらす、降伏行動だ。


    　降伏行動を取った敗者に対して、勝者はもうそれ以上の攻撃は加えない。これらの動物は高潔な生き物で、敗者を必要以上にいたぶったりしないのだ。


    　鞄かばんを開けて、中からクッキーを一つつまんで口の中で咀そ嚼しやくする。生徒会と料理研究会をかけ持ちしている小さ夜よ歌かが作ってくれたものだ。ぼそぼそとしていたが、口の中で水分を吸うと細かくばらけて、舌全体に甘味を伝える。しかし、それを味わいながらも、音おと羽わの胸中は苦い思いでいっぱいだった。


    　小夜歌は降伏行動を取っていた。小さく丸まり震えながら、その口で何度となく『ごめんなさい』と唱となえていた。だというのに、あいつはやめようとしないどころか、暴力に酔ってどんどん行為をエスカレートさせていた。


    　あの女は、ここにいる動物以下の存在ではないか。


    　三枚目のクッキーを持った時、不意にその手が震え始める。


    　自分の無力が情けなかった。


    　一体どうすれば小夜歌を救えるのだろうか。


    『サヨカ、オハヨウ』


    　肩がびくりと震えた。驚いて振り返ると、声の主は、泰たい然ぜんと鳥かごの中で構えていた。なんのことはない、キューだ。キュウカンチョウはオウムなどと同じく人語を真ま似ねできる鳥なのだ。


    　暗い方向に思考が持っていかれそうだったので、キューには感謝しなければならない。


    「わたしは小夜歌じゃなくて、オ・ト・ワ。おわかり？」


    　音羽の言葉を聞きながら、キューはその意味を咀嚼しているのか、若じやつ干かんの間があった。


    『サヨカ、オハヨウ』


    　がっくりと肩を落とす。


    「だから、わたしは──」


    　その時、はっと口元を押さえた。


    　キューの言葉が呼び水となり、妙案が閃ひらめく。それは、いままで考えたこともない方法だった。


    　しかし、そんなことが可能なのだろうか。


    　可能かどうかは、試ためしてみるしかない。


    



    　


    「ねぇふーちゃん、音羽姉ねぇどこにいるか、知らないかなぁ？」


    「え、会長？　うーん、今日はまだ見てないのよね。会ったら小夜ちゃんが捜してたよって伝えてあげようか？」


    　冬服の上にもこもこしたカーディガンを羽は織おった宇う佐さ美みは、相変わらず人好きのしそうな笑みを浮かべながら応対した。


    「あ、購買はまだ見に行ってないから、そこかも。もう少し自分で捜してみる。ありがとね、ふーちゃん」


    「ごめんね、力になれなくて」


    「ううん、そんなことないよぉ。じゃ、このあと生徒会室でね」


    　そう言って宇う佐さ美みのいる一組を出ようとする。


    「あ、待って小さ夜よちゃん」


    　心臓が緊張のため暴れ出す。


    「ん、どうしたの？」


    　声がうわずらないように注意しながら振り返る。


    「今度一緒に教会に行かない？」


    「え、教会？　でもわたし、神様とかそういうの信じてるわけじゃ──」


    「違うよ。近くに綺き麗れいなステンドグラスがある教会ができたんだって。見に行こうよ」


    　一瞬どうしたものかと考える。いや、答えは一つしかない。


    「うーん、ごめんねぇ。ちょっとだけいま忙しいから。また今度誘って欲しいなぁ」


    「あ……うん。わかった」


    　今度こそ一組の教室を出て、スライドドアを閉じる。


    　人ひと心ごこ地ちがつくと、大きな溜ため息いきがこぼれた。


    　丸めていた肩をいからせるように立て、背筋をぴんと伸ばす。伏し目がちな目線を上げるだけで、春日井小夜歌は堂坂音羽になった。


    「しかし、まさか本当に上う手まくいくとはね……」


    　あまり嬉うれしいとは思わなかった。小夜歌のフリをしてその友人を欺あざむいているのだから、むしろ後ろめたいという気持ちの方が大きい。


    　少し前、どうしても気になって七な歩ほに聞いたことがあった。なぜ姿形がまったく同じ双子が廊ろう下かを歩いていても、ほとんどの生徒は瞬時に見分けることができるのかと。


    　七歩の答えはこうだった。


    『あんたってさ、自覚してないかもしれないけど、廊下歩く時も背筋を張って肩で風を切りながら、前方だけを見て歩いていくのよね。なんか才気走ったオーラが出てて、見た瞬間〝あ、音おと羽わだ〟ってわかるんだよね。それに対して小夜助は、伏し目がちだし、もじもじした感じがするし、なんか自分に自信なさそうな顔して廊下の隅っこを邪魔にならないように歩いてる感じがするのよね。慣れればほとんど一瞬でわかるもんよ？』


    　才気走っているのか否いなかはわからないが、音羽の姿勢がいいのは、子供の頃二年間だけ日本舞ぶ踊ようを習わされていたからだ。考えてみれば色々なところで母にやらされていた習い事が実を結んでいるものだ。あまり認めたくはないが『習慣は第二の天性』ということなのだろう。


    　もしかしたら母は、このまま自分に帝王学でも仕込むつもりだったのかもしれない。死んでしまっていなければ、そこのところを是非聞いてみたかったものだ。


    　あとは役者の経験も欲しかったが、さすがの習い事マニアの母も、自分に演技を仕込むようなことはなかった。


    　小さ夜よ歌かの真ま似ねは昨日一日鏡の前で練習しただけで付け焼き刃もいいところだったが、なんとか宇う佐さ美みは騙だましおおせたようだ。着想を与えてくれたキューには感謝しなければいけない。


    　──これで練習は終わった。あとは本番に備えよう。


    　時刻を確認して、少し慌あわてた。早くしないと昼休みが終わってしまう。他の三人はもうとっくに生徒会室に揃っていることだろう。


    　その時、不意に携帯電話が震える。憶えのない番号からだった。


    　電話を取ると、声は落ち着いた女性のものだった。病院からということだったが、まるで心当たりがない。


    「え？　すみません、もう一回言ってもらっていいですか？」


    　携帯電話を持つ手に力がこもった。


    『本日、朝あさ木ぎ龍りよう馬ま様が自宅から当病院に搬はん送そうされました。朝木様は親類の方がおられないようですので、あなたに付き添いをお願いしたいそうです。つきましては──』


    



    ４


    



    　病院に行く前に、龍馬の家に寄って、文ふ机づくえの中の保険証と、タンスから下着などの替えを持って走り出した。


    　バスを乗り継ぐと、月つき森もり市の端にある個人病院に辿たどり着いた。橋はし本もと病院という名前で、そこそこの大きさだが、建物が古いのか壁が少し黒ずんでいる。乗り捨てられた錆さびだらけの自転車が紐ひもで連結され、業者の回収を待つがままに放置されていた。


    　エントランスと呼ぶのもおこがましい狭い受け付けで来意を告げると、三〇八号室だと言われた。エレベーターに乗って三階に向かう。気付くとエレベーターの中で小さく手を組んで祈りを捧げている自分に気付いた。


    　正面に進んで左に曲がったところに三〇八号を見つける。


    　中に入ると、六人部屋の中央左手に、龍馬の姿が見えた。薄い水色の病院着に袖そでを通しており、顔色は一昨日見た時よりも白くこけている感じがしたが、そこまで病的な感じはしない。


    　音羽はほっと胸をなで下ろした。


    　龍馬はこちらの姿を認めると、途端にきまりの悪そうな顔をする。


    「なんだ来たのかよ」


    「当たり前よ。倒れたって聞いて心配したのよ」


    　年齢不相応の頑健な肉体を持った龍馬老人は、恥ずかしそうに頭を搔かいた。いつも作さ務む衣え姿なので、病院着にも不思議と違和感を覚えない。


    「すまねぇな、おめぇに頼んじまって。この時間にここにいるってことは、学校を早引けしてきたんだろ」


    「そんなこと気にしないでいいわ。じいちゃんは天てん涯がい孤独でしょ。わたしでよければいつでも使ってよ。じいちゃんには世話になりっぱなしだしさ」


    「馬鹿言うな。今回だけだ。おまえの世話になるほどオレは耄もう碌ろくしてねぇ」


    　音おと羽わは苦笑する。


    「で、病状的にはたいしたことないって看護師さん言ってたけど、結局なんで運び込まれたの？」


    「ふん、まあ、ごらんの通りぎっくり腰だ。笑いたければ笑え。オレも、まさかこんなくだらない理由で運び込まれるとは思わなかったよ」


    　自じ虐ぎやく的にそう呟つぶやくと、少しだけ肩を落とす。


    「なに柄にもなく落ち込んでるのよ。わたしに言わせればまだまだ若いわ」


    　龍りよう馬まは無理に笑おうとして、不格好な顔の引きつりを見せた。なぜか、音羽と目を合わせようとしないのだ。


    「ん？　どうかしたの？　じいちゃん？」


    　すると突然音羽に向かって頭を下げる。


    「音羽──すまん」


    「え……？」


    　なんのことを言われているのかわからなかった。


    　いきなりのことなのでろくなリアクションが取れない。


    　とりあえず頭を上げてくれと言ったが、しかし彼はいっかなそれを聞き入れない。


    「小さ夜よ歌かちゃんのことお前が見るんだ。オレは、しばらく動けん」


    　全身の体温が、すっと下がるのがわかった。


    「それ……どういうこと」


    「しばらくオレはうちに戻れない。ぎっくり腰だけじゃなくて、体中色々ガタがきてて、検査をするためにしばらく入院しなけりゃならんそうだ。なるべく早く帰るつもりだが、どんなに早くても一週間は必要だと言われたよ。その間あの女が小夜歌ちゃんになにかしたとしても、止めることができねぇんだ」


    　そうだ、どうしてこのことに頭が回らなかったのだろうか。


    　小夜歌が光みつ代よに攻撃を加えられつつも、まだ刃にん傷じよう沙ざ汰たにまで発展していないのは、ひとえに龍馬老人がいつも割って入ってくれているからではないか。


    　それが今夜からないのだ。必然小夜歌は丸裸で光代の前に投げ出されたことになる。今日から光代の暴力行為がどこまでエスカレートするか、音羽には想像もつかなかった。


    　全身を悪お寒かんが貫つらぬいていた。


    　だが、頭を下げる龍りよう馬ま老人を悔しげに見下ろしながらも、音おと羽わは彼に何一つ言えなかった。


    　いままで一方的に彼の善意に甘えておいて、その加護が受けられなくなったからといって彼を責めるのはお門かど違ちがいだ。むしろいままでよくやってくれていたものだ。


    　龍馬に罪があるというのなら、いままで決定的な対策を打たなかった自分も同罪だ。


    　だが音羽がなだめてもすかしても、龍馬はしばらく顔を上げようとしなかった。


    　病院を出てからも、音羽の心が晴れることはなかった。


    　もう龍馬老人には頼れない。改めてそう認識すると、寄よる辺べない思いに駆られる。


    　音羽は病院の向こう、春かす日が井い家けのある方角を見ていた。


    　あの光みつ代よに対して、わずかなりとも妥だ協きようするわけにはいかない。


    　たとえ自分一人になったとしても。


    



    　


    　小さ夜よ歌かは基本的に、絶対に学校から家に直帰することはない。生徒会に出席するか、料理研究会に顔を出すか、でなければ隠れ家に寄って、小説を書いたりして音羽とともに時間を過ごす。


    　それに対して、光代の行動パターンは単調極まるものだった。ひねもす家でテレビをつけながら寝ているか、たまにふらっとどこかに出かけるかのいずれかだった。


    　生活パターンがまるで違うので、家の中でもそう頻ひん繁ぱんに顔を突き合わせているわけではない。


    　だが、音羽の危き惧ぐしていた通り、狡こう猾かつな光代は再び活動を開始した。そのタイミングの良さは、まるで龍馬が入院するのを知っていて、虎こ視し眈たん々たんと待ちかまえていたかのようだった。


    　その夜、光代は食卓に腰掛けて、小夜歌が作った食事を、我が物顔でむさぼっていた。対面に座らされた小夜歌は、辛つらい尋じん問もんを受けているような、苦しげな表情をしていた。


    　光代は感謝の念一つ示そうともしなかった。小夜歌は、その脇で、お預けを食ったイヌのように項うな垂だれながら、箸はしにすら手を伸ばそうとしない。まるで葬式のような沈んだ空気。


    　これが春日井家の食事風景だった。あいつが食い終わるまで、小夜歌は食事に手をつけてはいけないという冗談みたいな家か訓くんがまかり通っている。


    　食事だけ作ってさっさと二階に避難してしまえばどうということはないが、作っている最中匂いに誘われて光代が起き出したりすると、作り逃げするわけにもいかない。そそくさと退避しようとする様子が気に入らないのか、必ず光代に呼び止められて難なん癖くせをつけられるからだった。


    　小夜歌は肩を竦すくめながら、光代のカミナリが飛んでこないのを祈るようにして、床を見つめていた。あいつの好き嫌いや、その日の気分によっては、いきなり殴り倒される可能性が常につきまとっているのだ。気が気ではないだろう。


    　これほどまでに重苦しい空気の中で行おこなわれる食事を、音おと羽わは見たことがなかった。


    　トンカツと付属の唐から揚あげを完食して、光みつ代よが席を立ちかける。小さ夜よ歌かの肩から目に見えて力が抜けるのがわかった。だが唐とう突とつに、光代は紫色の発はつ疹しんごと、頰ほおを吊り上がらせながら、好戦的な笑みを浮かべた。洒落しやれ気のないぱさついた肌は、肌荒れで醜みにくくひび割れている。


    「そういやさぁ小夜歌。あのジジイに邪魔された、この前の躾しつけが、まだ終わってなかったよね？」


    　小夜歌の体がびくりと跳はね、顔色が蒼白になる。


    　ぞっとするような恫どう喝かつのこもった光代の声に、声も上げられず、小夜歌は唇を引き結び全身を強張らせた。


    　光代は台所まで行くと、ガスコンロのつまみを捻ひねる。と、高温の炎が噴き出す。


    　いやがる小夜歌の髪をひっつかんで立ち上がると、音羽も怖おぞ気けをふるうほどの凶相を浮かべた。


    「ちょっとこっちに来な！　誰がこの家の主人か教えてやるよ」


    「いや、やめてぇッ」


    　小夜歌は引きずられながらも、足を突っ張り手を振りほどこうと必死で抵抗する。予想外の抵抗にあい面倒だと思ったのか、光代はその場で小夜歌を引き倒すと、力一杯足を振りかぶって蹴り飛ばした。


    　小夜歌の体が半分浮き、頭から食器棚に激突する。小夜歌は激痛に体をくの字にして、悲鳴すらも出てこない。


    「このアマ！　あたしがいつッ、あんたにッ、暴力をッ、働いたってのよ。これは躾だろッ？　あン？」


    　光代は小夜歌のスカートを剝はぎ取る。


    「その格好で男でも誘ってきたらどうだよ？　そいつの家に住んで、もう帰ってくんな。このクソガキが！　目め障ざわりなのよ。そうか、あのじいさんもあんたがたらし込んだんだろ？　え？　言ってみなよ」


    　足で踏みつけながら、小夜歌が食べるはずの食事を、小夜歌にぶちまける。食器の割れる騒々しい音が辺りに響き渡った。


    　小夜歌は、早く嵐が去ってくれと祈るように頭を抱え、暴力の嵐に耐えていた。


    　──音羽は庭先から、その凶行をすべて監視していた。


    　もう迷っている暇ひまなどなかった。


    　音羽は携帯電話を取り出すと、記憶の中の電話番号を押して、耳に当てる。


    　コール音が数回。その後電話が繫つながった。


    『はい、春かす日が井いですが』


    　音羽は身を固くする。


    「お父さんだよね！」


    『ん……？　ああその声は小さ夜よ歌かか。なんだ久しぶりだな。非通知だったから誰かと思ったよ』


    「あ、非通知設定解除するの忘れてたんだ。そんなことより、いま大丈夫？」


    『いや、そんなことはないさ。久しぶりに声が聞けて嬉うれしいよ』


    　初めて聞く、実の父親、春かす日が井い晃こう治じの声だった。


    　これが、宇う佐さ美みを欺あざむいてまで成功させなければならなかった、音おと羽わの頼みの綱だった。


    　電話番号は、小夜歌の携帯電話に登録されているものを盗み見て憶えた。小夜歌を装って電話をかける手前、こちらの携帯電話は非通知設定にするより外ほかになかった。


    　小夜歌は、父親に迷惑をかけまいと一人で抱え込んでいる。


    　ならば、どうすればいいのか。


    　音羽がやるしかない。本人が一歩踏み出すことを恐れるならば、音羽が代わりに最初の一歩を引き受けよう。春日井小夜歌は、なりふり構わずに他人に助けを求めなければならないのだ。


    『で、どうしたんだこんな夜よ更ふけに？』


    「お願いがあるのッ、お父さん。あの女を、家から追い出して。わたしもう耐えられないよぉ」


    『あの女って光みつ代よさんか？』


    　──光代『さん』か……。


    　父の声には、気き後おくれのようなものが感じ取れた。音羽には、これが父と小夜歌の距離なのだとわかった。しかし、この距離を縮めるために、音羽が代わりに告発するのだ。ここで空気を読んで良い子ぶることだけは、できない相談だった。


    「そうだよぉ。わたし、このままじゃあの女に殺されちゃう」


    『いやしかし……一体なにをされたんだ。落ち着いて話してみなさい』


    　晃治の口調には、明らかにこちらを労いたわるニュアンスが感じ取れた。


    　いける、と音羽は確信する。この現状を残らず晃治にぶちまけてやろう。そうすれば、父親は必ずあいつを家から排除してくれる。


    　音羽は勢い込んで、喋しやべろうとした。その時、


    『──ねぇ、誰と電話してるの？　あなた』


    　突然、まったく聞いたことのない声があちらの通話に紛まぎれ込んだ。


    『いまは話し中だ。あっちに行っていろ』


    『はいはい。なによもう亭主面づらするの？　まださすがに早いんじゃない』


    　薄く笑う声。明らかに、若い女の声だった。


    「いまの……誰？」


    　一瞬、冷え切った間があった。


    『婚約者だよ。来月に父さんは結婚する』


    　なにを言っているのか、理解を脳が拒こばんだ。


    「冗談……だよね、ハハ。重婚は法律で禁止されてるんだよ？」


    　笑ったつもりだったが、まるで上う手まくいかなかった。


    『……お前こそなにを言ってるんだ。オレたちはもう夫婦ではない。離婚したんだ。おい、しっかりしてくれ。たった半月前の話だぞ』


    　奈落に突き落とされたような悪お寒かんが全身を走り抜けた。


    　──そんなこと小さ夜よ歌かは一言もッ！


    　音おと羽わははっと我われに返る。


    「どうして！」


    『なにがだ』


    「どうしてわたしを引き取ってくれなかったの？」


    『光みつ代よさんがお前の面倒を是非見たいと言ったから、オレも渋々譲ったんだ。あの人は本当にお前のことを考えてくれている。立派だよ、ためらいもなく血の繫つながりのない子供を引き取りたいなんて、お父さんにはとても言えない』


    　それは違う。あいつが欲しいのは、小夜歌の養育費だけだ。


    　と、なにかに気付いたのか、晃こう治じの声が幾分トーンダウンした。


    「……そうか、わかったぞ。なあ小夜歌、オレを困らせたくてお前がそうやって反抗するのは構わん。しかし光代さんは本当にしっかりした女性だ。彼女を困らせたくて、そうやって悪口を言うのは感心せんな』


    　あれほどまじめに対応していてくれた父親の声が、驚くほど冷え切っていくのがわかった。


    「違うの！　本当に──」


    『──ああ、わかったわかった。じゃあ来月は口座にいつもより多めに金を振り込んでおくよ。それで好きな物を買いなさい。もういいだろ？　な？　切るぞ』


    「違うわ。そういう問題じゃないの。お願い信じて！　わたしはッ────」


    　気付くと、通話は切れていた。


    　音羽は祈るように両手で携帯電話を握りしめた。


    「……たすけてぇ…………ッ」


    　絞り出すような声でそう叫ぶ。


    　だが、通話が途絶した寒々しい音だけが、音羽に父娘おやこの断絶をまざまざと思い知らせていた。


    　鼻の奥がツンとした。生まれて初めての実父との会話が、これか。


    　生前の母はことあるごとに父の悪口を言っていた。だが、母がいくら父を悪あし様ざまに言おうが、音羽は心のどこかで期待していた。半分以上は母の妄もう想そうで、言うほど父は悪い人間ではないのではないか。離婚したのだって、なにかやむにやまれぬ事情があったのではないかと。


    　なんて、儚はかない希望だったのだろう。


    　父親は、こうやって女を次々に乗り換えていく最低の男なのだ。見かけの優しさなんかには騙だまされない。小さ夜よ歌かまで──実の娘までとかげの尻尾しつぽ切りのように捨てていって。


    　音おと羽わは、歯は嚙がみする。


    「ああああああぁぁぁぁ！」


    　突とつ如じよ耳を塞ふさぎたくなるような悲痛な叫び声が聞こえ、音羽は弾はじかれたように視線を戻した。


    　見れば家の中では小夜歌が床でのたうち、その全身からしゅうしゅうと湯気を立ち上らせていた。彼女の皮ひ膚ふは赤く腫はれ上がり、すすり泣く声が漏もれ、体はびくびくと小さく痙けい攣れんしている。両手で覆おおっている顔から表情は窺うかがえない。


    　一瞬なにが起こっているのか、わからなかった。だがすぐに疑問は氷解した。光みつ代よの手には、湯気を吐き出すステンレス製のヤカンが握られている。


    　光代はさも面白い見せ物を見たように、小夜歌を足あし蹴げにしながら馬鹿みたいに笑い転げていた。


    　自分の腕が、足が、全身が──怒りに震えているのがわかった。


    　同じ人間の所行だとは、思えない。


    　あれは、本当に人間なのだろうか。人間に似たなにかではないだろうか。普通の人間に、あんな残ざん虐ぎやくなことができるとは、信じたくなかった。


    　音羽は昏くらい瞳で、春かす日が井い家けの居間を眺め続けた。


    　これから自分はどうすればいい？

  


  [image: ]


  
    　龍りよう馬ま老人も警察も児童相談所も父も、誰もあてにできない。


    　音おと羽わは黙って首を振った。


    　いや、誰かに頼ろうと思ったのが、そもそもの間違いだったのかもしれない。


    　人じん事じを尽くして天命を待つ、なんて元々性に合わなかったのだ。


    　自分自身で、あいつをなんとかしなきゃ。


    



    　その翌日と翌々日、小さ夜よ歌かは学校を休んだ。


    　学校には風か邪ぜだと連絡をしていたが、真相を知っているのは当事者たちと音羽だけだった。


    



    ５


    



    　週明けになって小夜歌が登校してきたらしいと、あとになって聞いた。風邪気味で、体育の授業は見学に徹していたらしい。


    　だが、本当は風邪ではないことは知っている。火傷やけどのダメージがまだ残っているからかもしれない。熱湯を浴びたのもそんなに長い時間ではなかったので、さすがに火傷の程度も一番軽いものであるはずだ。痕あとも残っていないと信じたい。おそらく、体育を休んだのは多分に精神的な要因によるものだろう。


    　ともあれ、前日にメールで次の日は出てこられそうと聞いていたので、手はず通り、代わりに今度は音羽が学校を休んだ。正直二日間彼女と会えなかったので、たまらなく会いたかったが、そこは我慢するしかない。


    　音羽は目の前にそびえる家を眺めた。二階建ての切きり妻づま屋や根ね。周りの住宅よりもかなり背が高い。いつも夜や陰いんに乗じて近づくにとどめて、明るい時間はなるべく避けていた春かす日が井い家けの門前である。


    　日の下で改めて見ると、雨風の影響なのか家全体がくたびれているのがわかった。


    　周囲に目をやると、背の低い生け垣の間を渡されている矯きよう正せい用の縄なわは、ぼろぼろに擦すり切れており、庭にしても人工芝の隙すき間まから雑草が伸び放題だった。屋根の上に風かざ見み鶏どりが載っているのにも、初めて気付いた。しかし鶏の胴体部から二つに折れており、かろうじて繫つながっている部分を境に風に揺れている。デフォルメされた鶏のイラストは、ゲタゲタと気味の悪い笑顔を振りまきながら、音羽を見下ろしていた。


    　夜見るよりも胡乱うろんな雰ふん囲い気きだ。


    　小夜歌から聞くにこの家自体が何回か売りに出されオーナーが替わっているらしく、築三五年という年季の入りようだとか。その古くささは周りの新興住宅とは一線を画していた。


    　表札には墨ぼつ痕こん鮮やかに『春日井晃こう治じ』とある。


    　音羽はシニカルに頰ほおを歪ゆがめた。この家の家や主ぬしは、もう帰ってくることはない。女ができたから、家ごと捨てて出て行ったのだ。


    　音おと羽わが二日悩んで出た答えが、直接対決だった。こうなったら、あの女に直接これ以上の危害を加えないように言って聞かせるしかない。


    　勿もち論ろん直接と言っても、音羽は小さ夜よ歌かのフリをして家の中に入ることになる。だから本人にはこの時間学校に通ってもらわなければ困るのだ。光みつ代よには、体調が悪くなったから帰ってきたとでも言い訳しておけばいい。


    　当然光代に楯たて突けば暴行を加えられる可能性は高い。だが、小夜歌が虐ぎやく待たいされるのを庭先でただ見ているよりは、自分が矢や面おもてに立って戦えるだけずっとマシだ。


    　一応は護身具として痴漢撃退用の目に吹きつけるタイプの小型スプレーを携帯している。音羽の周りで簡単に集められそうなものといえばこれくらいだった。


    　あと思い浮かぶのは七な歩ほの持っている木刀と、寮の食堂にある包丁くらいだったが、木刀は隠いん匿とく性がないし、包丁は攻撃力が過剰に過ぎる。なにもあの女を殺しに来たわけではないのだ。


    　いや、本当にそうなのだろうか。あの女が逆上して襲いかかってきたところを返り討ちにすれば、正当防衛が認められるのではないか。


    　──駄目だ。


    　手持ちで奴を殺せる道具がない。それに音羽が警察に連行されれば、小夜歌の実の姉だということもバレるし、そうなると、なんで春かす日が井い家けにいたのか説明が難しい。


    　たとえ春日井家の台所にある包丁を使い、本当に正当防衛で殺したとしても、家庭裁判所は『包丁を忍ばせて、正当防衛を装って光代を殺すために現れた』という理解しやすい結論に流れていくだろう。


    　龍りよう馬ま老人が、光代に対して怨えん恨こんがあったという証言をすれば検挙されかねない。


    　そこでまた光代を殺害できないか考えている自分に気付き、絶句した。


    　自分はいつからこんな危険極まりない考え方をするようになったのだろう。


    　とにかく虎こ穴けつに入らずんば、である。ここまで来たんだ、今いま更さら中止なんてできない。


    　作っておいた春日井家の合い鍵かぎを鍵穴に差し込む。


    　と、この家に入るなという、本能の警告が脳のう裏りを駆け抜ける。


    　指の股またにじっとりと汗を搔かいていることに気付き、擦こすり合わせた。春日井小夜歌は早退して自宅に帰ってきたのだ。自宅の前で立ち往生していたらそれこそおかしいに違いない。


    　音羽は鍵を開け、ゆっくりと中に入った。途端にかびくさく沈滞した空気が鼻についた。どこの家に入っても、その家特有のにおいというものは存在するが、春日井家のものは、どこか生理的嫌悪感を覚えるものだった。よく小夜歌は耐えられるものである。


    　左右を囲む靴箱の上にキジの剝はく製せいが羽を広げ、音羽を凝ぎよう視ししていた。


    　音羽は息を呑む。


    　玄関口に、特に異状はない。そこで家の中が妙に静かであることに気付いた。四六時中つけっぱなしになっているテレビの大音量が聞こえない。


    　音おと羽わは訝いぶかりながら靴くつを脱いで家の中に入る。ざらざらした木目調のフローリングを進み、すぐ左に曲がり居間へ入る。ダイニングキッチンと一ひと繫つながりになった部屋は、散らかり放題だった。片付ける端から散らかしていく人間がいるからだ。


    　居間はいつも庭先から見て内装は知っていたが、足を踏み入れるのは初めてだった。音羽はレースのカーテンの向こうにある庭先を眺める。いつもあの庭木の陰から、この家で起きる凶行を為なす術すべもなく見せつけられていたのだ。


    　ここにいま自分が立っているのが不思議だった。観客だと思ったら、いつの間にか舞台に上げられていたような、そんな狐きつねにつままれたような気分。


    　首を巡らせて、部屋の隅を見ると、三二型のテレビは消えていた。光みつ代よはどこだろうか。ここでなければ思い当たるのはいつも巣食っている寝室くらいだ。


    　鼓こ動どうが速くなっているのがわかる。


    　祈るような思いで、居間から通じる夫婦の寝室を覗のぞき込んだ。途端にむせ返るほどの酒のにおいが飛び込んでくる。乱れに乱れたベッドは強盗でも押し入ったような惨状だった。


    　食べかすなのかフケなのか、ベッドの上に大量に飛散したものは汚く、冬にもかかわらず、ハエが大量に湧いている。室内が暖かいので温おん床しようになっているのかもしれない。


    　この部屋だけハエ取りリボンが五本も吊り下がっており、そこにはおびただしい数のハエの死し骸がいが吊り下げられていた。遮しや光こうカーテンで閉め切った暗い室内と相まって、遠目から眺めているだけで胸が悪くなりそうだった。


    　しかし──


    　──いない。光代はこの部屋にもいなかった。


    　ほっとして溜めていた息を吐き出した。どうやら、奴はどこかに出かけているらしい。


    　と、安心している自分に欺ぎ瞞まんを覚えた。そもそも、自分は光代と対決するためにここを訪れたはずだ、いなくて安心するというのもおかしな話だった。


    　こうなれば、帰ってくるまで待つしかない。


    　しかしただ待っているというのもなにか違うような気がした。


    　折せつ角かく家の中に誰もいないのだ、捜そう索さくを続行しよう──考えはほぼ一瞬でまとまっていた。自分にはこの家のひどい有様を目に焼きつけておく必要があるし、ひょっとしたらあいつの弱みになるようなものがなにか見つかるかもしれない。面つらの皮の厚いあいつに恥じ入る心があるのかどうかは疑問だったが。


    　自分を叱しつ咤たして携帯のバックライトをつけると一歩、恐る恐る夫婦の寝室に踏み入れる。


    　魚を煮込んだ食べ残しにたかったハエが一いつ斉せいに飛び立つ。


    　ベッドには、近づきたくなかった。いないのは頭ではわかっていたが、膨ふくらんだ毛布の中に光代が潜ひそんでいるような妄もう想そうに囚とらわれると、際限なくそれが脳のう裏りで膨ふくらんでいく。


    　ダブルベッドを気持ち迂う回かいするように部屋の中を回っていく。ベッドサイドのゴミ箱は口いっぱいまで酒のつまみの袋が捨てられ、溢あふれたゴミが周りを汚している。


    　今度はベッド対面の鏡台の引き出しを開けていく。


    　左と真ん中は、使うあてもない毛染めやリップ、各種香水や化粧道具が入っている。色気などとは縁もゆかりもないと思っていたが、意外にも道具にはブランド物が多い。


    　しかもどれも封すら切られていないことに気付く。そういえば、龍りよう馬ま老人はこの家に借金取りだかが来ていたと話していなかっただろうか。


    　大量の未使用品のブランド物と借金取りという二つは、意外なほどすんなりと一つの解に結びつく。彼女は買い物依存症なのかもしれない。救いようがないなと思う。


    　最後に父が使っていたと思おぼしき楢なら材ざいの文ふ机づくえの前に立つ。現在は光代の私物に浸食されて見る影もない。


    　その中で、ひときわ目立つ文ふ箱ばこがあった。漆うるし塗ぬりでオートクリーフの彫刻がなされた瀟しよう洒しやな鍵かぎ付きの逸いつ品ぴん。が、肝心の鍵がかかっていない。


    　開けてみると、こちらは書類の束が入っている。


    　一瞬時刻を気にしてから、まだ大丈夫と自分に言い聞かせて書類の前に腰を据すえた。


    　借金の督とく促そく状じようでも入っているのかと思ったが、ドンピシャだった。文箱には金の支出に関するレシートの束や督促状、収入に関するなにかの紙のコピーが混在していた。少し覗のぞいただけで、明らかに収支の釣り合いがとれていないことがわかった。父の仕送りだけではまるで足りていないようだ。まあ、だからこそ消費者金融に手を出したのだろうが。


    　少ない収入の項に、三つ折りにたたまれた紙が、後生大事に入っているのに目を留めた。


    　なぜだか、名状しがたい悪お寒かんが走った。


    　若じやつ干かんためらってから、手を伸ばす。


    　目を凝こらすと、細かい文字で免責事項と書かれた約やつ款かんが連ねられている。


    　なんの書類かわかるや、音おと羽わは目を見張る。


    　生命保険の契けい約やく書しよの写しだ。


    　手書きの日付から契約日は去年辺りだとわかる。死亡時に満額が下りれば二五〇〇万もの大金が転がり込む仕組みになっているらしい。


    　なぜ、光みつ代よはこんな契約書を作ったのか。そもそも、二五〇〇万円もの契約なら、月々の掛け金も決して馬鹿にならないはずだ。なのに、どうして。


    　この先を見るのが怖かった。だが目だけは別の生き物のように契約書を端から端まで読んでいく。そしてついに、その記述を目にしてしまった。忌いまわしい光代の手書き文字で、被保険者の名に『春かす日が井い小さ夜よ歌か』とあるのを見つけ、音羽は契約書を取り落とした。


    『あの人は本当にお前のことを考えてくれている。立派だよ、ためらいもなく血の繫つながりのない子供を引き取りたいなんて、お父さんにはとても言えない』


    　ハエ取りリボンにかかったハエが、断末魔のみじろぎをして──動かなくなった。


    



    　


    　初めて入った小さ夜よ歌かの部屋の第一印象は、『清せい貧ひん』だった。小こ綺ぎ麗れいに片づけられた空間に机や本棚などが無駄なく配置されている。あまり小物を集める趣味がないのは、音おと羽わと同じだった。


    　こざっぱりした空間の中に、八インチの小型テレビと音羽があげたゲーム機があるのには、苦笑した。ゲーム機は七な歩ほが上位機種を買った際不用になった物を音羽がもらい受け、さらにそれを本人了解のもと小夜歌に譲ったものだ。どうやら大事に使っているようである。


    「ここが、小夜歌の部屋……」


    　きちんと小夜歌に案内してもらって入っていたならば、感動すらしたかもしれない。


    　すでに一階はあらかた調べ尽くしていた。あの部屋の他には、特にめぼしい物は見つかっていない。いや、あったかもしれないが、心ここにあらずの体ていだったので、見落としがなかったとは言えない状況だった。


    　二階で特筆すべきものは、この部屋の他にはロフト階があった。


    　ロフト階とは、一言で言うならば屋根裏部屋のことだ。二階からさらに階段を使い、高さ的には、三階建てというより、二・五階というべきか。さきほど外からこの家を見たとき、妙に背丈が高いのが不思議だったが、こういう構造になっていたかららしい。


    　だが現在のロフト階は物置代わりになっているようで、衣ころも替がえ用の衣類やらオモチャ、使えなくなった電化製品で埋め尽くされていた。


    　ロフト階を探索中、一つ肝きもを冷やす出来事があった。


    　この建物は一階からロフト階までが吹き抜け構造になっていて、どの階からでも居間を眼下に眺めることができる。


    　そのロフト階の落下防止用の手すりの近辺が腐くさっていて、音羽が身を預けた瞬間崩れかけたのだ。あわや体勢を立て直し事なきを得たが、ともすれば一階の地面に叩きつけられるところだった。手すりから下を覗のぞき込んでぞっとする。ここから落ちれば、一階の硬いフローリングに激突してしまう。意外と階段の段差がきつかったのは身を以もつて味わっていたが、優に六メートルはあるだろう。


    　触ってみると年季の入った木材はぼそぼそとささくれ立っており、少し力を入れると醜みにくい断面をさらして木き屑くずをばらまいたのだ。危ないなんてもんじゃない。


    　音羽は溜ため息いきをつく。


    　あの契けい約やく書しよのことが片時も頭から離れなかった。明らかに小夜歌にかけられた生命保険金は大き過ぎる金額だった。それが支出ではなく、収入の項に割り振られていた理由はすなわち──


    　その時、下の階で扉が開け閉めされる音が聞こえてき、咄とつ嗟さに身を固くする。


    　あいつが帰ってきたんだ。


    　心構えができていないうちに、奴との対決に臨のぞまねばならない状況に追い込まれ、心臓が早鐘のように打ち始める。


    　奴は迷わず二階に上がってきた。自分が帰ってきていることに気付いているのだろうか。


    「音おと羽わ姉ねぇッ」


    「え、小さ夜よ歌か……」


    　階段を上ってきたのは光みつ代よではなく小夜歌だった。


    「音羽姉ぇどうしてここにいるの」


    「小夜歌こそ」


    　時刻を確認する。まだ二時間目が終わるか否いなかの時間だった。本来ならば学校で英語の授業を受けているはずだ。


    「わたしはまだ本調子じゃなかったから早退してきたの。……音羽姉ぇは？」


    　音羽は返答に窮きゆうする。


    「わたしは……急に小夜歌に会いたくなって」


    「噓うそだよ、音羽姉ぇ、ここでなにしてたの？」


    　音羽は小夜歌の目を見ていることができずに、顔を逸そらす。


    「……光代さんには、会った？」


    「会ってないわ。いないみたい」


    「そう……ならいいんだ。でも光代さんが帰ってこない内にお願いだから寮に帰って」


    「小夜歌……でもそれじゃあ──」


    　なおも言い募ろうとする音羽に、思いがけず強い調子で小夜歌が反はん駁ばくする。


    「お願い、音羽姉ぇ。お願いだからここにいないでッ、ここにいると音羽姉ぇが危ないの。だからお願い！」


    　泣きそうな顔で懇こん願がんする小夜歌を見ながら、音羽は遅おそ蒔まきながら理解した。


    　自分は彼女を救うために東とう奔ほん西せい走そうしていたと思っていた。だが実際は光代の暴力が音羽に飛び火しないように、小夜歌が体を張って自分の存在をひた隠しにしてくれていたのだ。


    　ふらつく足取りで音羽が寮に帰ると、当然寮はがらんとしていた。


    　音羽は部屋に閉じこもり、勉強机に突っ伏す。


    　一体どうすればあの女を排除できるというのだ。


    



    　


    　ハナ寮母が扉をノックする音で、音羽は随ずい分ぶんと時間が経っていることに気付いた。


    「堂どう坂さかさん、下の階に電話。保留にしてあるから来てね」


    　扉の前で言うことだけ言うと、スリッパを鳴らしながらさっさと下の階に降りていってしまう。


    　外はもう日が傾きかけていた。同居人はどこをほっつき歩いているのかまだ帰ってきていない。難儀しながらも起き上がると、扉を開けて下の階に降りる。


    　しかし誰だろうか、親しい人間はすべて音おと羽わの携帯電話に連絡を入れてくる。


    　沓くつ脱ぬぎの横手にある真っ白なＦＡＸ付き電話の受話器を取る。


    「もしもし、お電話代わりました」


    　無音。最初待たせすぎて電話が切れたものと早はや合が点てんしそうになった。


    　しかし違う。相手の側からは小さい呼吸音のようなものが断続的に聞こえてきている。


    「あの、もしもし、どちら様ですか？」


    　気持ち、語気に険が混じる。だがまたしても無音。いや、相手は忍び笑いのような声を漏もらして寄越した。いやな気分になったので受話器を叩きつけてやろうとしたその時、


    『ほんとに声まで同じなんだね、気色悪いねまったく』


    　顔に冷水を浴びせかけられたような気持ちだった。


    　なにかの聞き間違いではないかと思った。


    　だがこの陰気でうっそりとした声。間違えようがない。何度となく聞き覚えがある。


    　音羽は受話器をきつく握りしめた。


    「……あなた、春かす日が井い光みつ代よさんね」
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    　無言。だが確信した。音おと羽わの体に緊張が走る。


    「どうしてここが──」


    　期せずして音羽の思考と言葉が重なった。


    『いまから中央公園まで来な。三〇分以内だ。そこで話そうじゃないの』


    　それだけ言うと、ふつりと電話は切れた。


    　音羽はしばらくその場に立ち尽くしていた。


    　悪い夢でも見ているようだった。一体どうやって、それ以前に光みつ代よはあれだけひた隠しにしてきた双子の存在に気付いているようだった。


    　はたと思い至り、急いで小さ夜よ歌かに電話をかける。だが、電源が入っていないのか、繫つながらない。


    　音羽はしばらくこめかみを押さえ、波は濤とうのように押し寄せる混乱を飲み込むので精一杯だった。


    　しばらく考えてから、とにかく行ってみるしかないという結論に至る。猛烈な勢いで部屋に戻り上着を取ってくると、マゼール寮から飛び出した。鈍にび色いろの空は太陽を覆おおい隠している。


    　早歩きのつもりだったが、いつの間にか小走りで音羽は中央公園を目指していた。


    　途中何人か陽よう丘きゆうの女生徒とすれ違ったが、音羽の血相を見て、声にしかけた言葉を飲み込む。


    　音羽は小走りのまま、通りを越え、商店街とその先にある中華街を突っ切る。幸さいわい位置的にほぼ直線にあるので、足取りに迷いはなかった。


    　やがて中央に噴水が設けられた中央公園が見えてくる。現在噴水の水は抜かれ、散水機の解体が進められていた。


    　寒くなってきたので、噴水が人々の目を楽しませる光景は来年までお預けになる。


    　音羽は険しい瞳で辺りを見回した。天候のせいもあってか、人影はない。


    　と、後ろから迷いなくこちらに近づいてくる視線を感じ、振り返る。


    　紫色の発はつ疹しんの浮いた顔についた目玉が一対つい、こちらを見ていた。横に長い八〇キロ近くある大きな体に載っかっている顔はむくんでいて、荒れ放題の肌は黄色っぽい。増長しきったにやにや顔の真意がわからないのが、なにより不気味だった。


    「あんた、堂どう坂さか音羽っていうんだって？」


    「だったらなんだっていうのかしら」


    　一応正式には初対面だったが、二人の間で挨あい拶さつが交わされることはなかった。


    「まさかあの出で来き損そこないに双子の姉がいたとはね」


    「出来損ない？　それは毎日酒を飲んで自分の義理の娘を虐ぎやく待たいする人間のことじゃなくて？」


    　ぎょろりと光代の目玉が音羽を射すくめる。直ちよつ近きんで見るのは初めてだったが、思わず音羽も目を逸そらしたくなるほどの威圧感を持っていた。気の弱い小夜歌ならそれだけでなにも言えなくなってしまうだろう。


    　光みつ代よは大きな舌打ちをしてから「口の減らないガキだね」と呟つぶやく。


    「どうしてわたしの寮のことを、それにわたしの名前まで……。小さ夜よ歌かから聞いたの？」


    「いままでかかって色々役所で調べてきたのよ。あたしも驚いたわよ。帰ってきたら家からあのグズが飛び出していくじゃない？　そうだと思ったら家の中にまだいたんだもの」


    　音おと羽わは拳こぶしを握りしめた。全部知られているのだ。


    　光代は賢さかしらな顔を作りながら、ポケットから携帯電話を取り出す。


    　小夜歌のものだ。電源を入れると、光代は携帯電話のデータフォルダから一枚の画像を選び出して、音羽に見せつけた。


    　さしもの音羽も今度こそ全身が硬直し、全身の血液がすっと引くのがわかった。


    　──音羽と小夜歌が互いの首に手を回し無心に唇を重ねている画像だった。


    「よく撮れてるじゃないの？　これ、当然周りには秘密なんでしょ？」


    　蛇へびのようにねっとりと絡みつく声。


    「小夜歌は……どうしたの？」


    「あいつ半殺しにしといたけど、なにも喋しやべらなかったよ」


    　──お前みたいな寄生虫がいるから小夜歌が……。


    「あ？　なにその顔は？　あのグズはあたしの持ち物よ。あたしがどうしようと勝手だろ？」


    「…………」


    　光代は携帯電話を見ながら、むつみ合う二人の姿を見て嘲あざけり笑う。


    「それにしてもこれなに？　馬鹿じゃないの？　あんたの父親の晃こう治じさん、あの人これ見たらどう思うのかしらね。自分の娘がこういう気持ち悪いことしてるって知ったら、自殺ものよね」


    「……なにが望みなの？」


    　震える喉のどからその言葉を絞り出すのが精一杯だった。光代がそのにやにや笑いを一段と深くする。


    「あんたの母親ってもう死んでるんだって？　じゃあ財産の管理もお前がやってるのかい？」


    「そうよ。だからなに？」


    「お金ちょうだい」


    「……いくら？」


    「一〇〇〇万」


    「無茶言わないで。そんなに持ってないわ」


    　いままでの金かな壺つぼ眼まなこから一転、音羽が竦すくみ上がるほど目をつり上げて光代は叫ぶ。


    「フザッケンナ！　じゃああんたの父親に全部ぶちまけるわよ。あたしはお願いしてるんじゃないの。金がないんだったらいますぐスカートでもたくし上げてそこら辺のヒヒジジイから搾しぼり取ってこいっつってンのよ！」


    「……五〇〇万に負けて。それで、なんとかするわ」


    　すると、光みつ代よはにやついた顔に戻る。


    「しょうがないわね。じゃあ五〇〇万ならいますぐ払えるんだね？」


    　懐ふところから紙の切れ端に数字が書かれたものを差し出す。すぐにそれが光代の口座番号と携帯電話の番号だとわかる。


    「振り込んだらそこに電話を寄越しな。気が変わったら困るから、絶対今日中に振り込むんだよ。そうしたらこの証拠の写真も消去するし、あたしも一生口をつぐむわ」


    「ええ……じゃあもう行っていいかしら？」


    　踵きびすを返すと、そのまま歩み去ろうとする。だがその背に光代の嘲ちよう笑しようじみた声が追いすがってきた。


    「ねぇ、興味本位で聞くんだけどさぁ～、実際どういう気持ちなの？　自分と同じ顔の女とヤるのって自分自身とするってことでしょ。気持ち悪いとか恥ずかしいとか親に申し訳ないとかって思えないの、ねぇ？　黙ってないで答えてよ。ねぇ？」


    



    　


    　銀行内にあるウォータークーラーの元まで行くと、ペダルを踏んで冷えた水を大量に飲み下した。


    　本当は顔ごと洗いたかったが、人目を引くので我慢した。


    　顔を上げ、止めていた息を再開する。肺に空気を送り込み思考をクリアな状態に持っていこうと努力した。


    　さきほどあの公園で投げかけた光代の悪意も露あらわな言葉。金切り声を上げてあの女に摑つかみかからなかったのは、奇跡だとさえ言えた。もっともそんなことをしても、音羽の腰回りほどもありそうな二の腕で、あっという間に叩き伏せられるのは目に見えていた。


    　泣いては、いない。しかしきっと音おと羽わの表情はひどいものだろう。


    　周りを見渡すと銀行は時間帯もあってか閑かん散さんとしていた。


    　音羽は覚悟を決めると、銀行員の元まで行き判子と通帳と身分証を出して定期預金の解約を告げた。書類に書き込んだ額を見て、銀行員は軽く目をしばたかせた。


    　そのまましばらく待たされ、個室に呼ばれる。そこで帯封のついた一〇〇万円の束が五つ、音羽に差し出された。持ってみるとそこまで重くは感じない。利子は一万一五三六円ついてきた。バッグの類たぐいを持ってきていなかったので、ポケットにすべて突っ込んだ。その様子に銀行員は怪け訝げんな顔を返す。


    　その視線にさらされることが耐えきれず、お礼もそこそこに部屋を出た。しかしすぐに振り込みも済ませなければならないことに気付く。あんな顔をされたあとにすぐ窓口から振り込むのはなんとなくいやだった。


    　表に回りＡＴＭの前に立つと、女性の合成音声が『いらっしゃいませ』とひどく平板な声を出す。


    　──自分にできることは、もう何一つ残されていなかった。


    　これが果たせなかったら、自分は小さ夜よ歌かとの関係が公表される。


    　音おと羽わは光みつ代よに渡された紙を頼りに諾だく々だくと番号を押していく。やがて現金投入口が開く。音羽にはそれが奈落の入り口のように見えた。


    　ここに現金を投入して『確認』のボタンを押せばもう戻れない。おそらく一度では限度があって投入しきれないので、二、三回に分けての投入になるだろう。


    　これは、母親の命だ。母親の命が五〇〇万円という形になって音羽の手元に残っているのだ。音羽は一生このお金に手をつけるつもりはなかった。そうすれば母親を身近に感じられる気がしたから。


    　合成音声が『現金を投入して確認のボタンを押してください』と音羽の焦しよう燥そうに拍車をかける。


    　──これですべてが解決するのか？


    　さきほどから黒い染しみのように頭にこびりついていた思考が、ここにきて表面化する。


    　光代は音羽から五〇〇万円搾しぼり取っただけでは飽あきたらず、脅おどしの材料を盾たてに、何度も金をせびる肚はらではないと、どうして言えるのか。


    　音羽の手はしばらく宙をさまよった挙げ句──ＡＴＭから離れると、携帯電話を取り出し、紙に書かれた電話番号をプッシュしていた。


    　コール音が何度となく響く。


    　──堂どう坂さか音羽は、最後にもう一度だけ『人間』というものを信じたかった。


    　これから自分は光代に噓うそをつく。


    　金をすでに振り込んだと偽いつわって、それであの女の反応を窺うかがう。あいつが金を振り込んだことで喜び、撮った写真を消して小夜歌を解放することを確約すれば──本当にお金を振り込もう。


    　奴が終始ぎらぎらしているのだって、小夜歌に虐ぎやく待たいを加えるのだって、経済的に窮きゆうしていて精神的な余裕がなくなっているからとは言えないか？


    　金が入れば、奴だって本当に心を入れ替えるかもしれない。陽よう丘きゆうでは、突っ張っている人間だって、音羽が腰を据すえて根気よく話せばみんなわかってくれた。


    　コール音はさらに響く。


    　知らず感情が昂たかぶっていく。


    　もう高望みなんてしない。


    　小夜歌がいればどんな生活でもいい。


    　高校を卒業したら一緒に誰の目も届かないところに二人で行こう。そこで一緒に部屋を借りて地元の大学に通うのだ。自分と小夜歌の学力ならば、奨学金を取ることもそれほど難しいことではないだろう。


    　彼女とこの先一緒に生きていきたい。


    　七な歩ほや宇う佐さ美みがどこの大学に行くのかは知らないが、時たま誘って集まって、狭いアパートで懐かい旧きゆう談だんに花を咲かせながら車くるま座ざになって飲み交わすのだ。


    　嗚あ呼あ、なんて光に満ちた未来だろうか。


    　こんな輝ける将来が五〇〇万ぽっちで買えるのなら、このお金も惜しくはない。


    　その時、電話が繫つながるのがわかった。


    「……わたし」


    『金はどうしたのさ？』


    「たったいま振り込んだわ」


    『ホントかい？』


    　鼻息も荒く光みつ代よは呟つぶやく。


    「でも銀行のメンテナンスの関係で、振り込まれるのが五日後になりそうなのよ」


    　光代は急に黙りこくった。


    『……ホントに振り込んだのかい？』


    「ホントに決まってるでしょ。噓うそをついても五日後になったらばれるじゃない。そんなことしても意味がないわ」


    『まあ………………たしかにね』


    　声から疑念がぬぐわれたわけではなかったが、それ以上の追及はなかった。


    「ねぇ、五日後入金を確認してからでいいけど、でもやっぱりこれだけはいま約束してちょうだい。小夜歌を解放してあげて。そしてわたしたちの写真も消して、お父さんには絶対になにも告げ口しないで。そこを、ここでいま誓ってッ」


    　万ばん感かんの思いを込めて語りかけた。


    　光代は、しばらく考え込むような間まを空けた。やがて、


    『……あたし考えたんだけどさぁ。たしかにこれで借金はチャラになるよ、けど無む一いち文もんなことに変わりはないわけよ。だからさぁ、お前にはこれからも継続的に援助して欲しいのよ』


    「…………話が違うわ」


    『今いま更さらそんな寝言はなしにしない？　誰が信じんのよそんなこと。払わないなら、あんたの父親に全部ぶちまけるけど、どうするの？』


    　音おと羽わの中で音を立てて崩壊する『なにか』の痛みに、ただ耐え続けた。


    「……払うわ。いくら？」


    『んーまあ可哀かわい想そうだから今度は二〇〇万に負けてあげるわ。あたしって優しいでしょう？　ねぇ』


    「…………」


    『まあとりあえず五〇〇万の確認が先ねぇ。言っておくけど、携帯の番号変えたりこざかしい真ま似ねしたらあんたの寮に乗り込んでいくからね。わかってんのよね？』


    　そのままなあなあの返事を続けていてふと気付くと、電話は切れていた。


    　ぐっと意味不明の感情が喉のど元もとまで込み上げてくる。


    　言葉もなく、音おと羽わは携帯電話を握りしめたまま俯うつむいた。


    



    　


    　どこをどう歩いたのか、もう定かではない。


    　ショッピングセンターを流してゲームセンターに行って、映画館の入り口に立ったところまでは憶えている。そこから先は目についた建物の中に片端から入っていった。足が棒になるほど歩き、全身が疲れに抗議を発しても、それを受け止める心の部分がその抗議を黙もく殺さつした。


    　気付けば空は濃い闇色に塗り込められていた。


    　もう寮に帰らなければならない刻限だ。


    　無意味な彷ほう徨こうをやめ、踵きびすを返そうとした時、角かく錐すい形けいの鋭角な屋根が視界の端を横切る。目を戻すと、角錐形の頂上にそびえる十字架の偉容が冷ややかに音羽を見下ろしている。


    　音羽はその全容を眺め、こんなところに教会などあっただろうかと訝いぶかる。と、宇う佐さ美みが新設された教会を見に行こうと言っていたのを思い出した。もっとも彼女が誘ったのは音羽ではなく、小さ夜よ歌かだったが。


    　救いが欲しかったのかもしれない。


    　音羽は誘われるように、建物の中に入った。丁ちよう度ど教会の入り口を閉じるところだったのか、神しん父ぷと思おぼしきカソリック姿の老人が、壁の両側に吊るされた燭しよく台だいの灯りを消しているところだった。どうやら堂内は電灯の類たぐいすら存在しないらしい。


    　堂内は広すぎず狭すぎずだが、天井が高いせいで様になって見える。最奥の装飾を施された十字架の背後には、見目にも色鮮やかなステンドグラスが神こう々ごうしい輝きを放っていた。


    　噂うわさになるのも頷うなずける荘厳さだった。特にこれといった信仰のない音羽でも、その聖性を前にすると敬けい虔けんな気持ちも湧いてくる。


    　神父に来歴を尋たずねると、二つ隣となりの県で大地震があった時崩れたのを、月つき森もり市の市長の厚意で移築してきたものらしい。昔は結婚式の式場として引っ張りだこだったとか。


    　しばらく見ていたいと言うと、神父は快こころよく承知してくれた。燭台をすべて消すと、扉を閉めておいてくれと残して、足早に去っていった。


    　管理がそんな杜ず撰さんでいいのかと思いながらも、その厚意にべったりと甘えてしまっている自分を省かえりみて苦笑する。


    　祭壇まで歩いてゆく。自分の靴くつ音だけが、いやに空虚にがらんどうに響いた。


    　一人暗い教会内部に佇たたずんでいると不思議な心地だった。


    　燭台はすべて消えているのに、暗くはない。月明かりがステンドグラスを透過して、嫌味過ぎない程度の幽ゆう玄げんな輝きを放っているせいだろう。


    　音おと羽わはただ感に打たれ、しばらくその場に佇たたずんでいた。


    「神様、わたしは初めてあなたに祈るものです」


    　やがてそう、静かに切り出していた。


    「わたしと妹の小さ夜よ歌かは一卵性の双子でした。でも両親の勝手な離婚で引き離され、分かたれてしまいました。でも、わたしたちは再び出会えた。自分の欠けているパーツを補ほ塡てんし合える妹と、再び出会えたんです」


    　思考するよりも先に、口に出して思いの丈たけを語っていた。自分が一瞬先になにを言い出すのか、音羽自身まるでわからなかった。


    「神様──人を尊重し、力になり、気遣い、気配りをし、寛かん容ように振る舞い、分かち合い、優しくし、忍耐強く、寛大な心を持ち、親切にもてなす。これが、人と付き合う上で大事なことだと、わたしの小学校の頃の恩師は言いました。わたしは教わったこの言葉を忘れていません。それをずっと……守って生きていきたいと思いました。


    　けれども、春かす日が井い光みつ代よは……あの女はッ！　人を貶おとしめ、嘲ちよう弄ろうし、暴行を加え、尊厳を踏みにじり、利用し、噓うそをつき、他人の善意を笑い、横おう暴ぼうに振る舞い、猜さい疑ぎの根は深く、人を人とも思わない。わたしは、あの女の存在が、許せないんです！」


    　一言紡つむぎ上げるごとに、自分の中で致命的な感情が爆発的に膨ふくらんでいく。それは黒々としていて、マグマのような温度を持っていた。知覚してしまうことで、自分という存在が丸ごと塗り変わってしまうほどの感情の汚お穢わい。


    　だが独白は止まらない、吐き出す言葉の一語一語が自分の心を蝕むしばんでいくと、誰よりも深く理解していてもなお。全部吐き出せば取り返しのつかない感情に心が支配されるのを理解してもなお。


    「神様、そもそもあなたがこの世に存在していながら、なぜあんな暴ぼう虐ぎやくを見過ごしているのか──最初は、その理由がわかりませんでした。でもいまはわかっています。あなたはとっくに人間の愚おろかさにさじを投げているんですから」


    　音羽の双そう眸ぼうは信じられないほど細く、冷たく変化していく。


    　叢むら雲くもが月を覆おおい、教会内を闇が満たす。


    「だから、わたしが、殺すんです──ッ」


    　自分のものとは思えないほど、恐ろしい怨えん嗟さの声が漏もれた。


    　あいつに従うということは、これより先一切の希望を捨て、死人として生きることと同義だ。そんなことは絶対にできない。


    　さきほどまでの自分は、他人が自分の説得で変わってくれると信じ、誠意を見せ心を開けば誰でもわかってくれると思っていた。


    　──なにもかもが間違っていた。


    　相手が変わるのを期待するのでは、学校の中では通っても、社会にいる真性のダニには通用しない。


    　あの女が積む最大の善行とは、いますぐにその場で喉のどを搔かっ切って死ぬことだ。それ以外の方法で贖あがなう方法なんて存在しない。


    　相手が変わるのではない。音おと羽わが変わらなければならない。相手の態度に応じた方法で。


    　音羽は深く冷たい瞳で、教会を見渡し、ポケットに入ったままの五〇〇万円のさらさらとした感触をたしかめた。


    　結局手持ちの五〇〇万は口座に振り込んでいない。


    　あの時現金投入口にお金を入れることになぜあれだけ拒絶感を催したのか、いまようやくわかった。ただ母親の生命保険金だからではない。


    　送金すれば、奴の通帳に明らかな送金記録が残ってしまう。そうすれば奴を殺した時、金の出所を警察が怪しむ。


    　音羽はあまりのおかしさに肩を揺する。つまり音羽は、あの公園で奴に金をせびられた時から、すでに心の中で春かす日が井い光みつ代よ殺害を決めていたのだ。


    　あの女を排除することに、祈りも願いも、ましてやヒーローも要いらない。あの女に対する憎悪と怨えん嗟さだけがあればいい。


    　──あと五日。


    　銀行のメンテナンスのせいだからと偽いつわって咄とつ嗟さについた噓うそだった。それが、そのまま残された時間になっている。五日後になって振り込まれていないことがバレてしまえば、奴も黙ってはいないだろう。


    　だが、いまは油断しきっている。


    　五日後までに殺害プランを考え抜き、あの女を地獄に葬り去ってやる。


    　勿もち論ろん、やるのなら証拠の残らない方法で。


    　利得は一方的に、しかして損失は絶対に被こうむらない、そんな完全犯罪を成なさなければならない。


    　考えることは山ほどある。すべての問題点を洗い出し、一つ一つ潰つぶしていこう。


    　その先に、音羽と小さ夜よ歌かの幻想郷は[image: ]られるのだから。


    



    　この日この瞬間、音羽の中で『春日井光代抹まつ殺さつ計画』は動き出した。

  


  
    [image: ]
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    　こうまで授業に身が入らない日は初めてだった。


    　すべての言葉が耳から耳に抜けていく。教師の飛ばしたジョークでクラス中が沸いた時、はたと我われに返ることも一度や二度ではなかった。


    　とにかくまず必要なのは情報だ。


    　証拠を残さずにあの女を抹まつ殺さつすると決めた以上、ただ感情にまかせて煉れん瓦がであいつを撲ぼく殺さつすればいいというわけにはいかなくなった。


    　昨日はもう過ぎ去っている。ならば今日という日を疎おろそかにしていいわけがない。


    　だが、実際に音おと羽わがなにをやっているのかといえば、呑のん気きに陽よう丘きゆう高校二年四組で四時間目の英語の授業を受けているのだ。


    　インターネットでもいい、図書館でもいい、とにかく音羽の必要とする情報がある場所を求めて教室を飛び出したかった。だが、昨日の夜熟慮した末、業ごう腹はらだがそれができないことを理解していた。


    　その理由の一つに、音羽はいままで短期間の間に休み過ぎたことにある。


    　音羽は生徒会長であるという自負があるため、いままでは体調が悪くても無理を押して学校に出てきていた。それが最近、児童相談所に行くために早退一回、龍りよう馬ま入院の一報を聞いての早退一回、光みつ代よに直接話をつけるために丸一日学校を休んでいる。


    　もし自分が光代を殺しおおせて、悪いことに殺害の嫌けん疑ぎがかかったとすると、警察は音羽の身辺を聞き回り、最近おかしな様子はなかったかと尋たずねるだろう。休みがちだったなどと吹ふい聴ちようされるのは、できれば避けたいところだった。


    　残念ながら学生には有給休暇という制度が存在しないため、これ以上休めば、さすがに周りも不審がる。いや、もう不審がられていてもおかしくはない。さらに重ねて休むのは絶対に避けたいところだ。


    　堂どう坂さか音羽はこれから、『より堂坂音羽らしく』振る舞わねばならないのだ。


    　もう一つ、昨夜一晩考え抜いた末、どうしても避けて通れない問題があることに気付いた。


    　どんなに巧こう緻ち極まる殺人方法を考案し、証拠一つ残さず光代を殺しても、ただ己おのれの直感のみで真相に気付く人間がいる。


    　音羽は廊ろう下か側二列目に座る双子の妹を見た。


    　もう一人の自分を欺あざむくのはきっと無理だ。小さ夜よ歌かから疑いの眼まな差ざしを向けられるのはなによりも辛つらいし、面と向かって殺したのかと詰きつ問もんされるところを想像しただけで、胃が縮み上がるような恐怖に駆られる。


    　だがそんな屈託も、自分がこれからすることを思えば、まだ慰めがあるのかもしれない。


    　音おと羽わは机の中で昨日打ち込んでおいたメールの文面を眺める。点検はものの数分ほどで済んだ。


    　意を決して送信ボタンを押す。転送用のバーが伸びていき、滞とどこおりなく送信したことを告げるＯＫサインが表示される。ここまではいつも通り。


    　小さ夜よ歌かの携帯電話に着信があったのか、小夜歌がスカートのポケットをまさぐるのを見て──それ以上小夜歌を見ていることができずに視線を無理矢理教科書の上に落とす。


    　ほどなくして、劇的な反応は起こった。


    　椅い子すを蹴倒す荒々しい音が聞こえ、音羽を除く全員の視線が一点に向けられる。誰もが一瞬、固かた唾ずを呑んだ。


    「……どうしたの春日かすが井いさん、急に立ち上がったりして。用がないのなら座って──あら、顔が青いわよ。体調が悪いのなら保健室に行く？」


    　最初に疑問の声を挟んだのは年若い英語の山やま柴しば教きよう諭ゆだった。


    　音羽はただ教科書の字を追うフリをして唇を嚙かみながら俯うつむき続けた。


    　彼女の蒼そう白はくな表情が誰の方を向いているのか知りながらも、努めて気付かないふりをした。


    



    　


    　昼休みになると、小夜歌に屋上まで付き合うように言われた。


    　音羽もそうくるだろうと思っていたので、特に理由など聞かずに従った。


    　階上の重たい鉄扉を押し開けると、底冷えする空気が出迎える。長なが椅い子すの前の落下防止柵のところまで来てから彼女はおもむろに振り返った。


    　小夜歌の表情は硬く、若じやつ干かん苦虫を嚙かみ潰つぶしたようなものもブレンドされている。


    「音羽姉ねぇ……これ、どういうこと？」


    　そうしてピンク色の携帯電話を音羽に見せる。


    　正確にはその液晶画面に映っている文字を。


    



    　『幻想郷冒険録　三五九』


    



    　　　エミールが目を覚ました部屋は薄暗く、壁は土色をしていました。歩ける距離はほとんどないのに、部屋は縦たてに長く、そしてとっても暗いのです。


    　　　格こう子しが下りていて、外に出ることはできませんでした。


    　　　頭がズキズキとして、エミールはこめかみを押さえます。彼女は最初に自分の名前を思い出し、次に自分がどうしてここにいるのかを思い出しました。


    　　　エミール・ルーゴンはフードを被かぶった魔女のおばあさんに差し出された真っ赤なリンゴを食べて、それから急に眠たくなってきたのです。


    　　　あのリンゴには眠り薬が入っていたんだわ。彼女は自分が騙だまされたことに気付きました。


    　　　かび臭く、薄暗く、窓はとっても小さい。壁を引っ搔かいて登ることもできません。彼女はその場所で暮らしていくよりほかに選択肢がありませんでした。


    　　　やがて部屋の中に、リンゴをくれた魔女のおばあさんが入ってきて、怯おびえるエミールの前でフードを取りました。エミールは悲鳴を上げます。


    　　　おばあさんの正体は、エミールの継まま母ははだったのです。顔は全体的に腫はれ上がっており、特に左目はそのせいで半分塞ふさがっている。紫色の発はつ疹しんが左頰ほおから首にかけてを醜みにくく覆おおっていました。


    　　「お前は今日からここで暮らして、わたしの身の回りの世話は一切やるんだよ。もしそれを怠おこたったり、いやがったりしたら、お前を殴って蹴って、飯を抜いてやるからね」


    　　　継母のいやらしい笑みを受け、エミールは震えながら従うしかありませんでした。


    　　　彼女はエミールに粗末な食べ物を出したり、煮えたぎる釜かまの中身をエミールにかけたり、ことあるごとに牢ろう屋やの外からエミールに悪あつ口こう雑ぞう言ごんを投げつけて、醜い自意識を満足させていました。


    　　　さらわれたエミールの居所をついに突きとめたマリーは、エミールが遭遇している環境を知り、激怒しました。


    　　　勿もち論ろん、ただ手をこまねいているわけにはいきませんでした。


    　　　ある日マリーは継母が城下町に買い物に出かける情報を聞いて、夜、魔女の馬小屋にそっと侵入しました。そこで、継母がいつも乗っている馬を見つけたのです。


    　　「お馬さん、お馬さん。起こしてごめんなさい、今日あなたは継母を乗せて、街まで買い物に出かけるのよね？」


    　　『そうだよマリー様、ブヒヒ～ン』


    　　「あなたはご主人様が好き？」


    　　『嫌いだよブヒヒ～ン。あいつはいっつも僕の背中にとっても重い荷物を載せた上に、ギザギザした拍車のついた靴で僕のお腹を蹴って、先を急がせるんだ。僕の歩みが遅いと、すぐに駄馬駄馬って馬鹿にするし』


    　　「あなたにお願いがあるの。明日継母があなたに乗って城下町に買い物に出かけるわ。橋の手前まで来たら、思い切り体を振って継母を鞍くらから振り落として欲しいの」


    　　『でもそんなことをしたら、僕は悪い馬だと思われて罰を受けてしまうよ』


    　　「大丈夫、神様に誓ってわたしがあなたに罰がいかないようにするわ。それだけじゃない、上う手まくいけば、優しいエミールの飼い馬にしてあげる」


    　　『ホントなのマリー様？』


    　　「ええ、わたしを信じてちょうだい」


    　　　マリーは継まま母ははの馬の協力を取りつけることに成功しました。


    　　　当日になって継母は予定通り、馬に跨またがり城下町に出かけていきました。橋のたもとまで行くと、急に暴れ始めた馬に、鞍あん上じように揺られていた継母はたまらず転げ落ちました。馬は脇目も振らずに逃げていきます。


    　　「お待ち、この駄馬め。大鍋で煮て食ってやる！」


    　　　声は、虚むなしく響きます。一人では何一つできない継母はただ立ちすくむことしかできませんでした。


    　　　そこで彼女はおやと気付きます。脇道に続く道に転々と宝石や金貨が落ちているではありませんか。


    　　　金に目がくらんだ継母は、嬉き々きとしながら拾っていったのです。それが罠わなであることも知らずに。


    　　　継母は、いつの間にか森の奥深くに来ていたことに気付きます。そこは、誰も入ってはいけないと言われた森でした。ここを訪れる者は誰もいません。


    　　　マリーは彼女の後ろからそっと忍び寄り、隠し持っていたマサカリを大きく振りかざしたのです。


    　　　継母が振り返った時には、もうすべてが遅かったのです。


    　　　マリーは意地悪な継母の首を、切り落としてしまったのです。


    　　　マリーは囚とらわれていたエミールを助け出しました。


    　　　二人が塔から出てきた時、城の鐘が二人を祝福するように鳴り響きました。


    　　　そしてまた二人は、いつもの仲良しの関係に戻りました。以前と同じ二人の生活に。


    



    　音おと羽わは、すべてその物語の中で伝えたつもりだった。


    　この物語を読んだら彼女はどう思うだろうか。おそらく、まず間違いなく物語の中に隠された現実との接点を疑うだろう。だがそれだけではない、物語はさらにその先も明示している。


    　マリーのモデルは音羽で、エミールのモデルが小さ夜よ歌かであることを考えれば、音羽の意図、すなわちこれからなにをしようとしているのかは明々白々だろう。


    　案の定じよう、彼女はまるで異世界からやってきた人間を見るような目で音羽を見た。


    「全部、気付いてたの？」


    　いまから思えばもっと早く告白するべきだったと思う。そうすればこんな土ど壇たん場ばになって一度に話す必要はなかった。


    　音羽は小夜歌を見み据すえて口を開く。


    「終わりが来たのよ小夜歌。そうやってなにも気付かないふりをするのはもう限界なの。あいつは完全にわたしたちの存在について知った上で金をせびってきたわ」


    　小さ夜よ歌かが息を呑むのがわかった。


    「わたし、なにも言わなかったのに……」


    「わたしの存在がばれた時点で双子の線を調べるのは当然よ。だからわたしの肚はらは決まったわ。然しかるべき方法で、罪を償つぐなわせてやるのよ」


    「そんなのおかしいよ！　絶対にそんな方法取らずに済ます方法だって──」


    「──わたしもずっとその可能性を探ってたわ。でも、もうそういう問題じゃないのよ。あいつを殺さなければわたしたちの破滅なの」


    「……あの人を殺したって、なにかが変わるってわけじゃ……」


    「駄目よ、それじゃジリ貧よ。……やる前から諦あきらめないで。どこまで自分が走ることができるのかは、走ってみなくちゃわからないわ」


    　今度こそ彼女は顔を蒼そう白はくにして自分を搔かき抱いだくようにしながら後退した。その姿を見ながら、いやに冷静に話している自分に気付き、おかしいなと思う。自分は彼女を傷つけまいとしてきたはずのに。


    「いやなの？　小夜歌あいつが好きなの？　あいつにいままでなにをされてきたのか忘れたわけじゃないわよね」


    　卑ひ怯きような質問だった。彼女が好きか嫌いかという問題と、彼女を殺したいかというのはまったく別の問題だ。


    　彼女は泣きそうな顔をして俯うつむいた。


    「小夜歌、手伝ってくれとは言わないわ。だけど、認めて欲しいの、あなたのお継か母あさんはいなくなるわ。それも今日を除いて三日以内に。そして黙認して欲しいの、これからわたしがやることは警察に話さないで」


    「イヤ……イヤぁ」


    　小夜歌は耳に手を当て髪を振り乱しながらかぶりを振った。


    　だが音おと羽わは舌ぜつ鋒ぽうを緩ゆるめない。


    「できれば小夜歌、当日は家を空けて風ふう香かか七な歩ほと一緒にいてアリバイを作っておいて。まだ方法とかは決まってないけど、殺やるならわたし一人で殺るから」


    「ひどいよ音羽姉ねぇ、どうしていっつもそうやって一人で決めちゃうの？　それに物語の中にまで光みつ代よさんの話を持ち出すなんて、ひどいよぉ」


    「それは悪いと思ってる。でもこうするのが一番手っ取り早くわたしの意図をわかってもらえると思ったの」


    「音羽姉ぇがいなくなっちゃったら、誰が生徒会長をやるの？　音羽姉ぇの代わりなんてこの世にいないんだよ」


    　最初小夜歌の言っていることがわからなかった。遅れて自分が捕まった時のことを言っているのに気付き、相そう好ごうを崩す。


    「大丈夫よ、わたしは捕まらないわ。わたしが書いたお話はハッピーエンドで終わってるでしょ。わたしはこれからハッピーエンドを引き当てるために色々考えるんだもの」


    「ヤダぁ………………やっぱりそんなの絶対駄目だから！」


    　そう言うが早いが、踵きびすを返すと走り出す。


    「小さ夜よ歌か！」


    　だが彼女が階段を駆け下りていく音すらも、やがて聞こえなくなってくる。


    　屋上には音おと羽わだけがぽつねんと残された。


    　途端にやるせない気持ちに駆られた。


    　小夜歌なら自分を理解した上で力を貸してくれると思い込んでいたのかもしれない。意外なほど強い反発を喰らって、早くも決意が揺らぎ始める。


    　アプローチの仕方が悪かったのだろうか。それとも、自分のやろうとしていることは、それほどまでに間違っているのだろうか。


    　だが、たったいま愁しゆう嘆たん場ばを演じたばかりなのに、光みつ代よへのやるかたない怒りは、まったく衰おとろえていなかった。いまはこの感情だけを信じていればいい。


    　冬枯れした校庭のケヤキを見下ろしながら、ふとあることに気づき、感傷的な気分になる。


    「わたしたち喧けん嘩かするの初めてね、小夜歌」


    　誰もいない屋上で呟つぶやいた言葉は、一瞬あとには空からっ風かぜに吹き散らされ、聞こえなくなっていた。


    



    ２


    



    　小夜歌の了解が得られないまま、音羽は計画の立案を迫られていた。


    　だが、いま足を止めるわけにはいかない。賽さいは投げられているのだ。


    　音羽はＨＲホームルーム終了と同時に教室を出た。背中に小夜歌の視線を感じたが、音羽は気付かないふりをした。


    　いまは差し迫った問題だけでも解決しておきたかった。


    　その足で月つき森もり市立情報図書館に足を運ぶ。周りの芝は綺き麗れいに刈り込まれており、見上げるほどの高さと広さは、その蔵書量を誇っているようで非常に頼もしい。


    　元々保存図書館デポジツト機能を第一義にしている図書館だから、稀き[image: ]こう書しよなどを溜ため込んで、大学や展覧会用に貸し出すということもよくやっている。


    　中は適温に保たもたれており、勉強には丁ちよう度どよさそうだった。入館者はこの時間にしてはいつもよりも多い。昨日まで図書整理日で閉まっていたせいだろう。音羽もたまに試験前にここを利用することがあった。


    　だが今日は、勉強をするために来たのではない。


    　適当な机に鞄かばんを上げ席を取ると、貴重品だけを持ってさっそく本を探しに出る。


    　図書館に開架してあるのは、三〇～四〇％程度ではないだろうか。しかも年代が新しいものが多く、残りの大半以上が埃ほこりを被かぶったまま死蔵されている計算になる。


    　一応端末での検索機能もあるので、活用次第によってはすべての蔵書を利用できるが、端末に『殺人方法』やら『完全犯罪』などと打ち込むのはいささか以上に気が引ける。まさか図書館側も記録に取って統計を公安に提出しているなどということはないとは思うが、気になってしまうのだから仕方がない。


    　音おと羽わは苦笑した。


    　もう犯罪者としての自覚が出てきたのだろうか。まだ計画の青写真すらもできていない状態だというのに。


    　ともあれ、これだけの蔵書量があれば、自分の求めるような本もきっとあるはずだと思い直し、そのまま図書館内を一いち巡じゆんする。だがすぐにそれが間違いであることに気付いた。


    　ただ漠然と『完全犯罪』などと脳内で括くくって探していたのでは、欲しい本も素通りしてしまう。事実、完全犯罪を成なすのにどんな本を読めばいいのかということすら考えに入れずに音羽は本棚をうろうろしていたので、迷子同然の有様だった。


    　まず、もっと条件を絞り込まなければならない。


    　音羽は図書館に据すえつけられたパソコン使用の申込書に記入すると、二階の東側にあるパソコン室に入る。


    　ブラウン管タイプの分厚い一五インチモニタと、日焼けして黄ばんだＰＣケースがセットで一二台置いてあり、なんとも古こ色しよく蒼そう然ぜんとした景観を見せている。パソコンラックの上にインクジェットのプリンターが据えつけてあり、一枚印刷するごとに一〇円という文もん言ごんがでかでかと貼られている。


    　先客が一人だけいたので、覗のぞき込まれないよう音羽は最後列の一番端を使うことにした。


    　いやな予感はしていたが、電源を入れると起動画面とともに出てくる『Windows98』という文字には卒倒しかけた。ハードディスクから異音がするのも大いに気がかりだ。


    　難なん渋じゆうしながらもなんとかブラウザを起たち上げるところまで辿たどり着く。


    　はたとそこで手が止まる。


    　一体なにから手をつけてよいものか。まず、手始めに他の殺人事件の傾向を知ることが重要なのではないか。


    　そう思い立ち『殺人』『統計』という言葉を頼りに、検索をかけると、ほどなくして警察庁の運営しているサイトに辿り着く。


    　作りは割りと素そっ気けなかったが、サイトをスクロールしていくと『平成一九年度の犯罪情勢』というＰＤＦファイルを見つけた。


    　ファイルが非常に重たくてパソコンがフリーズするんじゃないかと途中何度か冷や冷やしたが、開いてみると、見事に音おと羽わの欲ほつしている情報が出てくる。


    　それは平成一九年に起こった犯罪の実態だった。知能犯や窃せつ盗とう犯、強盗、身みの代しろ金きん誘ゆう拐かい、金融関連犯罪などのその年に起こった件数や傾向がつまびらかになっている。当然、その中には殺人も含まれていた。


    　だが音羽はそこで総毛立った。


    　平成一九年の殺人事件認知件数一一九九件に対して、検挙件数一一五七件。検挙率九六・五％。


    　認知件数とは、警察が把は握あくしている殺人事件が起こった数だろう。そして検挙とはすなわち、殺人を犯した人間が捕まったということ。つまり、平成一九年に、未み遂すいを含む殺人事件を起こしながらも、まんまと警察から逃げ延びた犯人は四二件分しかいないということだ。


    　なにかの間違いではないかと思った。この年だけが異常に高いのではと思い、目を皿のようにして画面を眺める。


    　だがその前の年の平成一八年も認知件数一三〇九件に対して、一二六七件、検挙率は九六・八％。


    　その他の年も、低くて検挙率は九四％ほどという動かしがたい事実が列挙されるに至って、音羽は慄りつ然ぜんとした。


    　完全犯罪などと言えば口当たりはいいが、そんな実体のない甘かん言げんを実現するためには、警察の最新の科学捜査と、優秀な刑事を相手取って勝ちを取らなければならないのだ。


    　おそらく、一度疑われるようなことになれば、追及を振り切ることはできないだろう。


    　けれども、活路がないわけではない。むしろ、おかげでこれからの方ほう策さくが見えてきた。


    　なにも推理小説の犯人のように神しん算さん鬼き謀ぼうをもって犯罪を成なし遂とげなければならないというわけではない。


    　ただナイフで滅めつ多た刺しにして、脱だつ兎との如ごとく逃げるような刹せつ那な的な方法は、絶対に避けなければならないだけだ。


    　つまり、春日かすが井い光みつ代よは絶対に事故死か自殺しなければならない。


    　勿もち論ろんあの女が自発的に死ぬように精神的に追い詰めるわけでもないし、バナナの皮を階段に置いて滑って転ぶのを待つわけにもいかない。事故か自殺を偽ぎ装そうして殺すのだ。


    　この統計にしたって、すべてを網もう羅らしているわけではない。実際起きた自殺の中の何％が、もしくは実際に起きた事故死の何％が、巧妙に偽装された殺人だっただろうか。


    　現に年間に出るおびただしい量の失しつ踪そう者、その大半は本当に失踪した人間だが、そうではない人間も必ずいるはずだ。


    　偽いつわりのない真の統計を弾はじき出すことができるのは、それこそ神様だけだ。統計と名のつくすべての調査には欺ぎ瞞まんと噓うそと、人間の薄っぺらいの矜きよう持じが見え隠れしている。


    　少しだけ、雲間から光が差し込んできたような気がした。


    　ページを何度か戻して今度は一九年の自殺者の数を見てみる。


    　すると驚くことに三三〇九三人。殺人の三〇倍近くの自殺者がいることになる。しかも過去の数字から見ると増え続ける一方という印象を受けた。男が三分の二以上を占めているのも、際きわだった特徴だろう。


    　さらに読み進めると、自殺者の内、無職者が五七・四％を占めていることが注釈されていた。


    　音おと羽わはデスクに肘ひじをついて画面を眺める。


    　顔を上げるといつの間にか先客はいなくなっており、パソコン室は音羽の貸し切り状態だった。


    　この無職者というのは、厄やつ介かいな括くくりだった。ニートのような若者、退職した団だん塊かいの世代は勿もち論ろんだが、学生や主婦も統計では無職者のカテゴリに入れられるようだった。


    　スクロールしていくと細分化した表も発見した。


    　主婦だけで全体の七・八一％、二五八三人もの自殺者を生んでいる。これは決して少なくない数字だ。一番多いのは年金受給者一五・〇五％。


    　注目すべきは主婦の数字だ。これで主婦が自殺するというのは、さして珍しいことではないということがわかった。


    　あの女は家事等を一切放棄しているので、音羽は断じて主婦だなどと認めたくはなかったが、事情をなにも知らない人間──たとえば警察や鑑識──からすれば、光みつ代よは立派に主婦という扱いで括られるはずだろう。


    　音羽は自殺に偽ぎ装そうする方向で、ひとまず考えてみることにした。


    　ではあの女が自殺するとして、どんな理由がもっともらしいだろうか。


    　まずはあの荒れた生活だ。おまけに大量の借金をしている。離婚直後というのも使える。


    　こういうのはどうだろう。


    　あの女はいつも酒に酔って小さ夜よ歌かに虐ぎやく待たいを加えていた──それはあの女のがなり声を聞いている付近住民すべてから同意を得られるはずだ。付近住民はこれについては真しん偽ぎのほどをたしかめようがないだろう──膨ふくらむ負ふ債さいと決定打になった父との離婚。抑よく鬱うつ的な状態になった光代は自殺することを決意し、自室で睡眠薬を大量に飲んで自殺する。


    　まずまずの出来ではないだろうかと思った。


    　だがそこで一つ引っかかりが生まれた。自殺に偽装して殺す場合、そんな大量の睡眠薬をどうやって光代に飲ませるのだろう。


    　あの女はひねもす家でぐうたらしているので、不眠とは縁がなさそうだ。睡眠薬の服用などしていないだろう。


    　睡眠薬なら、ルームメイトの七な歩ほが持っている。勿論たいして強力ではない上に、二〇錠にも満たない数だったが。


    　致死量は知らないが、八〇キロ近い大柄の女なので、確実にあの世に行ってもらうために最低三〇〇錠は飲んで欲しいところだ。当然薬やく殺さつする場合、あの女の口をこじ開けて三〇〇錠もの睡眠薬を流し込まなければならない。


    　これは二重の意味で無理だ。まず体格的問題で華きや奢しやな自分など簡単に跳ね飛ばされる。そして睡眠薬の入手が難しい。強い睡眠薬は危険を考慮して医師の処しよ方ほう箋せんがないと買えないだろうし、それもいちどきに大量に買い込むこともできない。


    　いまから音おと羽わが通院して溜ため込もうにも、リミットは今日を除いてあと三日だ。時間が圧倒的に足りない。


    　音羽は睡眠薬という方法をすっぱりと見限った。


    　一昔前の自殺法でポピュラーだったり一時的に脚光を浴びたものはどうだろうと次に考える。


    　練れん炭たんは、一酸化炭素中毒を発生させる方法だ。血中のヘモグロビンと強く結びつく一酸化炭素を大量に取り込むことで、血中酸素が不足し意識を失い、最悪死に至る。


    　あれは密閉された部屋でやらなければ意味がない。


    　音羽は一度侵入したあの家の間取りを思い浮かべる。


    　あの家で一番密閉が簡単なのは風呂場だった。換気口と出入り口をテープなどでマスキングしてしまえば、それだけで事足りる。


    　そこまで考えてかぶりを振る。


    　これも駄目だ。どうやってあの女を風呂場に誘い込み、練炭を焚たくなんてことができるのか。その間あの女がそれを黙って見ているとでも？　あり得ない、地に足がついていなさ過ぎる。


    　奴が自殺する場所でもっともらしいのは、彼女の自室だ。


    　あの女を七な歩ほの持っている睡眠薬で眠らせて、大いびきを搔かいている間にマスキングテープで空気の出入り口を塞ふさいでから練炭を焚いて外に出る。


    　たしかに、いままでの中では一番まともなような気がする。だがこの作戦の成功率は果たしてどれくらいのものだろうか。


    　部屋の中はおそらくかなり蒸し暑くなるだろう。あいつが途中で飛び起きる可能性はかなりある。そうすればすべて水の泡だし、こんなことを考える首しゆ謀ぼう者も容易に想像がつくだろう。あの女の性格からして、そのあとは血も凍るような報復行動に出るに違いない。


    　音羽は肌寒さを感じて、二の腕を擦こすった。そこでなにげなく自分の掌てのひらを見てあっと声を上げる。


    　この計画には致命的な大穴がある。


    　指紋だ。マスキングテープをあの女の部屋に張って回る時、粘ねん着ちやく面には必ずおびただしい量の指紋が付着するはずだ。あの女が自殺したように見せかけるなら、あの女の大量の指紋を付着させながら部屋をマスキングしていく必要がある。


    　指紋がつかないように手袋をして作業してもおかしいし、ましてや音羽の指紋がついていればさらにおかしい。


    　ボロボロと、塗と面めんが剝はく落らくするようにして自分の計画が崩れていく。


    　そう考えると、あの部屋にあるハエ取りリボンも非常に厄やつ介かいな存在だった。触れれば音おと羽わの指紋が残るし、うっかり髪が貼りつけば、頭髪が残る可能性がある。


    　洗剤を混ぜ合わせるガスによる殺人も、練れん炭たんとほぼ同様の理由で使えない。


    　思わずパソコンデスクに突っ伏したくなった。


    　音羽が当初想像していたよりも、完全犯罪というのは非常に敷しき居いが高い。


    　せめて小さ夜よ歌かが全面協力してくれれば。


    　そこまで考えて音羽はくしゃりと髪を搔かいた。たった数時間前の峻しゆん烈れつな拒絶を思い出し、胃の辺りが重くなる。


    　忘れろ堂どう坂さか音羽。小夜歌のことはいまは忘れるんだ。


    　──毒はどうだろう？


    　その時ふと天恵めいた直感が脳のう裏りをよぎった。


    　音羽は立ち上がると、この閃ひらめきが消えてしまわない内に、下の階に降り植物学や毒物学などを扱う本棚から数冊を抜き出しパラパラめくって見てから、なんとか三冊に絞って引き返した。


    　本当はパソコン室への図書の持ち込みは禁じられていたが、この際なのでこっそり持ち込んでしまう。


    　閉館時間が迫っていたので、重要なところだけ読んで他は飛ばす。


    　読みながら、音羽は自分が興奮しているのがわかった。多くの毒の最大の利点は体内で分解されて、証拠もろとも消えてしまうことと書いてあったからだ。


    　だが大きな壁があった。本にはいままで聞いたこともない化学式が列挙されており、高校生の授業内容とは天と地ほどの開きがあるのだ。


    　副読本なしには、音羽といえど手が出そうになかった。


    　たしかもっと初歩的なものも持ってきたはずだ。


    　一冊目の専門書然としたものと違って他の二冊はわかりやすく間口が広い。


    　しばらく目を通してわかったことがある。身の回りで手に入る毒物は意外と少ない。


    　音羽の身の回りに焦点を絞ると、殺虫剤や農薬が代表的な毒物だろうか。


    　推理小説でおなじみの青酸カリは、たしかに毒性は非常に強いが、特有のアーモンド臭がある上に、空気中に放置するとどんどん毒性が薄れていく厄介な代しろ物ものであるらしい。古今の犯罪者は、よくこんなものを使って人を殺そうとしたものである。


    　目に疲労が蓄積しているのに気付いた。体力的にもそうだが、疲れていると自覚した瞬間、精神的な疲労もどっと押し寄せてくる。丹たん誠せい込めて砂のお城を作り、それを自分で破壊するような作業を延々と行おこなっているのだ、気が滅入らないわけがない。


    　結局その三冊からはこれだという決め手が見つからず、時間と相談しながら本をもう一度取りに戻る。時計を見ると閉館時間まではあと三〇分ほどだった。


    　疲れもある、だがなにより焦あせりが音おと羽わの背中を急せき立てる。貴重な一日をこのままフイにしてしまうわけにはいかない。なにか、なにか他にないのだろうか。


    　本棚を行き交う音羽の目に、一冊の本が留まる。


    　なぜこの本が目に留まったのかはわからない。


    　音羽は誘われるように指を背表紙に這はわすと、人差し指で本棚から抜き出した。


    　黒いハードカバーの本で、中身は世界の刑罰を網もう羅らした本だった。


    　ギロチンだとか、鉄の処女だとか、そういうおどろおどろしい内容を綴つづって、人間の倒とう錯さく的な興味を煽あおる内容かと思っていたが、意外にも内容は現代刑罰一点に的まとを絞ったものだった。


    　ページを繰くる音羽の指がぴたりと止まる。


    　吸い寄せられるように、音羽は目を一点に据すえる。


    　それは薬物注射による死刑執行のくだりだった。


    



    『電気椅い子すが全廃され、現在ほとんどのアメリカの州では薬物注射による死刑が執行されている。苦痛を与えることを目的とした野蛮な中世時代の処刑に比べれば、そのプロトコルは、非常に洗練されていると言っていいだろう。


    　州によって使う薬剤は異なっているが、三種類の薬剤混合物を用いるのが一般的だ。


    　一例を挙げておこう。


    　バルビツール剤で呼吸抑よく制せいをもたらし、臭しゆう化かパンクロニウムで筋肉を弛し緩かんさせ、最後に塩化カリウムで心停止をもたらす。


    　これらの薬剤はすべて致死量の三倍ずつ使われているので、万に一つも死にそびれることはないだろう。意識を失ったまま心臓を停止させるのだから、痛みはほとんどない。


    　専用の台に革帯で縛りつけられているとはいえ、これは慈じ悲ひ深い死だとは言えないだろうか。


    　それこそ死刑囚が犯してきた凶悪な犯罪を思えば──』


    



    　これだ、と思った。


    　バルビツールも臭化パンクロニウムも聞いたことがない。だが、塩化カリウムは音羽でも知っている。どころか化学を習っている生徒なら中学生でも知っているだろう。


    　kcl──化学式にするとこんな単純な式になるのに、ヒトの心臓を停止せしめる破壊力を持っている。


    　いつになく、脈が速くなっているのがわかった。


    　しかし本当に塩化カリウムなのだろうか。あれは健康を調整するために塩に若じやつ干かん添加されていたりするのを音羽は知っている。


    　いや、間違ってはいないはずだ。


    　身の回りの毒、と無節操に範囲を広げれば、そこここに毒が溢あふれている。


    　人間に必要不可欠な塩分だって、一度に摂とりすぎれば死に至る。


    　昔、一いつ升しよう瓶びんに入った醬しよう油ゆを飲み干して自殺しようとした人間がいると、母親が言っていたのを憶えている。


    　それに対して猛毒として知られるトリカブトの根だって、漢方に用いられるし、被ひ曝ばくというネガティヴな印象を与える放射線も少量なら体によいことがわかっている──ホルミシス効果というやつだ。


    　病院で処方される薬の大半も、用量を間違えば、毒になる。


    　なんでも『too much』　や り す ぎは禁物ということなのだろう。


    　塩化カリウムも、そういう類たぐいのものに違いない。少量なら人間の生理機能を調ととのえるが、大量に摂取すると、途端に死に神に化ける。


    　いける。


    　考えてみれば、人間と殺人は切っても切り離せない存在なのだ。


    　現代医学の歴史などたかが知れている。


    　だが、ヒトがヒトを殺すという行為は、人類がこの世に存在した頃から切っても切り離せないものだった。


    　かつて、ヒトに苦痛を与えることを目的にした拷ごう問もんや、それとは真逆の安楽死の方法がいくつ考案されたことだろう。


    　その殺人のノウハウが、現代の死刑制度に蓄積されていると見るのは当然だった。


    　すなわち死刑とは、最も煮詰められた死の極きよく北ほくだ。


    　音おと羽わは椅い子すを回転させ、パソコンに向き直る。


    



    　どうやら塩化カリウム購入には法的な制約はないらしい。


    　だが、これですべての障害がクリアされたわけではない。さきほどの本では、すべての薬剤の混合物は静じよう脈みやく注射されていると書いてあった。


    　口から投与すれば、塩化カリウムに限らずすべての毒物の効果は減げんじてしまう。並なみ大たい抵ていの毒では死なないだろう。


    　だから、やるならば注射で──


    　すると見つかる。


    　どうやら問題は着々とクリアされているようだ。


    　これであとはビタミン剤か生理食塩水でも自分の腕に射うって練習して、本番に備えればいいだろう。


    　だがそう考えた直後に、音羽はひとつの事実に突き当たる。


    　針の売買は医師免許などの特殊な資格が必要なのだ。


    　なるほど考えてみればたしかに、注射針は熟練の扱いが要求される代しろ物ものだ。使い終わった注射針を自分の腕にうっかり刺して病気となった話は枚まい挙きよに暇いとまがないし、ましてや素人しろうとが細い針を使えば、たちまち折れてしまうだろう。


    　空気は少し血管に入った程度では命を脅おびやかすには至らないが、それでもまったく苦しくないということはないはずだ。


    　プロの看護師でも、患者が痛がるリアクションを見てためらってしまったり、針が折れてしまうかもと尻込みしてしまうものだと聞く。


    　だがここで引き下がるわけにはいかなかった。


    　せっかく摑つかみかけたヒントなのだ。


    　その時、思考を寸断するほどの大音量のメロディが流れてきた。


    　慌あわてて首を巡らせるとパソコン室の右端の壁に据すえつけられたスピーカーが、優しい調べを流していた。


    　何度も放送して劣化したのか、所々メロディにノイズが混じっている。


    　やがて、閉館になるから借り忘れのないようにと含める女性の声が流れる。


    　時計を見ると案の定、あと一〇分しかない。


    　──最後にこれだけは。


    　一〇分でなにができるものかと思いながらも手だけは止めなかった。


    　その甲か斐いあってか、閉館二、三分前になって音おと羽わは一つの発見をする。


    　他の名目で、針が売られているところを見つけた。しかし、そこには先が丸めてあって刺さらないという注意書きがついている。


    　そこまでだった。


    　今度こそ閉館の放送が流れ、音羽は渋々席を立つ。


    　外に出ると、満天に星が広がっていた。


    　いままでぬくぬくと暖房の効いた室内にいたため、あちこちから忍び寄る冷気があっという間に体温を奪っていく。


    　首を竦すくませコートの前を合わせ、手に息を吹きかけ擦こすり合わせた。


    　普段ならば、空を見上げながらこの時期見える星座を探して歩くのだろうが、いまの音羽は空の代わりに地面を見つめながら、大通りを南下し月つき森もり方面に向かっていた。視界に入るのは六角形のタイルと沿道の並木だけだ。


    　すれ違うカップルの嬌きよう声せいや、盛んにＣＭを流す街頭パネルは、遠い世界の出来事のように感じる。


    　ここで、寮に帰るわけにはいかなかった。


    　まだ、とっかかりを得たに過ぎない。


    　月つき森もりの隠れ家でこの案を煮詰めて、本当に実行可能かどうか勘案しなければならない。本当はあまり遅くなって七な歩ほからいらぬ詮せん索さくを受けたくなかったが、まだ計画の詳細が決まっていないので、仕方がない。


    　先の尖とがっていない注射針が脳のう裏りをよぎる。あれ以上のものを本腰入れて探そうとするなら、かなりの手間と労力を覚悟しなければならない。


    　薬物注射というのは、それほど魅力的な殺人方法なのだろうか。


    　それともう一つ、忘れてはならないのがアリバイだった。


    　あいつが寝ている隙すきを見計らって──必要とあらば七歩の持っている睡眠薬を少し拝借して──塩化カリウムを注射して、遺書かなにかを残しておけば、とりあえず自殺に見えるとしよう。だが肝心の音おと羽わのアリバイがないのはいただけない。


    　警察にもし自殺に見せかけた殺人だと暴あばかれた場合、追及の手は音羽にまで伸びるかもしれない。


    　この音羽の立ち位置が微妙なところだった。まず、音羽の母親は離婚して以来あちこちを転々としながら暮らしていて、親しん戚せきからも連絡がつかないほど孤立していた。


    　最後にガンで死亡した時も、本人たっての希望で親戚に葬儀の連絡は入れなかったので、その子供の音羽がどこでなにをしているか音羽の親戚筋は誰も知らないはずだ。


    　灯台下暗しというべきか、実は月森市の小さ夜よ歌かと同じ学校に通っているのだが、そのことを知っているのは陽よう丘きゆう女子校の生徒全員と龍りよう馬まと光みつ代よ。


    　音羽の存在が警察にバレるとしたら、龍馬ヅテか、もしくは小夜歌が疑われて警察に交友関係を調べられた時だ。龍馬老人が警察からどれほど自分たちの存在を庇かばってくれるのかは未知数だった。彼は音羽たちに同情的だったが、だからといってあまりアテにしない方がいいだろう。


    　やはり、アリバイは欲しい。だが薬物を注射する以上、自分が直接手を下さなければならないので、アリバイは偽ぎ装そうするしかないのだが、一体どうすれば──


    　顔を上げると、鬱うつ蒼そうとした森の中に突き出る煙突が見えた。


    　とりあえず続きは小屋に入ってから考えようと思い、小屋に近づいた時、息が止まりそうになった。


    　遠目でよくわからないが、小屋の入り口付近に何者かがうずくまっているのである。


    「お、音羽姉ねぇだよねぇ」


    　闇の中から、泣きそうな声が聞こえてくる。


    「小夜歌？　小夜歌なの？」


    　信じられなかった。彼女はここの合い鍵かぎを持っているはずである。なぜ中に入らないのだろうか。それよりも、今日の昼頃喧けん嘩か別れをしたばかりなのにどうして。


    　こっちに向かって歩いてくる小夜歌が月明かりに照らされ、その姿が露あらわになると、疑問の一つは氷解した。彼女は着の身着のままといった有様だった。鍵を持って出る暇ひまもなかったのだろう。


    「その格好、どうしたのよ一体……」


    「家、飛び出してきちゃった」


    　冗談めかして言ったが、音おと羽わは笑い飛ばすことはできなかった。


    　小さ夜よ歌かは右足を引きずるように歩いていた。よく見ると右の腿ももが腫はれ上がっている。


    「……また、あいつにやられたの？」


    「……うん」


    　彼女はもう否定しなかった。どこか諦てい念ねんの混じった声とともに首しゆ肯こうする。


    　黒々とした憎悪の炎が胸に満ちていく。もう小夜歌には手を出さないでくれと言った翌日にこれなのか。なぜもっと早くあの害虫を駆除することを考えつかなかったのだろうか。


    　小夜歌は後生大事に胸元に抱えていたものを、恐る恐る音羽に向けて差し出した。


    　樹脂製で、黒いボックス状の物体だった。


    「これって……」


    　昔七な歩ほ経由で彼女にあげたゲーム機だ。


    　なぜ、こんなものを抱えて隠れ家の前にうずくまっていたのだろう。


    「……今日、家に帰ったら部屋の中が荒らされててね……音羽姉ねぇと七歩ちゃんからもらったゲーム機が見つからなくって部屋の中ずっと捜してた。最後にお風呂場を見に行ったら、これが浴槽の中に投げ込まれてて……それで、引き上げて乾かしてみたんだけど、全然駄目で、わたし、二人になんて謝っていいかッ、わかんなくて……ッ！」


    　そこから先は、嗚お咽えつのせいで聞き取れなかった。


    　音羽は胸元に小夜歌を抱きしめた。一瞬、氷を抱いたのではないかと錯覚するほど体が冷え切っていた。


    　一体何時間こんな格好で音羽を待っていたのだろうか。


    　音羽は努めて明るい声を出す。


    「大丈夫よ、全然怒ってないわ。馬鹿ね、七歩はもっといい機種買ったから小夜歌にこれをあげたのよ。凄いのよ、なんか最近のゲーム機って映像が綺き麗れいで。あ、そうだ、今度一緒にゲームやりに来なさいよ小──」


    「──殺そう、音羽姉ぇ。一緒にあの人、殺そうよ」


    　驚いて胸に抱いた小夜歌の顔を見る。


    　ざらついて乾き切った声には、諦観と絶望が入り交じっていた。


    「言ってる意味……わかってるの？　一生をフイにするかもしれないのよ」


    「わたし、音羽姉ぇと一緒ならどこまででも、いいから……。一緒に行くから！」


    　背中に回された手に力が込められる。


    「小さ夜よ歌か……」


    　胸の中に温かいものが満ちて、音おと羽わは目をつむる。


    「わたしって卑ひ怯きよう者ね」


    「え？」


    「あなたのその言葉がずっと聞きたくて、聞きたくて仕方がなかったのに、わざと何度も辛つらい思いさせて。いまも試ためすみたいな質問までして」


    「そんなことない、音羽姉ねぇはわたしのこと、ずっと考えてくれていたから。わたしもご免ね。いままでずっと音羽姉ぇに打ち明けられなかったこと。だって打ち明けたら、音羽姉ぇ絶対にわたしのためになんとかしようとしてくれるから、それが怖かった」


    　音羽の胸の中から完全につかえが取れ、爽やかな風が吹き込んでくるような気持ちになれた。つまり自分たちは、お互いがお互いを思うがゆえに、行動が縛られていたのだ。


    　音羽は小夜歌を胸に抱いたまま、いつになくすがすがしい気持ちになれた。


    「もう隠し事はなしにしましょ。いま、言うわ小夜歌。──こんなわたしでいいのなら、地獄の底まで付き合って、お願い」


    　小夜歌ははにかむようにしながら、しかしはっきりと頷うなずいた。


    　千せん軍ぐん万ばん馬ばにも勝まさる援軍だ。音羽の中である確信が膨ふくらんでいく。


    　──できる。わたしたちなら、きっと完全犯罪を成なし遂とげられる。


    　蕭しよう々しようと吹きすさぶ寒風の中でも、腕の中のぬくもりが、音羽に寒いとは思わせなかった。


    



    　


    　寮の門限にはぎりぎり間に合った。


    　今日も今日とて遅かったことに七な歩ほは興味を示したので、正直に図書館にいたと言ったら、「勉強家ねぇ」と呆あきれられた。実際に勉強していたのは主要五科目でもなんでもなく、殺人の方法なのだが、こんなことを七歩に言うわけにもいかない。


    　洗濯物等を出して、時刻を確認すると、消灯まで残り少なかった。


    　音羽は着替えを持ってこぢんまりした暖簾のれんをくぐり脱衣所に入る。やはり時間が遅いので、脱衣カゴには誰の服も下着もない。


    　ボイラーの音が断続的に聞こえる以外はとても静かだ。自分が服を脱いでいく衣きぬ擦ずれの音だけが辺りに響いた。風呂場の戸をスライドさせると、立ち込める湯気が音羽の裸ら身しんを包んでいく。


    　二〇畳じようほどのタイル張りの空間は、音羽の貸し切り状態だった。


    　誰憚はばかることなく湯に肩までつかり両手を伸ばすと、開放的な気分になり、鼻歌でも歌いたくなる。下級生が一緒だと、頰ほおを赤らめながら自分に妙な視線を送ってくるので、羽を伸ばすという雰ふん囲い気きではないのだ。


    　風呂の使用時間は午後五時から九時までだった。そして現在は九時半、本来はもう入浴時間を過ぎているのだが、過ぎたからといって別段鍵かぎがかけられるわけでもなんでもない。これはまだ入寮して浅い一年生などは知らない情報だ。


    　ただし、消灯時間まで入っているといきなり電灯を落とされて真まっ暗くら闇やみになるのだが。


    　規律を破ることを覚えてはいけない。しかし規律を曲げることを覚えるのは、この寮で三年間を快適に過ごす上で必要なことだ。


    　音おと羽わは腕で湯を搔かきながら、思考を巡らせる。


    　今日は問題だけが山積みとなった形だった。


    　わずかに薬剤注射という光明が差しているが、これが決め手になるとは限らない。


    　費用は、必要とあらば手持ちの五〇〇万すべてをつぎ込んでもよかった。


    　だが書店で直接扇せん情じよう的な見出しがついた本を買うのは少しためらわれる。店員に顔を憶えられる危険があるからだ。同様に、図書館でも貸し出しをすると記録が残るので、借りるのは避けようと思っていた。


    　まだ二日目と言えば聞こえはいいが、あと三日以内に計画を立てて実行せねばならない。疎おろそかにしていい時間はない。


    　ゆえに当分の間はネットの知識と図書館だけでやりくりしていくしかないだろう。


    　あのあと、小さ夜よ歌かとは少し話し合った。


    　情報を共有するために、いま自分が考えている薬物注射の案を話していた。彼女は慎重な人間なので、自分が気付かない細部の瑕か疵しに思い至るかもしれないからだ。


    　小夜歌は光みつ代よ抹まつ殺さつ計画を遂すい行こうする上で、音羽に一つの条件を出してきた。


    　その条件とは、必ず二人で協力して殺すこと、だった。


    　つまり、音羽が光代を殺して、その間小夜歌はアリバイを作っておくという案は駄目だというのだ。泥を被かぶるなら一緒に、ということなのだろう。


    　嬉うれしくはあった。しかし光代を殺す際アリバイの確保がこれでますます難しくなった。二人分のアリバイの確保など到底無理だ。


    　勿もち論ろん、光代が首尾よく自殺ということで処理されればアリバイは必要なくなるが、殺人だと特定された場合、アリバイのない二人、特に義理とはいえ直接の家族である小夜歌は警察の容疑者リストの上位に入ることだろう。


    　参考人が重要参考人に格上げされる日も、そう遠くはないかもしれない……。


    　音羽は湯を掬すくって顔にかけた。


    　いまは後ろ向きな考えは捨てた方がいい。自殺で処理させるのだ。退路など必要ない。


    　とにもかくにも、薬物注射は塩化カリウムと注射器の入手が必ひつ須すになる。


    　塩化カリウムの入手は難しいことではない。


    　だが注射針となると、音羽でも自信が持てない。


    　音おと羽わは図書館閉館直前に見つけた、先が尖とがっていない針の通販サイトを思い出す。


    　──いけるかもしれない。


    　材質は本物と同じなのだから、要は注射針を研とぎ出し、先を尖らせることさえできれば問題ないのだ。


    　音羽は目を閉じ、深呼吸をした。


    　湯が浴槽から溢あふれるチャプチャプという音以外、完全に音の絶えた空間。呼気の立てる音すら罪深く感じる。


    　こんな贅ぜい沢たくを体験できるのは、これで最後になるのかもしれない。


    　音羽は三日以内に光みつ代よを抹まつ殺さつする。それが発覚すれば、手て錠じようがかけられ、まずは取調室で尋じん問もんされる。その後は審判を受けるために今度は家事審判官から何度も事実関係を問いただされるだろう。そうなれば二度と手足を伸ばして風呂に入ることは望めない。


    　熱い湯に身を浸ひたしながら、音羽は今日という日が終わっていくのを肌で感じていた。


    



    ３


    



    　お腹の辺りで震える、携帯電話のバイブレーター機能で音羽は目を覚ました。


    　目覚まし機能を止めると、横のベッドで寝ている七な歩ほを起こさないように着替え、カーテンをめくって外を見る。


    　朝日が黄色く滲にじんでいて、気温が低いのか霧きりが出ていた。


    　少し早く起きすぎたかもしれないと思いながらも、足音を立てないように下の階に降り外に出る。目指すは学校だった。


    　陽よう丘きゆうの敷地はぐるりと塀へいで覆おおわれていて、学校から近い正門と、寮から近い東門の二つしかない。休日を除いて、両方とも朝の六時半になるまで開門しないことになっている。


    　現在の時刻は六時なので、当然門は開いていないが、敷地内にいる寮生には関係のないことだ。


    　朝あさ露つゆに濡れた下草が朝日を受けて輝いていて、朝特有の清涼な空気が肺に満たされる。銀雲は緩ゆるやかに空を流れていて、空を朝焼けの朱と、澄すみ切った青が二分割していた。小鳥のさえずりがどこからともなく聞こえてくる。たまには早起きするのも悪くない。


    　眠気はなかった。人間は目覚ましなど使わなくとも、案外自分の意志のみで望みの時間に起きることが可能である。


    　昇降口脇、職員玄関から学校に入ると、音羽は一階の職員室を目指す。


    　音羽の睨にらんだ通り、校内は驚くほど静かだった。ここに来るまでにまったく人と出会っていないのがなによりの証拠だ。まだ暖房が入っていないのか、全体的にひんやりした空気が漂っている。


    　職員室にかかっている鍵かぎは、セキュリティ上非常に問題があると言わざるを得なかった。


    　一応は目立つ壁に番号付きでかけてあるのだが、そんなもの職員室に人がいない時を見計らって取りに行けばいいだけのことだ。


    　申し訳程度に横にバインダーがかけてあり、そこに挟まれた紙に持ち出し時間と姓名、返却時間を記入する欄がある。


    　当然音おと羽わは記入などせず、目的の鍵を摑つかみ出し、三階の第二理科室を目指す。


    　周りを確認してから鍵を差し込み、回す。シリンダー錠じよう特有の解錠音が響く。


    　中は半分カーテンが引かれ、薄暗かった。


    　目的の理科準備室に通じる扉を眺める。さすがに理科準備室の扉を開ける鍵は、職員室にかかっていない。担当教師が直接鍵を管理しているのだ。


    　だが音羽には秘策があった。足下にある収納棚の扉を開ける。


    　そこに四つん這ばいになり体を潜り込ませると、そのまま這って奥に進む。一メートル進んだところにある壁に手を当てると、壁だと思っていた反対側の扉が外側に向かって開いた。


    　向こう側──理科準備室に出てから、音羽は埃ほこりっぽさにむせ込んだ。


    　四つん這いになったので掌てのひらや足は勿もち論ろん、スカートや髪にまで埃が大量に付着し黒くなっていた。


    　だが、科学部の部長から教えてもらった情報は間違っていなかったようだ。収納棚は準備室と第二理科室を通じて共用になっており、たとえ理科室と準備室を仕切る扉に鍵がかかっていようと、収納棚を通じて行き来できるのだ。


    　気を取り直して準備室を眺める。正面の大机には、次の実験用にプレパラートの載った顕微鏡、試験管やメスシリンダーなどが乱雑に並んでおり、非常に散らかった印象を受ける。もし地震が起きたら大変な有様になりそうだった。


    　目的の薬品棚に手をかける。一応戸棚は鍵付きだが鍵はかかっていなかった。


    　扉に鍵を一つかけると、それで必要十分な安あん堵ど感を得てしまい、よほど大事なものでない限り、他に鍵をかけることを億おつ劫くうがってしまうものだ。ましてや、薄汚れた白衣を着た切り雀すずめで過ごす、ずぼらな沖おき田た教きよう諭ゆならなおのことだろう。


    　薬品を手に取って仔し細さいに眺めていく。


    　実験の試薬に使うであろう濃硫りゆう酸さんや酢さく酸さん、純水などの中に、それはあった。


    　そこには『塩化カリウム』という文字がラベリングされている。内容量は五〇〇グラムで、まだ一〇〇グラムほどしか減っていなかった。


    　音羽は蓋ふたを開けると、結晶化した物体を掌の上に取り出す。粒は小さくさらさらしていて、色は白い。においなどはまったくなかった。


    　これが、あの女を死に至らしめる死に神の姿なのだろうか。朝日を受けて輝くその純白の姿は、とても綺き麗れいだというのに。


    　しばらく見入ってから、ふと学校に不法侵入していることを思い出し、本来の目的を果たそうとする。


    　あらかじめ持ってきたプラスチックの蓋ふた付き容器に一〇〇グラムほど移して、蓋を閉める。


    　あまり一度に取り過ぎると、露ろ見けんする可能性があるし、これだけでも人間の致死量の五～六倍はあるはずだ。ないとは思うが、これ以上必要になることがあったら、またその都つ度ど取りに来ればいい。


    　時刻を確認して慌あわてた、早く戻らないと、寮の朝食の時間に間に合わなくなってしまう。


    



    　


    　音おと羽わがその足で寮に引き返した時、丁ちよう度ど七な歩ほが眠い目を擦こすって部屋の中を彷ほう徨こうしていた。


    「あんれぇー、音羽じゃ～ん？」


    　夢遊病のような足取りでそこら辺をうろつきながらこちらに顔を向けるが、その目はどこか焦点が合っていない。


    　ああまたかと思った。彼女の寝起きの悪さは札つきで、その割りを食うのはいつも同室の音羽なのだった。寝ぼけてうろついているのはまだいい方で、一度など壁に向かってしきりに歩を進めているという異常な光景に出くわしたこともある。


    「ほら、目を覚まして支度しなさいよ。そろそろご飯よ」


    「えへへッ、それって美お味いしいの？」


    　爆発した頭髪でやに下がった笑みを浮かべる。人じん事じ不ふ省せいの七歩を相手にしていると、大きな子供を持った母親の気分になってくる。


    　溜ため息いきをつきたい気分だった。肩を強く揺すって、彼女に顔を洗わせるまでが一勝負なのだ。


    　パンツごと寝巻着のスパッツをズリ下ろそうとする七歩をなだめながら、なんとか洗面所に送り出すまでに、およそ十分の時間を要した。


    「う～～」やら「あ～～」というゾンビみたいなうめき声が洗面所から聞こえてくる。それを確認しながら、音羽は鋭い瞳で虚こ空くうを睨にらみながらこれからの出方を考えていた。


    　どうやら、七歩は音羽が早く起き出したことには気付いていないようだった。


    　首尾よく塩化カリウムは手に入った。これで計画はまだ継続可能だとわかった。


    　光みつ代よを殺す上でのこちらのアヘッドは二つ。


    　一つは二人で殺人を行おこなうこと。一つはこちらの殺意を相手に気け取どられていないこと。


    　どちらのメリットも理由は判然としている。薬物注射の場合、途中で光代が注射の痛みで起き出したとしても、注射が終わるまで小さ夜よ歌かが光代を押さえつけることも可能だ。


    　それにあの女にしても、まさか自分を殺すための策さく謀ぼうが水面下で進んでいるなどとは夢にも思っていないだろう。不意を突くことも容易にできるはずだ。


    　その時、頭の中を黒い影のような考えがよぎる。


    「あれ？　いま……なにか？」


    　思わず口に出していた。だが、それがなんなのかわかる前に、さっとまとまりかけた思考が形を失い指の間からすり抜けていく。なにか、この計画に重要な見落としがあるような気がした。


    



    



    　マゼール女子寮の朝食は、トレーを持ってのセルフサービスである。朝食を食べるも食べないも寮生の自由裁量だ。体重を気にして朝食を抜く者も多いので、混雑することはそうない。


    　目が冴えた七な歩ほと一緒に食堂に行っても、さきほど指の間から抜けていった考えのことが頭の隅に引っかかっていた。


    　音おと羽わと七歩は窓まど際ぎわの四人掛けの席に陣取った。


    　音羽は挽ひき割り納なつ豆とうを取ったのに対して、七歩はメンチカツをチョイスしていた。


    「あなた朝からそんな脂あぶらっこいもの食べるの？」


    「朝に栄養を摂とらないと、昼までもたないのよ。音羽こそそんな小食でいいの？」


    「わたしは誰かさんと違って低燃費だから」


    「じゃあ体に溜たまりやすいわね。年喰ったらダイレクトに体型に反映されてくるわよ」


    「フン、そう言うあなたこそ、どこぞで遭そう難なんした時、そんなに燃費が良過ぎると真まっ先さきに飢うえて死ぬわよ」


    「どこぞで遭難することなんて、そうそうあってたまるもんか」


    　いつも通りの軽口で喋しやべっていると、横合いから「ご一緒してもよろしいですか？」という声が差し挟まれる。見ると若じやつ干かん恐きよう縮しゆくした様子で下級生二人組が声をかけてきた。


    「ええ、よろしくってよ」


    　音羽は生徒会長モードでにっこりと笑みを向ける。


    　七歩がぼそりと「ネコ被かぶってら」と言ったのは聞こえないふりをした。


    　最初こそぎこちない表情で音羽と七歩の間で視線をさまよわせていた下級生たちだったが、順応性が高いのか、少し話す内にうち解けた雰ふん囲い気きになる。


    「ここに来てもう半年以上経つわけですけどぉ、やっぱり最初は戸惑いましたよねぇ」


    「うんうん」


    　そばかすの浮いた少女が文句を垂たれ、若干赤味を帯びて見える頭髪の少女が肯こう定ていする。


    「たとえばどんな？」


    「なにからなにまでですよぉ。消灯時間から共同風呂、共同生活、いままであたし一人っ子でのびのび家で生活してたんで、そういうのに対して余計窮きゆう屈くつに感じちゃうんですよぉ～」


    「遅刻しなくなったのはただ一つの恩恵だけどね」


    「たしかにそうね」


    「あ、特に寮母のハナさんの生き真ま面じ目めっぷりは驚きました」


    「そうそう、あの人いっつも午後の八時ぴったりに沓くつ脱ぬぎのところでブラックリスト片手に待ってるんだもん。よその学校の友達とカラオケ行っただけで八時なんて余裕で越えちゃうのにさぁ」


    　七な歩ほと顔を見合わせ苦笑する。そう、昔七歩ともたしかこんな会話をしたことがあった。彼女たちも入学して早々ハナ寮母からのお説教を受けたらしい。


    「あなたたち気をつけなさい、ハナさんの場合、新しく入寮してきた新入生にお説教するのが生き甲が斐いみたいだから。しかもあれ、内申にも響くのよ」


    　そばかすの下級生が眉をひそめて舌を出した。


    「うげぇ～、趣味悪すぎぃ。会長、なんか外に出てても大丈夫なようにアリバイみたいなもの作れないものですかねぇ」


    「そんな推理小説じゃな──」


    　いんだから、と言おうとしたところで音おと羽わは驚きよう愕がくに口をつぐむ羽目になった。


    　光みつ代よを殺している時間帯、自分にはアリバイがない。


    　そう思い込んでいた。


    　だが、一つ簡単にアリバイを作る方法があった。


    　音羽と七歩がハナ寮母の目を欺あざむくために用意した林の中の伸縮式の梯はし子ご──あれはそのままアリバイ作りに転用できる。


    　マゼール寮の裏口は南なん京きん錠じようで固く閉ざされているので、基本的に正面玄関からしか出入りできない。だから、必然そこにハナ寮母が立っていることで、人の出入りをすべて把は握あくできることになる。


    　そしてハナ寮母は、大胆にも梯子を窓にかけて門限を誤ご魔ま化かす生徒がいることを知らないのだ。もしなにかの間違いで光代殺害の嫌けん疑ぎが音羽にかかることがあっても、アリバイを盾たてにそれを躱かわすことができる。


    　ただし、この方法には致命的な弱点がある。たった一人だけ、当日の音羽のアリバイが偽にせ物ものであることを知ってしまう人間がいるのだ。


    「ねぇ七歩、ちょっと聞きたいんだけど」


    　音羽は下級生に聞こえないように声を潜ひそめる。


    「あなた、例の梯子使いたい日ってあるのかしら？」


    　一瞬だけ考え込む仕草をしてから、やにわにパッと顔を明るくした。


    「ああそう、それなんだけどさ。明後日お願いしたいんだよね。中学の同期に合コンに誘われちゃってさぁ」


    「何時くらいに帰ってくるの」


    「それがねぇ、一次会のあとに二次会三次会と続くらしいから、一二時回ると思うのよ」


    　快かい哉さいを叫びたい気分だった。


    　音おと羽わが計画を実行しなければならないタイムリミットは明後日までなのだ。七な歩ほが出払った日、七歩より先に帰ってきさえすれば、当日の音羽のアリバイが偽にせ物ものであると証明できる人間は誰一人いなくなる。


    　見ると、なぜか七歩は音羽の顔をまじまじと見ていた。


    　心臓が大きく跳ねる。まさか、見み透すかされたのだろうか。


    「……ねぇ、どうしたの、七歩」


    「もしかして音羽、アンタってば──合コン一緒に行きたかったりする？」


    　肩すかしを喰らって脱力する。だが、同時に余裕が戻ってくるのがわかった。


    「まさか。わたしが男の人嫌いなの七歩も知ってるでしょ。合コンなんて死んでもご免するわ」


    　七歩は目に見えてほっとした表情になる。


    「だよね、そう言うと思った。いま凄い変な顔してたから、もしかして行きたいのかと思ったじゃない」


    　どんな顔をしていたのか聞くとやぶ蛇へびになりそうだったので、リアクションは差し控えた。


    　やがて、言ことの葉はが浮き立たないように慎重に吟ぎん味みしながら口を開く。


    「ねぇ七歩、合コンに行くのって明後日だよね？」


    「ん？　なんかあるの」


    「明明後日しあさつてはあるかもしれないのよ。明後日なら確実に部屋にいるから、存分に遅くなっていいわよ」


    「サンキュ音羽」


    「会長たち、さっきからなに喋しやべってるんですかぁ？」


    　蚊か帳やの外を喰らっていた下級生たちが不満げに唇を尖とがらせていた。


    「フフ、秘密よ」


    「えぇ～ずるぅ～い」


    　騒ぎ立てる下級生を尻目に、音羽はまたパズルのピースがはまる音を脳のう裏りで聞いていた。


    　七歩の不在はまさしく天の配剤だ。これで、後こう顧この憂うれいなく光みつ代よ抹まつ殺さつ計画の駒こまを進めることができる。


    



    　


    　計画はこの調子でつつがなく進行すると思っていた。


    　しかし──


    「音羽様ぁ、料理もできたんですねぇ、すごいですぅ、あたし感激ですぅ」


    「そのしなやかな指、制服の上からエプロンを羽織った姿も凜り々りしくてお美しい！」


    「嗚あ呼あッ！　箸はしよりも重いものを持ったことがないはずの音羽様が包丁を握るなんて、そんなことって！　そんなことってぇぇぇぇぇぇ！」


    　家庭科室の一画、エプロンを羽は織おって包丁を持った音おと羽わの姿を見て、次々と女生徒から歓呼の声が上がる。いつの間にか家庭科室に音羽を取り巻く人垣が形成されていた。


    　音羽は引きつった笑みでそれに応じる。


    「ありがとうね、みんな。でもそう注目されるとさすがに恥ずかしいわ」


    　音羽は素速く人垣の外にいる小さ夜よ歌かに厳しい視線を送る。小夜歌は、さっきからしきりに微苦笑を浮かべていた。


    　放課後、今日も授業が終わったらすぐに図書館に詰めるつもりだった。しかし、小夜歌が急に話があるからと言って引っ張ってきたのが、この家庭科室だった。


    　家庭科室は放課後になると『料理研究会』が使うことになっている。小夜歌に言われるがままにしていると、あれよあれよという間に音羽も飛び入りで料理を手伝う羽目になっていたのだ。


    　困惑した音羽を見かねた顧こ問もんの教きよう諭ゆが手を叩いて人垣を追い払ってくれたおかげで、ようやく解放される。


    　眉尻を上げ、準じゅん不ふ燃ねん材ざいを使ったテーブルの脇で野菜を洗っている小夜歌の元に大おお股またで歩み寄る。


    「どういうこと小夜歌、話って一体なに？」


    「相変わらずの人気者だね、音羽姉ねぇ」


    　音羽の心情を知ってか知らずか、小夜歌はニコニコと笑み崩れている。出鼻をくじかれ、思わず毒気が抜かれた。


    　釈然としないものを覚えながらも、さりげなく隣となりに並んで小夜歌を手伝う。初冬の冷たい流水に手を浸ひたすと、身が引き締まる思いだった。


    「今日はなにを作るの？」


    「紅べに鮭ざけの焼き物と味み噌そ汁しると付け合わせのおひたし」


    「へぇ、ここってお菓子だけ作ってるんじゃないのね」


    　小夜歌は楽しそうにほうれん草と三つ葉を洗ってボウルに入れていく。


    「今日は特別なんだよぉ。顧問の先生の実家から大きな鮭が三匹もきたから、使ってくれって。すっごい豪華だよ、春頃なんて地面に生えている野草だけで料理を作ってみよう、なんて企画もあったんだからね」


    「……わたし、料理研究会の予算配分、そんな不公平な額にしたかしら」


    「この調子だと来年は革かわ靴ぐつ煮て食べてるかもねぇ」


    「じゃあ再さ来らい年ねんになると麻あさ縄なわ煮てスープ作るのかしら？」


    「サバイバル部に改名した方がいいね。でも来年煮るのは教科書かも」


    「インクが溶け出すから体に毒よ。まあ、教科書には恨うらみ辛つらみがあるから、機会があったら教師連中に食べさせてあげたい気分だけど」


    　どちらともなくクスリと笑う。


    「で？」


    　音おと羽わは瞳をすぼめて峻しゆん厳げんな声音を出す。小さ夜よ歌かも、なんのことかと問い返すことはなかった。


    「うん、わたし昨日一日考えたんだけど、音羽姉ねぇまだ塩化カリウム使う方向で考えてるのかなって思って」


    「ええ、そのつもりよ」


    「無理……じゃないかな？　それって」


    　驚いて小夜歌の方を振り返った。


    「音羽姉ぇ、こっち見ない方がいいと思うよ」


    　はっとして再び視線を手元に戻す。


    　だが気もそぞろで手元に意識を集中できなかった。


    「どういうこと？」


    「ねぇ、もう一度確認していい？　自殺に見せかけて光みつ代よさんを殺すんなら、わたしが食事に睡眠薬を混ぜて、眠っている間に光代さんにカリウム塩溶液を注射するんだよね」


    　音羽は辺りを見回す。銘めい々めい分業して調理を行おこなっているので、辺りは騒がしくこちらの会話を聞きとがめられる恐れはないようだ。


    「ええ、遺書はこっちで作っておくし、塩化カリウムはもう手に入れたわ。針も当日までにはなんとかする。あ、もしかして痛みであいつが暴れて針が折れることを心配してるの？　なら大丈夫よ、練習はするし、注射が終わるまで小夜歌があの女を押さえててくれれば別に──」


    「──じゃあ、やっぱり駄目だよ。音羽姉ぇ、光代さんのどこに注射するつもりなの？」


    「どこってそりゃ──」


    　音羽はそこで小夜歌の言わんとしていることを汲くみ、目を見開く。


    　そうだ、この計画には致命的な欠けつ陥かんがある。


    　ぎり、と音を立てて歯を嚙かみしめる。


    「腕、ね」


    「……うん、そうなるよね、やっぱり」


    　自殺に見せかけるなら、彼女の腕に注射するよりほかにない。


    　一見非ひ力りきな音羽たちが毒物を使うことは理にかなっているように思える。だが、俯ふ瞰かんして見ると、この計画には障害になる大きな要素があった。


    　それは光代の腕の太さだ。日がな家でぐうたらしているせいであの女の体は太っていて、そのせいで四肢も太い。腕だけでかなりの太さになるのではないだろうか。


    　そうなると、当然、注射も困難なものになってくる。毒物に限らず、薬剤を注射する場合、心臓に還流する静じよう脈みやくを狙ねらうのが鉄則になる。皮ひ下か注射や経けい口こう投とう与よでは毒性が減じて、確実性に著いちじるしく欠けるからだ。だが、たとえ駆く血けつ帯たいで上腕を縛っても、あの腕から静脈を探すのは、かなりの困難を覚悟しなければならない。自分の腕を実験台にしていくら練習しようにも、本番とはまるで勝手が違うのだから参考になるかどうかすら怪しいところだ。


    　痛つう恨こんの思いだった。自分はいままで一体なにをしていたのだろうか。貴重な一日を机き上じようの空論を弄もてあそんでしまったのである。音おと羽わはようやくさきほど脳のう裏りをよぎった黒い影の正体に思い至った。


    　この計画に破は綻たんの兆きざしを感じていながら、音羽はそれを無視し続けた。そのせいで視野の狭きよう窄さくを生み、小さ夜よ歌かに指摘されるまでついにその不可能性に気付かなかったのだ。


    「音羽姉ねぇ、他の場所で注射しやすいところってあるの？」


    「……見つかりにくくて肉が薄い場所だと、くるぶしとか耳の裏とかかしらね。でも──」


    「──くるぶしや耳の裏に毒物注射して自殺する人なんていない、よね。それだと他殺だって宣伝してまわるようなものだし」


    「……そういうことになるわ」


    「ねぇ音羽姉ぇ、わたし、少し前に『痛くない注射針』が発明されたって聞いたことがあるけど、それなら寝ている光みつ代よさんを起こさずに成功するまで何度もチャレンジできるんじゃないかな」


    　音羽は弱々しい瞳で小夜歌を見、また視線を手元に落とす。


    「そういえば、小夜歌には言ってなかったかしらね。注射針は普通の人は買えないの。だからわたし、先が尖とがっていないものを手に入れてから、それを加工するつもりだったのよ。太い注射針ならなんとか自作できそうだけど、精密機器工場で作るような細いのは、折らないように注射することも含めて、素人しろうとがなんとかなるレベルじゃないもの」


    　この案は、成功率が低過ぎる。さきほどまであれほど輝いて見えた薬物注射も、いまはなぜこんなものに自分の命運を託そうとしていたのか不思議でならない。


    　拘こう泥でいしすぎた。つまるところ、そういうことなのだ。


    「…………ごめんね音羽姉ぇ」


    　しおれた小夜歌を見て苦笑する。


    「なんで小夜歌が謝るのよ。こういうのってトライ＆エラーでしょ。事前にミスがわかったんだからいいわ、本番で気付くよりもずっとマシ」


    　そう言いつつも、心中では振り出しに戻ったことへの焦あせりが渦うず巻まいていた。それを悟ったのか小夜歌が顔を伏せる。


    「延期するってことは、できないの？　悔しいかもしれないけど、お金は一いつ旦たんあの人の口座に振り込んで──」


    「──それは駄目」


    　思いがけず強い声が出た。


    「あの女はわたしたちの秘密を握っているのよ。あいつがそう長い間それを自分の中にしまっておくことなんてできないわ。お父さんに全部話しちゃったら、わたしたち終わりなのよ。その前に狩らなくちゃ」


    　光みつ代よを殺すことに、もはやなんの疑問も感じていない自分がいる。


    　揺るぎない目標はあるのだ。あとはそこに至るまでの方法だけだ。


    「はい、堂どう坂さかさん、紅べに鮭ざけお願いね」


    　その時、突然後ろから声がかけられる。見れば顧こ問もんの教きよう諭ゆが喜色満面で用意を終えていた。定年間近で、パーマをかけた髪には白いものが交じっている。


    　彼女の視線の先を追うと、長いまな板をさらにはみ出すほど立派な鮭と、その脇には大振りの包丁。


    「え、これはわたしがやらなければいけないの？」


    「そうよ、そのための特別ゲストだものね。春日かすが井いさんに聞いたわよ、あなた大きいお魚おろすのもできるらしいじゃない。いい主婦になれるわ」


    「はぁ……」


    　たしかに、母親と二人暮らしだった頃は、稼かせぎ手の母親の負担を減らすため必然的に音おと羽わが家事全般を行おこなうことになった。その中には当然料理も含まれていたので、一通りの料理をすることができる。


    「って待って小さ夜よ歌か、本当にわたしに料理させるためにここに連れてきたの」


    「あれ？　言ってなかった音羽姉ねぇ。一日中部屋に閉じこもって考えてるよりも、体を動かした方がいいかな、って思って……迷惑だったかなぁ」


    　上うわ目め遣づかいにこちらの反応を窺うかがう小夜歌を見て、表情を柔やわらかくする。


    「そんなことない、気が紛まぎれるわ」


    「そっか、よかったぁ」


    　顧問の教師が去っていくのを横目で確認すると、音羽は包丁の柄えを握り、鱗うろこがきらきらと輝く鮭に向き直る。鮭からは微かに磯の香りがした。


    「小夜歌、もう一度一緒に考えるの、手伝ってくれない？」


    　小夜歌の方を見ずにそう尋たずねる。


    「うん、いいけど」


    　音羽は流れるような手つきで背びれと胸びれ、尻尾しつぽを切り落とす。


    「薬物注射が使えなくなったいま、わたしたちは次の手を探さなければならないわ」


    「……うん。事故死か自殺に見せかける方法がいいんだったよね？　そしてわたしたちには腕力がないから、あまり力ちから業わざの犯行は向かない」


    「ねぇ、それなんだけど、本当にわたしたちには力業の犯行は無理なのかしら？　そこから考えてみましょう。たしかに薬物注射は女性にもできる殺人方法だけど、いま考えてみれば、性せい差さによる殺人事件にはいやな図式が存在すると思わない？」


    「どういうこと」


    「『男は撲ぼく殺さつ、女は毒殺』って言ってね、昔から、男は力があるから被害者を殴り殺したり絞め殺したりする場合が多いわ。それに対して、女が憎い奴を殺そうとした場合、昔からかまどを仕切ってる立場を利用して毒を使う場合が多いの。つまり薬物注射イコール毒として見ると、犯人は女性ですよ、って教えてあげるようなものじゃない？　やっぱり塩化カリウムはあまり実際的な方法じゃなかったのかもしれないわ」


    　話していると、思考がすっきりしていくのがわかる。昨日あれほど考えても出てこなかった薬物注射によるデメリットが次々と浮き彫りになっていく。


    　音おと羽わは鮭さけのえら横に刃を当てると、包丁の背の部分に手を添え体重をかけ、一息に断ち切る。ドン、と重い音がして頭が転がった。その断面は混こん沌とんとしていて、断ち切った背骨やエラ呼吸器などが一緒くたになったグロテスクな生首になった。音羽はそれを冷静な眼まな差ざしで見つめる。


    「ねぇ小さ夜よ歌か、本当に女性って力業の殺人に向かないのかしら。女性は家事をする手前、こういう風に血をよく見るから耐性がつくし……まあ月のモノだってあるじゃない？　刃物の扱いも男より上手じようずだわ」


    「でも、力は全然ないよ」


    　小夜歌はなぜか恐る恐る会話のキャッチボールをする。


    「それも、二人でやるなら話は別よ。二人いて、不意を突ける状況なら十分に暴力でも殺せるし、その状況から事故死に偽装することもできるかもしれないわ」


    　音羽は鮭の白い腹に刃を入れると、腹を真ま一いち文もん字じに裂く。中身を押し開いて、内臓を搔かき出した。血が臓ぞう物もつに絡まり合って、音羽の手から糸を引いて垂たれる。続いて血合い取りと呼ばれる、先端が鉤かぎ状に丸まった器具を鮭の腹ふく腔こうの中に突っ込んで、腹の内側から背骨の辺りに付着する血合いをガリガリと引っ搔いてこそげ落とした。


    「うん、たしかにそうだけど……」


    「乗り気じゃない？」


    　いたずらっぽく笑いながら問うと、小夜歌が慌あわてて首を振る。


    「そんなことない。音羽姉ねぇがするなら、わたしもそれでいいよ」


    「心配しないで、他にもっとスマートな方法があるのなら、そっちを使うことにするし」


    　だが具体的な殺人方法はとなると、二人ともなかなか妙案が出ず、頭打ちになってしまう。


    　そうこうしているうちに、周りに下級生が集まってきてしまい、結局その場では話が流れてしまった。


    　できあがった料理に、他の女生徒は互いを誉ほめながら舌した鼓つづみを打っていたが、音羽は一人その輪からはずれ、遠目から一団を眺めていた。慰なぐさみに料理を口に運んだが、味などわからない。


    　どうしてだか、はしゃいでいる少女たちがいやに眩まぶしく見える。


    　少し前まで、間違いなくあんな輪の中に自分もいた。


    　だが、音おと羽わはいま、堂どう坂さか音羽を演じている。あとで周囲に警察の手が回ってきた場合に備えて、なるべく不審な様子が表出しないように必死で普段の堂坂音羽を演じているのだ。


    　こんなこと、意識せずとも普段はできていた。では、自分を演じようとしているいまの自分は、一体何者なのだろうか。


    　音羽は首を振った。やめよう、意味がなさ過ぎる。


    　すべての答えは、春日かすが井い光みつ代よを葬った先にある。


    　そうすれば、なにもかも元通りになるのだ。


    　なにもかも。


    



    　


    　図書館に行く前に、龍りよう馬ま老人の病室に寄ることにした。


    　時間は一分一秒とて惜しいはずなのに、なぜ突然見舞いに行く気になったのか自分でもわからない。


    　計画の地ち歩ほを着々と固めていると思っていただけに、頓とん挫ざが思ったよりも堪こたえたからかもしれない。


    　スライドドアを開け病室に入ると、病院着を身につけた龍馬老人が、同じく病院着姿の小さな子供に構ってやっているところだった。だが、すぐにおやと思う。


    　一〇歳前後の少年は怒りの表情で龍馬を睨にらみつけながら「もういいよ、じいちゃんなんかに頼まないからッ！」と絶叫するや、音羽の脇を抜け、疾風はやてのように駆け去ってしまう。


    　龍馬老人は困ったように頭を搔かきながら、そこで音羽の存在が目に入り「おっ」と声を上げる。


    「ごきげんよう龍馬じいちゃん。調子はどうかしら？」


    「ふん、きやがったな。見舞いはいらないってあれほど言ったのによ」


    「その割りには随ずい分ぶん嬉うれしそうな顔してるけど？」


    「目の錯覚だよ」


    「減らず口が利きけるくらいには元気みたいね、はいこれおみやげ」


    　龍馬の好きな銘めい柄がらの煙草たばこを二箱差し出すと「お、悪わりぃな」と呟つぶやいていそいそと懐ふところにしまう。


    　音羽はさきほどの子供が走っていった方向に首を傾ける。


    「いまの子供どうしたの？　龍馬じいちゃんの隠し子かなにか？」


    「ハッハッハ、そうだよ、いままで黙ってたんだがおめぇの実の父親もオレなんだ。さあ娘よ、オレの胸に飛び込んでこい」


    「馬鹿なことばっかり言ってると、煙草たばこ隠し持ってること看護師さんに言いつけるわよ」


    「汚きたねぇぞ。これ握らせたのおめぇじゃねぇかよ」


    「言い訳は署の方でどうぞ。で、あの子供は？」


    　龍りよう馬まはバツが悪そうに再び頭を搔かくが、音おと羽わの視線に屈したのか、やがて口を開く。


    「下らん話だよ。あの子には同じ年くらいの入院友達がいるんだけど、喧けん嘩かしちまったらしくてな。オレに仕返し頼んできたんだよ」


    「あら、仲ちゆう裁さいくらいやってあげればいいのに」


    「馬鹿言え、仲裁なら喜んで引き受けてやったさ。あいつはオレにやり返してくれって言ったんだぞ。とんでもない腰抜けだ。最近のガキは甘やかされて育ちやがって、こういうのは一いつ遍ぺん気の済むまで殴り合わなきゃ駄目なんだ」


    「龍馬じいちゃんって、孫まごは猫かわいがりするタイプだと思ってたのに、意外とスパルタ教育なのね」


    「ふん、違ちげぇよ。あのくらいの年頃だけだろ？　気の済むまで喧嘩して、吐き出すモノがなくなってから、手を取り合えるのはよ。年を取ると、どんどん自分の意見を奥底にしまい込んで他人に見せなくなるからな、よくねぇんだよ」


    「…………」


    　その通りだと思う。現にいま、音羽が光みつ代よを抹まつ殺さつしようと揺るがざる決意を固めていることなど、龍馬は予想すらしないだろう。そして音羽はもう手を取り合う可能性など、とっくに放ほう棄きしている。あの女が音羽たちの秘密をさえずり始める前に、その口ごと、あの女の命を刈り取らねばならない。


    「誰の言葉だっけかな──いつだって怒りは無む謀ぼうをもって始まり、後悔をもって終わるんだとよ」


    「え？」


    　音羽は両目を見開き、龍馬を見た。胸の内を見み透すかすような発言に完全に虚を突かれた形になった。龍馬はそれを知ってか知らずか、懐かしむような遠い目をしながら続ける。


    「安易な解決って言うのは、いつか必ず自分が泣きを見る羽目になる。オレの父さんがいつも言ってやがった。幸福に急ぎ過ぎちゃいけねぇのさ。車や電車に乗って幸福を探しに出たって、あまりに景色が過ぎ去るのが早すぎて、きっと見落とす。人間ってのは、所しよ詮せん自分の歩く速さでしか物事の妙味を味わえないんだよ」


    　心が無性にざわつくのがわかる。


    「……なによそれ、抽ちゆう象しよう的過ぎて全然わかんないわ」


    「怒りは人間を駄目にするってことだよ。何事もどっしりと構えてなくちゃいけねぇ」


    「そんなの……間違ってるわ、そんなんじゃ全然駄目よッ」


    　考えるよりも先に言葉をまくし立てていく。妙に達観して喋しやべる龍馬に、音羽は言い知れぬ焦しよう燥そうを覚えていた。


    「一人怒りを我慢して耐え忍んだって、周りの人間はそんなこと汲くんじゃくれないし評価なんかしてくれないわ。それじゃよってたかって全部持ってかれちゃう！　戦わなきゃ駄目なのッ、屈くつ服ぷくしちゃ駄目なのよ！」


    「いいじゃねぇかよ、それはそれで自分から奪った分の幸せで、相手が喜んでくれる」


    「ッ……わたしは、そんな風には考えられない…………」


    「それはおめぇが若いからだよ。おめぇくらいの若造はいつも焦あせってるもんだ。心では焦ってるのに、楽な方楽な方に向かっていく自分が許せない、そんな自分が大嫌いで軽けい蔑べつしている。そうだろ？　そういうのがてめぇ自身を馬鹿な行動に走らせちまうんだ」


    　音おと羽わは初めて、目の前にいる老人の底の見えない笑みを、『怖い』と認識した。


    「なに？　悟りでも開いたの？」


    　必死で茶化そうとするも、龍りよう馬まはそれを聞き、骨っぽく笑うだけだった。


    「年の功だよ。うちの婆ばあさんが死んじまった時は、悲しくて悲しくて、どれほどあとを追おうと思ったかわからねぇけど、そんなオレでも、生きていればこの年になって色々見えてくるものがある。おめぇがなにを悩んでるのかは知らねぇけどよ、他人の馬鹿を笑って許せる心だけは忘れちゃいけねぇ」


    　これ以上、この老人といるのが耐えられなかった。


    「龍馬じいちゃんは、失うものがないからそんな能天気なことが言えるのよッ」


    　そう言うと、踵きびすを返して病室を出る。「かもなぁ！」という陽気な声が背中に追いすがってきた。


    　音羽は急ぎ足で病院の廊ろう下かを進んでいく。


    　名状しがたい怒りが全身を焦こがしていた。


    　屈服するわけにはいかない、妥だ協きようするわけにはいかない。


    　小さ夜よ歌かの未来を守るため、世界でたった二人になろうとも、戦うんだ。


    



    ４


    



    　日に本ほん十じつ進しん分ぶん類るい法ほうに基づいて整然と並ぶ書架の山は、焦る音羽を嘲あざ笑わらうかのように屹きつ立りつしていた。


    　足音を吸収する分厚いカーペットの上を歩きながら、音羽は月つき森もり図書館をさまよう。


    　気分的には再び昨日に逆戻りしたようだった。これでは駄目だ、茫ぼう漠ばくと図書の海を漂うのではなく、彼女を殺せる現実的な方法を策さく定ていしなければ。


    　だが薬物注射よりも現実的で確実性のある殺人方法が本当にあるのだろうか。


    　いっそのこと図書館内にある調査相談レフアレンスサービスを使ったらどうだろうか。「妹の継まま母ははを殺したいのだけれども、完全犯罪におすすめの図書はないかしら？」と。


    　そんな益やく体たいもない考えを弄もてあそびながら、図書の間を流していると、ふと一冊の本が目に留まる。


    　過去に起こった有名な事件の報告文学ルポルタージユだった。


    　表題を見ただけではなんの事件か思い出せなかったが、中を目で追うと、たしかにこんな事件があったと思い起こさせる内容だった。古いものでは、音おと羽わが子供の頃に起こった事件もある。


    　しかしどれもマスコミが好きそうな扇せん情じよう的な事件ではあるものの、巧こう緻ち極まる殺人方法やら、前人未踏のトリックを使ったというわけではない。


    　本を戻し、さらに視線を横にスライドさせていくと、今度は『月つき森もり連続バラバラ殺人とはなんだったのか？』というタイトルが目につく。装そう丁ていがあまり毒々しくなく、インテリな著者のプロフィールに好感を覚えたのがきっかけでパラパラとめくってみる。


    　ニュースでは、公表されなかった事実がいくつか載っていた。


    『日本中を震しん撼かんさせた、月森連続バラバラ殺人の死体の解体方法には際きわだった特徴があった。一つは、必ず死体を七つのパーツに分解していることが挙げられるだろう。首、左腕、左足、右腕、右足、どれも付け根の辺りから切断されている。切断痕はノコギリ状の細かい刃で肉を挽ひき切ったようなものもあれば、はたまた渓けい流りゆう鉈なたで切り落としたようなすっぱりとした痕も確認されている。これらは犯行によってまちまちで一貫したものがない。


    　この連続バラバラ殺人で特筆すべきは、残る胴体部分から内臓を丸ごと取り出す工程があるということに尽きる。これでパーツ数は全部で七つとなる。


    　犯人はなぜこんなことをしたのだろうか？　諸説あるが、私はここに一つの可能性を提示したい。


    　犯人の思惑──あるいは妄もう執しゆうと言い換えてもよい──はどうであれ、内臓を取り去るという行程には、一つの厳然たる事実がある。


    　これは、非常に効率のよい重量分散方法なのだ。


    　今いま更さら語るまでもないことだが、分解したパーツの内、一番重いのはやはり胴体だ。人間の首と両手両足を落としたところで、まだ胴体にはかなりの重量が残っているのではないだろうか。


    　ならばより体重に偏かたよりをなくすにはどうすればよいのか。その答えが内臓を取り去ることである。小腸と大腸を合わせた長さが七メートル前後もあることからも、そのことは容易に想像していただけるはずだ。


    　つまり、一部で囁ささやかれているように、犯人が自みずからを喪そう失しつしているような異常者や、パラノイアの類たぐいでないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。


    　犯人は高い知識を剣に、冷酷な自覚を盾たてにしながら、注意深く、計算高く、殺人を断行しているのである』


    



    　


    「パソコン室での飲食は禁止です、寒ければ言ってください、暖房を入れますから。ではごゆっくりどうぞ」


    「ありがとう」


    　年若い女性の司し書しよは笑顔で一いち揖ゆうすると、パソコン室を出て行く。


    　音おと羽わは女性司書を見送ってから、鞄かばんを脇に置いてパソコンの電源ボタンを押し込む。よたよたと危なっかしい挙動ながらも起たち上がっていく。


    　今日は初しよっぱなから誰一人パソコン室にいなかった。いまや一人一台パソコンを持っている時代なので、わざわざ図書館まで来る人間は稀まれなのだろう。


    　結局音羽がとったのは、昨日と同じくパソコン室を借りることだった。


    　人間が築いてきた叡えい智ちの結晶も、望む知識を情報検索できなければ、まるで意味がない。


    　図書館の本で検索できるのは、タイトルと出版社と本の年代だけで、中身に触れるものではない。


    　やはり望む知識をダイレクトに得ようとすれば、ネットの検索エンジンに打ち込んだ方が近道になるのだ。


    　音羽はネットをメイン、本をサブにしようと決めていた。


    　だが、音羽の心中は複雑だった。頭ではやらなければと思うのに、肝心の手が動いてくれない。ディスプレイはさきほどからネットの検索エンジンを表示したまま、微み塵じんも動いていなかった。


    　こうして薬物注射の計画が破は綻たんしたいま、小さ夜よ歌かの言う通り一いつ旦たんあの女に金を払ってでも、計画を練る時間を確保するべきではないのか。


    　一瞬浮かんだ考えを振り払う。馬鹿な、それは光みつ代よの前で膝ひざを屈し頭こうべを垂たれるようなものだ。


    　ふと、龍りよう馬ま老人の言葉を思い出し、苦い思いが胸の中に広がっていく。


    『心では焦あせってるのに、楽な方楽な方に向かっていく自分が許せない、そんな自分が大嫌いで軽けい蔑べつしている。そうだろ？　そういうのがてめぇ自身を馬鹿な行動に走らせちまうもんさ』


    　そんなわけがない。髪を振り乱して否定する。だが心中では誰よりも龍馬老人の言葉に頷うなずいている自分がいる。


    　いますぐなんとかしなければと焦る自分と、それとは相反して楽な方楽な方に流れていく自分の弱さ、そしてそれを唾だ棄きする心。それは自分の半生そのものと言えた。


    　あの女を始末することを決めるのだって、遅過ぎたのだ。もうこれ以上の延期はない。それにこうして迷っているいまも、小夜歌は光代の怒りをなだめるための、人ひと身み御ご供くうになっているかもしれないのだ。彼女にとって、光代の問題は現在進行形の恐怖だ。


    　その小夜歌に向かって「やっぱり計画は延期にしましょ」などと能天気なことを、どうして言えるだろうか。


    　失敗すれば二度目はない。だからこそ、いまは殺意の牙きばを研とがなければならないのだ。


    　音おと羽わの双そう眸ぼうが冷たい輝きを取り戻していく。


    　小さ夜よ歌かを解放しよう。


    　そのためにはどんな冷酷な殺人鬼にだってなれる。たとえば、月つき森もり連続バラバラ殺人事件の犯人のように。


    　深呼吸をして気を落ち着くのを待ってから音羽は、改めて今回の抹まつ殺さつ計画の外郭アウトラインを考え直す。


    　自殺に見せかけて殺す方法に、行き詰まり感が漂い始めているのは音羽も感じていた。


    　もしかしたら自分は、最初の分岐点からして間違えていたのではないだろうか。


    　そもそも、どうして自分はここまで自殺に偽ぎ装そうして殺すことに拘こだわっているのだろうか。


    　最初自分は、警察庁のＨＰホームページを見て、殺人事件の検挙率が高いことから、自殺か事故に偽装して殺すことを決めたのだ。そして薬物注射での偽装自殺がいけそうだったので、事故に偽装する可能性をいつの間にかどこかに置いてきてしまっていた。


    　音羽は画面に向き直ると、キーボードをタイプしていく。


    　しばらくキーワードを打ち直しては目的のサイトを探す作業に没ぼつ頭とうした。


    　やがて当たりを引くのがわかった。そこは厚生労働省のサイトだった。


    『家庭内における主な不慮の事故の種類別にみた年齢別死亡数・構成割合』そう書かれた統計データを見つけたのだ。


    　そこには主に家の中で事故死した人間の数と年齢、どういうケースで死んだのかを列挙した表だった。


    　音羽は背もたれに体を預けて、顎あごに手を当てる。


    　家の中に的まとを絞ったのにはそれなりに理由がある。


    　たしかに最も簡単なのは、鈍どん器きで殴り殺すなりなんなりして、その死体を車に積んで藪やぶの奥深くに分け入ってから、野犬に掘り返されないレベルまで深く埋うめてしまうことだ。


    　小夜歌に捜そう索さく願ねがいを出させたところで、警察が本気であの女を捜すようなことはないはずだ。


    　しかし、この方法は現実味が薄い。


    　オートマ車なら、素人しろうとがぶっつけ本番で動かしても割りとなんとかなるという話を聞いたことがあるが、肝心要かなめの車がどこにもない。光みつ代よも自家用車は所持していないのだ。もしその問題がクリアされても、またしてもネックになるのがあの女の体重だ。


    　八〇キロ強の女の体重をトランクに積み込むのは、たとえ小夜歌と共同の作業といえど、かなりの重労働になるだろう。


    　外出先で殺すにしても、あいつは外出することはあまりないし、どこに行っているのかも判然としない。と、なると殺やるのは必然家の中でということになる。


    　幸さいわいこれには、小さ夜よ歌かという心強い味方がいるので、内装を詳細に把は握あくしていない音おと羽わにも勝ちの目はある。


    　音羽は厚生労働省の『家庭内における主な不慮の事故の種類別にみた年齢別死亡数・構成割合』を仔し細さいに眺めていく。


    　一口に家庭内での死亡と言っても、焼死、溺でき死し、墜つい落らく死し、熱傷による死、毒物や劇物の誤ご[image: ]えん、喉のどに物を詰まらせての気道閉へい塞そくや、果てはガスまである。


    　死因別の中で、実際に事故死に偽ぎ装そうして殺すのが都合がよい方法をいくつかピックアップしてみる。


    



    ・階段及びステップからの転落及びその上での転倒


    ・建物又は建造物からの転落


    ・不慮の溺死及び溺水


    ・浴槽内での溺死及び溺水


    ・煙・火及び火炎への曝ばく露ろ


    ・建物又は建造物内の管理されていない火への曝露


    ・その他のガス及び蒸気による不慮の中毒及び曝露


    



    　表を見ていて気付いたことがある。


    　犠ぎ牲せいになる人間のほとんどが老人と赤子である。特に風呂場での溺死や溺水、転落死、不慮の窒ちつ息そくなどの項で足腰の弱った老人の死亡数が際きわだっていた。


    　その中間層、若い一〇歳から四四歳までの人間は、ほとんどの家庭内の死亡とは無縁だ。あえて探すとすれば、『有害物質による不慮の中毒及び有害物質への曝露』『煙・火及び火炎への曝露』、つまり焼死や劇物による死のみ、年齢の偏かたよりなく死亡していることになる。


    　音羽はピックアップした方法を改めて眺めてみる。事実上墜落死、溺死、焼死、ガス中毒で絞られたことになる。


    　さて、この中からさらに絞っていくことになるのだが……。


    　音羽は、傍かたわらにある一冊の本の背表紙を指でなぞる。図書館の本特有のビニル加工されたつるつるした感触。


    　これはこの前薬物注射の着想を得た、世界の刑罰を網もう羅らした本だ。


    　あの時は、薬物注射の可能性に思い至った瞬間、用済みとばかりにほっぽり出していたのだが、こうして再び苦境に陥おちいったいま、藁わらにもすがる思いで持ち出していた。


    　奥付を見ると、この本が寄き贈ぞう書しよであることを示すスタンプが押されていた。


    　なぜか、音羽には胸騒ぎにも似た直感があった。この本に、音羽の求めている回答があるという直感が。


    　薬物注射の次の項をめくると、その先にあるのは電気椅い子すの項だった。さすがに、電気椅子は役に立たないだろうと読み飛ばす。次の銃殺刑も、銃社会ではない日本ではまるで現実味のない方法だった。


    　そして最後の項、絞こう首しゆ刑けいの項にさしかかったところで、ある一文が目に留まる。


    『絞首刑は日本の死刑にも用いられている代表的な方法だが、実際どういうプロセスを経へて罪人が裁さばかれているか知っている人間は少ないのではないだろうか。


    　と、言っても映画等で中世に行おこなわれた首吊り刑を見たことがあるのならば、理解はそう困難なものではない。映画では、罪人は木でできた階段付きの台を上って、首に縄をかける。


    　それを見届けた刑けい吏りが仕掛けを作動させるためのロープを切ると、足場が落とし穴状に開き、足場を失った罪人は宙づりになり、首に縄が食い込んで気を失う。もしくはスタンダードに刑吏が足場を蹴飛ばすパターンもある。


    　ここで大いなる誤解を先に解いておこう。首吊りは首が圧迫されるので苦しいものと思うかもしれないが、実際そんなことはない。首を吊るとほぼ一瞬で意識が刈り取られ、周りに助けてくれるものがいなければ、そのまま十分ほど経つと、ほぼ確実に死んでしまう。


    　現代の首吊り刑制度で中世と違うところがあるとすれば、それは殺した者をわからなくするシステムだろう。


    　複数人による絞首刑執行人たちは、遠隔操作で同時に刑罰執行のボタンを押して、誰が殺したかわからない匿とく名めい性を得る。これによって刑吏はストレスで参ってしまうのを防いでいるのだ』


    　ふと、小さ夜よ歌かに突きつけられた条件の一つを思い出す。


    　殺人を行うならば、二人で行うこと。


    　あの時は、気弱な小夜歌が自分も直接殺人行為に荷か担たんするという強烈な宣言の方に気をとられ、その中身まで吟ぎん味みする余裕はなかった。


    　しかしいま考えてみると、これは非常に理にかなっている。


    　人を呪のろわば穴二つと言うべきか、一人で計画し一人で殺した場合、当然跳ね返ってくるすべての罪悪感も一人で抱え込む羽目になる。二人で一緒に殺して秘密も罪悪感も等分するのは、非常に合理的な判断だった。


    　小夜歌がそれを見越して喋しやべっていたのかは怪しいところだが、音おと羽わとしても小夜歌の提案を全面的に受け入れることにやぶさかではない。


    　と、その時、突とつ如じよ閃ひらめきが音羽の脳のう裏りで弾はじける。


    「あッ」


    　気付けば、思わず勢いをつけて椅子から立ち上がっていた。全身の産うぶ毛げが歓喜に総毛立つ。


    　ある。春日かすが井い光みつ代よを殺す方法が、ある。


    　複数人での殺人方法──


    　殺人による罪悪感リバウンドの減げん殺さい──


    　そして万が一にも、殺し損そこなうことがない確実性──


    　この要項を完かん璧ぺきに満たす方法が、一つだけある。


    　──その方法において、光みつ代よ抹まつ殺さつ計画は完成を見た。


    　音おと羽わは、あまりに単純な方法に笑ってしまった。


    　あとは、その方法が本当に殺傷能力が十分であるかたしかめるだけだ。


    　居ても立ってもいられず、携帯電話を取り出し電話をかける。コール音が鳴っている間『図書館内では、携帯電話の電源を切る』というポスターが目に入って、ようやくここが図書館内であることを思い出すほどだった。


    　相手が出る。息急せき切って叫んだ。


    「小さ夜よ歌か、いま家？　あいつが寝てるのなら、わたしをこっそり家に入れて欲しいの！」


    



    　


    　春日かすが井い家けの扉を小さく三回ノックすると、示し合わせた小夜歌が鍵かぎを開けて音羽を招しようじ入れてくれた。


    　事情を説明せずに突然の電話だったので、小夜歌は若じやつ干かん困ったような顔をしていたが、音羽が自分のアイディアを話すと、一も二もなく協力してくれた。


    「音羽姉ねぇ、本当にこれでいいの？」


    　頭上から声量を絞った小夜歌の声が聞こえてくる。


    　見ると、吹き抜けになった天井にほど近いロフト階、そこから、一階にいる音羽に向けてスチールメジャーが垂たれ下がってきていた。言うまでもなく、上の階からメジャーを垂れているのは小夜歌である。


    　音羽は、目の前で揺れるメジャーをしばらく眺めていた。


    　まるで芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの『蜘く蛛もの糸』だ。これは犍かん陀だ多たならぬ、堂どう坂さか音羽にさしのべられた救いの糸なのかもしれない。


    　これを摑つかめば、果たして地獄から抜け出せるのだろうか。この糸が天上の世界に繫つながっているなどという保証などないというのに。


    　音羽はすべての感情を仮面の下に押し込めて、メジャーを地面に当て小夜歌に合図を送る。


    「えーと、七メートル八九センチあるよぉ。……やっぱり高いね」


    「ありがと、ちょっと待って。いま行くから」


    　二階に上がり、さらにロフト階に続く階段を上ると、小夜歌が面おも持もちに緊張を湛たたえて待っていた。


    「音羽姉ぇ、どうだったの？」


    「いけると思うわ。多分殺せる」


    　短く告げる音おと羽わを見て、小さ夜よ歌かの顔が見る間に華やぐ。


    　それを見て音羽は微妙な心境になった。思わず疑問が口を突いて出てしまう。


    「小夜歌……あなたはいいの？　仮にも育ての親を殺すのよ」


    　音羽の心配をよそに、ことのほか、軽妙に小夜歌は答えた。


    「いいよ。もう決めたから。音羽姉ねぇとどこまでも一緒に行くって。音羽姉ぇあの時言ったよね、地獄の底まで付き合ってって。わたし付き合うよ、どこまでも」


    　音羽はぽかんと口を開けてしまった。


    　なにをかいわんや、だ。小夜歌はとうに肚はらを決めている。それだけのことだったのだ。


    「そうね……そうだったわね。いまの質問は忘れてちょうだい」


    「うん、──で、やっぱりこの方法を使うの？」


    　音羽はロフト階にある腐りかけた手すりを眺めてから、小夜歌に視線を戻す。


    「ええ、これでいくわ」


    　音羽が光みつ代よを処刑台に送る方法として選んだのは、死因コード、Ｗの一三『建物又は建造物からの転落』だった。


    「説明して音羽姉ぇ、どうして他の方法じゃなくて、転落死なの？」


    「そうね……あなたには説明しておかなければね。家の中で起こって不自然じゃない事故に偽ぎ装そうして殺そうと思った時、やっぱりそれはありふれた死因でなければ駄目だと思うの。この場合のありふれているっていうのは、発生件数が多くて、起こっても不思議ではない事故死のことよ。一応事故死の場合、事件性がないか警察は現場検証するだろうから、それを躱かわせる公算が高くなくては問題外だもの。そこで候補に挙がったのが風呂場での溺でき死し、ガス中毒とか。あ、火災による焼死の方向でも考えてたわ」


    「どうしてそれだと駄目なの？」


    「溺死は簡単、たとえ酔い潰つぶした状態を二人で襲っても、あいつの腕力だとはねつけられる可能性があるでしょ？　それと、ガスと火災だけど、これはたしかに魅力的だったわ。細工さえしておけば、わたしたちが外でアリバイを作っている間にあいつが死ぬ、つまり遠隔殺人ができるからね。でもこれも駄目。火災なら、煙草たばこの不始末が代表的な理由になるけど、あいつは煙草を吸わないから、そうなると火元となって怪しくない場所はキッチン一本に限定される。でも考えてもみて。たとえあいつが寝こけていても、キッチンから出た炎や煙が足下に迫ってきてもグースカ寝てるなんてことないでしょ」


    「でも、睡眠薬を使えば──」


    「──それは必ひつ敗ぱいの悪手ね。最初のプラン通り自殺に偽装して殺すのだったら、解かい剖ぼうした時体内から睡眠薬が検出されても別段おかしくはないけど、事故で死んだはずの人間の体から睡眠薬が出てきたら、ちょっとおかしいって思うんじゃないかしら？」


    「あっ」


    　小さ夜よ歌かは口を手で覆おおう。


    「そういうことよ。ガスも、必殺とは程遠いと思うの。だってキッチンから発生したガスが家の中を充満してあいつが死ぬとしたら、家の中が密閉されてなければならないでしょ。それに人間って割りとにおいに敏感なところがあるから……ほら、アンモニアを気を失った人に嗅かがせて気付け薬に使うっていうのは有名な話だし、そうなるとあいつが異臭を嗅ぎつけて起きてしまうことになりかねない。ガスと簡単な発火装置を組み合わせて家ごと燃やして殺すのなら、燃え跡から発火装置が見つかっちゃったらアウトだから気をつけなくちゃいけないけど、爆発の具合を自分でコントロールすることなんてできないから、どんなに失敗する確率を下げようとしても、運任せになってきちゃうところがでるでしょ。仮にもわたしたちの人生がかかってるんだから、不確定要素が絡むのは問題外としか言いようがないわ」


    　小夜歌は、音おと羽わの話に感心したように、しきりに頷うなずいている。


    「それで、転落死なんだね」


    　音羽は無言で頷いた。


    　光みつ代よに話をつけるためにこの家に上がった時、ロフト階に腐りかけの手すりを見つけたのは、僥ぎよう倖こうだとしか言いようがない。


    　ノコギリで切れ目を入れたわけでもなく『ただ自然に腐って脆もろくなった手すり』なのだ。たとえそこに音羽と小夜歌の悪意が上乗せされ、手すりごと三階のロフト階からあの女が落下して死のうとも、警察の現場検証では絶対に事件性は立証できない。万が一小夜歌が捕まるような事態になっても証拠がない以上、不ふ送そう致ちになるのはまず間違いなかった。


    「メジャーで一階までの高さを測ったのは、なにか関係があるの」


    「大いにあるわ。ロフト階から一階までは大体八メートル弱あったじゃない？　山岳部の部長に聞いたことがあるんだけど、人間って高さ一五メートル以上の高さから落下したら、誰であろうとまず助からないから、この境界から上のことは『レッドライン』って言われてるの。この場合、たとえ致死高の半分と少ししかなくても、地面が固いフローリングだっていうことと、あの女の肥満体質が徒あだになって、かなり強い力で打ちつけられるはずよ。わたしはこれで十分だと思うわ」


    　少しでも確率を上げるのなら、やはり頭から落ちるようにして突き落とすべきだろう。八メートルから落下して、なおかつ頭部から落ちれば、生存は絶望的だ。欠点としては、死体が少しグロくなることくらいだろう。


    　ガリレオがピサの斜塔で行おこなった実験よろしく、あの女は約９・８m/[image: ]の速さで、二秒以内に地面に叩きつけられ、不幸にもこの世から抹まつ殺さつされるのだ。


    「凄いなぁ、音羽姉ねぇってなんでも知ってるね」


    　小夜歌から羨せん望ぼうの視線を受ければ、悪い気はしなかった。


    「生徒会長として、これくらい知ってて当然よ」


    　小さ夜よ歌かが苦笑する。


    「生徒会長関係あるのかなぁ。ん、でも、結局無難な方法に落ち着いちゃったね」


    「それは違うわ小夜歌、あらゆる可能性を検証して、結果としてシンプルイズベストが間違っていないことが証明されたと見るべきじゃないかしら。証明に貴重な二日間を使ったとしても、惜しくはないわ。──と、まあ説明はこれくらいだけど、なにか見落としとか気付いたことあったかしら？」


    　小夜歌は微笑を浮かべながらゆっくりと首を振った。


    　そして一瞬遠い目をしながら天窓の向こうにある青空を見た。


    「成功するよね、きっと」


    　音おと羽わは小夜歌のほっそりした肩に手をかける。触れた瞬間彼女の肩がぴくりと動いたが、やがて緊張がほぐれていくのが掌てのひら越しにわかる。小夜歌の肩けん胛こう骨こつの辺りに頰ほおを当てると、温かい血流の流れと、日向ひなたのような小夜歌の匂いが鼻び孔こうに広がった。


    　音羽は目ま蓋ぶたを閉じ、しばらくそうやっていた。


    「あの女にひどいことされてない？」


    「うん、大丈夫だよ」


    「明後日だから……明後日になれば全部終わるから。大丈夫よ、終わってしまえば、きっと一瞬なんだから、ね？」


    



    ５


    



    　目覚まし時計が律りち儀ぎにも午前七時半に鳴り出したと思った次の瞬間、バチンという音とともにアラーム音は沈黙していた。


    　毎朝のことなので、さすがに音羽は目を覚ましている。


    　あの女を殺すまでの猶ゆう予よ期間、その最後の一日が始まったのを音羽は知った。


    　もう一日かかるものだと思っていただけに、昨日一日で計画のほとんどがまとまってしまったのは誤算だった。


    　これ以上、緊張した日々が持続するのは正直いやだった。できることなら今日の内に殺してしまいたい。だが七な歩ほが合コンに出かけて一二時まで帰ってこないのは明日の話だ。アリバイを確実に確保する必要がある以上、計画を前倒しして実行することはできない。


    　決して意識すまいとしてきた緊張が、いまこの瞬間も心臓に鞭むちをくれる。


    　心の中でまだしつこく計画延期を訴える自分がいる。


    　音羽は歯を嚙かみしめた。


    「むにゃ……だからアンチョビはやめろって言ったのに……………………」


    　びっくりして隣となりのベッドを見ると、寝ね坊ぼ助すけルームメイトは意味不明なことを呟つぶやきながら、枕まくらに両腕を回していた。


    　音おと羽わはおかしくなって口元が緩ゆるんでしまう。


    　彼女こそ、毎日目覚ましのアラームを一瞬で止めてしまう犯人である。


    　白熱した百人一首もかくやという速度で伸びてきた七な歩ほの腕が、アラームが鳴るや鳴らぬやという間に目覚まし時計を止めているのだ。どうやら七歩は脊せき髄ずい反射でアラームを止めることができる稀け有うな能力が身に備わっているらしい。


    　計画が前倒しにできない以上、自分にできることは普段と同じように、生徒会長堂どう坂さか音羽として一日を過ごすことである。


    　寝巻着から服を着替えて、洗面台で顔を洗い身支度を調ととのえると、七歩を強制的に叩き起こして、食堂に行った。


    　しょぼしょぼした目で「なにすんのよぉ」と恨うらみ言をこぼしていた七歩も、食堂から香ってくる焼き魚のにおいを嗅かぐに連れ、段々と意識が覚醒してきたらしい。呆あきれ果てるくらいに即物的な性格だ。


    　七歩は鯖さば煮込み定食を取り、音羽は焼き鮭ざけの定食をカウンターで受け取る。


    　湯気の向こうに、白い割かつ烹ぽう着ぎ姿のハナさんを見つけて挨あい拶さつをすると、その数倍の大だい音おん声じようで陽気な挨拶を返された。


    　彼女には明日、音羽のアリバイを証明する証人になってもらうのだ。挨拶くらいで覚えがよくなるのならいくらでもしよう。


    　食事を片づけてから、七歩と並んで学校までの短い距離を歩く。この時間帯が生徒の登校のピークになるので、三さん々さん五ご々ごにかたまっての登校になる。時折音羽たちを追い抜く人影が自分の存在に気付くと「会長、おはよう」「音羽様、ごきげんよう」などと様々な挨拶を投げてくる。


    　教室に鞄かばんを置いてしばらくすると、教師が入ってきてＨＲホームルームが始まった。


    　いざ授業が始まると、ことのほか勉強に集中することができたのが、唯ゆい一いつの救いだった。


    　時折小さ夜よ歌かの方を見ると、小夜歌も自分の方を見ているという状況が何度となくあった。


    　心なし彼女の笑顔に虚勢の影を見て取ってしまう。


    　音羽はふと思い立ち、久しぶりに携帯電話を繰くって、彼女に『幻想郷冒険録』の続きを書いた。


    　あらすじはこうだ。


    　ラングミュア王国の隣国の一つ、バスタルビュア帝国は、戦争が大好きで、いつも戦いに明け暮れていた。


    　そんな中、バスタルビュア帝国は満まんを持じして新兵器を開発することに成功する。それは鋼鉄の体を持ち、銃弾や砲弾をもはね返す無敵の人型ロボットだった。けれども、御おん神がみ様さまの手違いで、開発されたロボットのうち一体が『真心』を持って生まれてしまう。


    　人を殺すことに良心の呵か責しやくを覚えたロボットは戦場から逃げ出してしまい、そこでマリーとエミールにばったり出くわす。


    　ロボットはこれから自分に『真心』を与えた御おん神がみ様さまに会いに行くところだという。


    　そして自分を良心の呵責を覚えない殺人機械に戻してもらうからついてきて欲しいと二人に頼み込んだ。


    　マリーとエミールは最初こそとんでもないと断ったが、ロボットのたっての願いということで仕方なく付き合うことになったのだ。


    　御神様がいるのは、深しん山ざん幽ゆう谷こくを越えた先、死の谷を越え、その先の霊れい峰ほうの頂いただきまで登らなければならない。


    　マリーとエミールは、何度となく凶暴な野生動物の襲撃を受け、しかしそのたびにロボットがすべて撃退してくれた。マリーとエミールを庇かばうために傷ついていくロボットは、だが御神様に会うのを待たずして、動くことも困難なくらいにボロボロになっていく──────


    　結果として、これは大正解だった。小さ夜よ歌かは音おと羽わのメールを受け、むさぼるように物語を読むと、続きを書くことに没ぼつ頭とうして、もう音羽の方など見向きもしないほどだった。つくづく物語ることが好きなようだ。


    　これでいい、そう思う。余計なことを考えないなら、それに越したことはないだろう。


    　どうせ今日一日、ほとんどやることがないのだ。


    　音羽は授業すべてをボイコットして彼女に付き合う覚悟を決めた。


    



    　


    　心配はしていたが、午後になるとやはりというべきか、一雨降ってきた。


    　憂ゆう鬱うつな空模様の中、音羽は月つき森もりの奥深く、二人だけの隠れ家の中で小夜歌と一緒に小説を書いて過ごしていた。


    　久々に[image: ]作欲を搔かき立てられた小夜歌が、学校が終わっても放してくれなかったせいだ。


    　リレー小説の往おう還かんは、今日だけですでに一〇回を超え、物語は終盤にさしかかっていた。


    「はい、これで終～わりぃ」


    　普段とは違う[image: ]はつ剌らつとしたテンションのままそう叫ぶと、小夜歌は送信ボタンを押す。ほどなくして震えた携帯電話を覗のぞいて、今度こそ音羽は賛嘆の吐と息いきをついた。


    　物語の結末は、音羽の予想だにしない方法で解決を見ていた。


    　ついに動けなくなった体を破棄し、マリーとエミールはロボットの頭部だけを運ぶことにした。難なん渋じゆうしながらも険しい霊峰の頂まで登って、ついに三人は御神様に出会った。


    　ロボットは目からオイルを流しながら、胸の内に芽生えた良心ゆえの苦悩を泣きゆう訴そした。


    　御神様は一つ頷うなずいて手を振りかざすと、次の瞬間ロボットは音もなく機能を停止する。


    　ロボットを殺したものと早はや合が点てんしたマリーとエミールは猛烈に抗議したが、御神様が行おこなったことは、もっと深遠なものだった。


    　代わりに戦場の最前線で戦っていた彼の兄弟機たち全員に急に『真心』が芽生え、戦闘が停止した。のみならず、彼の兄弟機たちはバスタルビュア皇帝に戦争の無益さを懇こん々こんと説いた。


    　皇帝は、人間よりも澄すんだ心を持つ彼らに打たれ、心を入れ替える。それ以降、この国は戦争を一切しないばかりか、人間と機械が共生する、世界でも初の国となって大いに栄えた。


    　国の中央広場の一番目立つ場所には、苔こけむしたロボットの頭部とともに一枚の石版が飾ってある。


    『この者は今日のバスタルビュアを[image: ]り、戦争の無益さを説いた賢人である。彼に百ひやく世せい不ふ磨まの栄光と、平和への祈りを』────


    　元々結末を考えず、思いついたプロットを投げ与えただけのものだったが、小さ夜よ歌かの手腕により見事にまとまっていた。改めて、小夜歌が集中した時の能力に舌を巻く。と同時に若じやつ干かんの羨せん望ぼうも──


    　初め小夜歌が作家になりたいと言って作品を見せてくれた時、そこにあるのは純粋な『憧あこがれ』だった。だが、それがいまは『羨うらやみ』という感情に置き換わっていることに音おと羽わは気付いていた。この二つの感情は、似ているようでまったく違う。


    　どこまで行っても、決して届かない才能の壁というものを改めて見せつけられた気持ちだった。彼女ならば、そのうち本当に作家になれるかもしれない。


    　だが、果たしてその時、彼女の傍そばに音羽は必要なのだろうか。


    　この時が永遠に続けば、と心の中で祈る自分がいる。進学のことも家族のことも光みつ代よの存在すらも忘れて、ずっとこの小屋で二人で暮らしていきたかった。


    　小夜歌には自分だけの作家でいて欲しかった。


    　と、小夜歌の方に目をやると、思いがけず目が合った。彼女の細い首から鎖さ骨こつに至るラインまでの綺き麗れいな流線に目がいき、胸が大きく高鳴る。


    「音羽姉ねぇ、そろそろ準備しようよ」


    　困ったような微笑ほほえみを浮かべる小夜歌を見て、もうこんな時間なのかと思いながらも、頷うなずいた。


    　そうだ、音羽が胸の内に思い描いた将来のビジョンも、光代を抹まつ殺さつした先にしか存在しないのだ。あいつは、殺されて当然の奴なんだ。一切の情けは無用だ。


    　二人はあらかじめ決めてあった通り明日の準備を行おこなうことにした。


    　それはひどく気の進まない作業だった。


    　音羽たちは隠れ家で飼っていた『キュー』、『ジェームズ』たちを知人に預けて回った。『シロ』だけは預かり手が見つからなかったので、ペットショップに預けることにした。多少出費がかさんでしまうが、これくらいは仕方のないことだろう。


    　彼らを預けるのは旅行に出かけるから、というわけでは当然ない。


    　もし、まかり間違って自分たちが計画のどこかで破は綻たんし、逮たい捕ほされるようなことがあったら、餌えさをもらえない彼らは飢うえて死んでしまう。


    　これは音おと羽わたちなりの覚悟の証あかしだった。無事に犯行を終え、警察の追及から完全に逃のがれることができたならば、その時は二人で彼らを迎えに行こうと決めていた。


    　預けた知人たちには『飼っていた小さ夜よ歌かの家の改装があるから一時的に預かって欲しい』という理由で通していた。改装などする予定はないが、その時になれば『光みつ代よが死んでしまって、改装どころの話ではなくなってしまった』という、立派な言い訳ができているはずなので、心配はいらないのだ。


    　だが、すべて計画通りにことが運んだわけではない。


    　ペットショップにシロを預ける際、シロの様子がおかしいことに気付いた。


    　お腹の辺りを撫なでると、やたらとぶよぶよとした感触がある。音羽は光代の殺害計画にかかりきりだったので、いまのいままでまったく気付かなかった。そういえばどことなく歩行もふらふらしているような気がする。


    　ペットショップを去り際ぎわ、滅多に鳴かないシロがやたらと長く鳴いたのが印象的だった。


    「どうしたんだろうねぇ、シロ」


    　帰りしな、小夜歌が心配げに俯うつむきながら呟つぶやいた。


    「『おめでた』かもしれないわね。なんかお腹少し膨ふくらんでたもの」


    「う～、それはやだよぉ。相手のオスは誰ぇ。というよりいつの間にぃ」


    「なにか異状があったら獣医さんのところに連れてってくれるっていう話だから、そんなに心配しないでも大丈夫よ」


    　そのことは、特に記憶にも留とどめず忘れてしまった。


    　残る作業は携帯電話の内蔵メモリのクリーニングだった。


    　音羽と小夜歌は何通か光代殺害を仄ほのめかすメールをやりとりしていたので、これを警察に発見されると、非常にまずい立場に追い込まれる。


    　だから必要なファイルを別途マイクロＳＤカードに移してから、フリーソフトを使って完全削除した。これで復元される恐れはない。書きためた小説は定期的に印刷して保管していたので、今回分を印刷して、残りのメールも同様に完全削除する。


    「で、これどうしよう音羽姉ねぇ」


    「そうねぇ……」


    　音羽と小夜歌の視線は、床に置かれた大量の紙に向けられていた。うずたかく積まれた大量のＡ４サイズのコピー用紙だ。


    　音羽の頭を悩ませたのは、印刷した『幻想郷冒険録』の保管場所だった。


    　この小説にも、光代殺害を仄めかす箇か所しよがあるので、堂々と残しておくわけにはいかない。


    　だが、これは二年前二人が出会ってからこの方、ずっと書きためられた二人の絆きずなとも言える小説なのだ。燃やしてしまうのは避けたかった。


    　該がい当とう箇か所しよだけ燃やそうという音おと羽わの提案に、意外にも彼女は頑として首を横に振った。どうやらこの小説を二人の絆きずなだと感じているのは音羽だけではないようだ。困ったことになったと思う反面、心のどこかで嬉うれしいと思う自分を止められなかった。


    「あ、じゃあどこかに埋うめるのはどうかしら？　時期を見て、また掘り出せばいいじゃない」


    　そう提案した瞬間、小さ夜よ歌かの顔がパッと明るくなる。どうやらお気に召したようだ。


    「小屋から近いところに埋めようよ。すぐに掘り出せるように」


    「ええ、そうしましょ」


    　よほど音羽の提案が気に入ったのか、タイムカプセルでも掘り出しに行くかのような[image: ]はつ剌らつとした笑顔を振りまきながら、裏庭に放置してあったスコップ片手に隠れ家を飛び出していく。


    　その様に呆あきれ笑いを浮かべながらも、ふとタイムカプセルという単語に引っかかりを覚え、次の瞬間短い歓声を上げた。


    　いいことを思いついたのだ。


    



    　


    　雨の中での作業を強しいられたが、作業自体はものの三〇分もしない内に終わった。


    　濡ぬれ落ち葉を掃はいてから、ここと見定めた地点をスコップで三〇センチほど掘った。肥ひ沃よくな地盤は軟らかく、それほど苦労することなく掘り下げることができた。


    　結局わかり易やす過ぎる場所もどうかということで、隠れ家から二〇メートルほど離れたマツの木の根本に埋めることにした。


    　周りの木はすっかり葉が落ちているのに、常緑樹のマツだけは、まるで季節を感じさせない。目印としてはこれほどわかりやすい場所もそうないのではないだろうか。


    　書きためた小説と設定資料集の大学ノートはビニル袋に入れて、口を縛った。


    　土を被かぶせる直前、音羽はスキを見てビニル袋の中に折りたたんだ便びん箋せんを投げ入れる。


    「あ、いま音羽姉ねぇなにか入れたぁ……」


    「うっ……」


    　めざとく見み咎とがめた小夜歌の不満げな声音が耳じ朶だに届く。バツが悪い思いを胸に、ゆっくりと振り返ると、案の定じよう眉を八の字にして不満そうな顔をしていた。


    　これは観念するしかないようだ。音羽は一つ溜ため息いきをつく。


    「いまのはタイムカプセルよ」


    「え、たいむかぷせる？」


    　小夜歌は目を丸くしながらオウム返しに呟つぶやく。


    「そうよ、未来のわたしたちに向けてメッセージを送ったの。無事にあいつがいなくなって、警察の追及を振り切った暁あかつきにはここを掘り出して、自分に宛てたメッセージを読み上げるの。『おめでとう未来の自分』ってね、どう？　ステキでしょう？」


    　最初小さ夜よ歌かは惚ほうけていたが、徐々に意味を嚙かみしめるだに、こぼれんばかりの笑顔を音おと羽わに向け、大きく頷うなずいた。


    「じゃあ一緒に開けようねぇ」


    「ええ、勿もち論ろんよ」


    　そう頷き合ってから、土を被かぶせ二人の小説を埋うめ立てた。周りと土の色が違うのが少し気がかりだったが、落ち葉を被せると気にならなくなったので一応の満足はいった。


    　それでその日の準備はすべて終了した。


    　夜のとばりが降り、風が強くなってきたのを理由に、お開きにすることにした。


    　家まで送っていくと言ったが、彼女はやんわりと首を振ったので、月つき森もりの出口のところで別れることにした。


    「じゃあ明日ねぇ」


    「うん、明日」


    　闇の中に一歩足を進めては、後ろ髪引かれる思いで何度か振り返ると、そのたびに丁ちよう度ど小夜歌も振り返っていて、どちらともなく苦笑する。やがて最初に踏ん切りをつけたのは、意外にも小夜歌の方だった。


    　鈴すず蘭らん灯とうの淡い光に照らされる横顔が、決意を秘めた表情を切り取る。彼女は手に持っていた白色の傘をくるくる回し、今度こそ振り返らずに歩み去って行った。


    　それが見えなくなるまで見送ってから、音羽も寮に帰るべく歩を進める。


    　と、歩き始めてすぐに街の様子が変化していることに気付いた。


    　考えるまでもなくわかった。電飾である。


    　いつの間に張りめぐらせたのか、枯れた街路樹に巻きつけられた小さな発光ダイオードＬＥＤが、千紫万紅せんしばんこうの花畑を思わせるようにきらびやかに明滅していた。まだクリスマスには一か月近くあるのになんとも気の早い話だ。


    　見ると、ダスターコートとダッフルコートのカップルが息を弾はずませながら、マフラーを共有していた。クリスマスケーキの予約ビラ配りや、時代錯さく誤ごのサンドイッチマンが気き勢せいを上げているのも、目抜き通りの特徴だ。


    　周りの店の陽気なＢＧＭが重奏的に混ざり合う中、本格的な寒さに備えて、道路公団がプロパンバーナーでひび割れたアスファルトを舗ほ装そうする音が、周囲の大気を震わせている。おかげでピザ屋からの香ばしい匂いにコールタールが焼ける異臭が混ざり合ってしまう。


    　街は音羽のことなどまるで頓とん着ちやくせずに、活況に満ちている。


    　音羽はそんな街の喧けん噪そうから背を向けるように、足早にマゼール寮まで急いだ。なぜか、自分だけがその喧噪から取り残されているような気がしてならなかった。


    　自分たちは、明日人を殺す。それも計画殺人だ。陽よう丘きゆう女子校でも、いやそれどころか近隣の学校すべての生徒の誰も体験したことのないことだろう。


    　果たして、音おと羽わが二日で組み立てた俄にわか仕立ての殺人計画で、警察を欺あざむいて『事故死』を勝ち取ることができるのだろうか。


    　音羽は背後をもう一度だけ振り返り、ライトアップされた街並みを目ま蓋ぶたの裏に焼きつけた。


    



    ６


    



    　どんな風に一日を過ごそうと、必ず次の日はやってくる。


    　そんな当たり前のことを考えながら、音羽は時計が午前七時ジャストになるのを見越して体を起こし、ブルー地のカーテンをめくる。差し込んできた黎れい明めいの黄色い光をじっと見つめていた。


    　あまり眠れてはいないが眠くはない。不思議な気持ちだった。


    　今日も変わらず一日は始まっていく。時間の矢が逆転することは絶対にあり得ない。


    　泣いても笑っても、今日この時は、二度と来ないのだ。


    　最善を尽くそう、冷酷な殺人者として。


    　そう、心の中で静かに誓った。


    



    　


    　総じて言うならば、今日という日は針のむしろそのものだった。


    　普段は泰たい然ぜんとこなしている日常という時間すべてに苦痛と焦しよう燥そうを感じた。身支度を調ととのえている時や、食堂で朝食をとっている時、七な歩ほと一緒に登校する時。


    　掌てのひらが汗を搔かいており、常に不可視の手で喉のどを押さえ込まれているような圧迫感に苛さいなまれる。これも今日一日だけのことだ。そう言い聞かせながら、叫び出したいほどの緊張を押さえ込むので精一杯だった。


    「ねぇ音羽、あんた聞いてんの？」


    「え、なに？　どうしたって？」


    　通学路を並んで歩く七歩が、怪け訝げんな顔で音羽を見ているのに気付いて、慌あわててとりなそうとする。


    「だからさ、今日くらいは生徒会に顔出しなって言ってるの。そろそろ書類とか議題とか溜たまっててやばいよホント」


    　こういう忠言を尻込みせず音羽にぶつけてくる七歩の存在には感謝していた。音羽は頭の中でタイムスケジュールを考える。


    「今日はちょっと用事があるから……。週明けにはちゃんと出るわ」


    　納得がいかないのか、七歩は執しつ拗ように音羽に食い下がろうとする。


    「なんか疲れた顔してるわよあんた、大丈夫？　ここんとこ忙しそうだけどなにかあったの？　困ってることがあったら私に言いなさいよ」


    　話せるわけがない。


    「それよりさ、今日のことだけど──」


    　堪こらえきれずに話題を逸そらす。


    「ああ、合コンでしょ。なに？　やっぱ行きたいの？」


    「そんなわけないでしょ。……いや、中止とかにはなってないわよね」


    「当たり前でしょ。そうだったら真っ先に音おと羽わに教えてるわよ。留守番よろしくね」


    「ええ、わかってるわ」


    　その時、丁ちよう度ど学校の鐘が鳴り、焦あせった七な歩ほが音羽を急せかして小走りになる。音羽は、学校に吸い込まれていく人いきれを眺めてから、七歩のあとを追って昇降口に向かって走った。


    



    　


    　休み時間はクラスメイトと喋しやべっていればいくらか気が紛まぎれたが、授業中はそういうわけにもいかなかった。やたらと時間が経つのが遅く感じられる。


    　音羽は小さ夜よ歌かの方を見るのは極力避けていた。あまり頻ひん繁ぱんに目配せすると周囲が怪しむだろうと思い、事前にそう決めていたのだ。


    　国語の教師が教科書を段落ごとに生徒に朗読させていた。出席番号順なので、音羽が当たるまでにはかなりある。


    　──本当にこの計画でいいのだろうか。


    　気を抜くと、すぐにその疑問に立ち返っていた。


    　音羽の立てた計画は砂さ上じようの楼ろう閣かくに過ぎないのではないか。二日で学んだ知識など、ものの役にも立たないのではないか。


    　何度振り払っても、その疑問がまとわりついて離れなかった。


    　なんでもいいから早く時間になって欲しい。こんな風に、名状しがたい不安に一日中侵おかされているのは、耐えがたかった。


    　六時間目の鐘が鳴った時、音羽の張り詰めていた肩から力が抜けかけた。


    　担任教師がおざなりに帰りのホームルームを終えると、途端にクラス中が騒がしくなる。教師が教室を出て行くのを皮切りにクラスメイトたちが飛び出していく。


    　小夜歌はテキパキと帰りの支度をして、一瞬音羽の方を見てから教室を出て行った。


    　音羽はクラスメイトを引き留めて二、三分間雑談に興じてから、頃合を見計らって教室を出る。


    　他の女生徒が音羽の存在に気付いて挨あい拶さつしてくるのを、平素と変わらぬ笑顔で返し、昇降口から外に出る。


    　寮には帰らず、音羽は小夜歌の家に向かった。急がず慌あわてず、周りから浮かないように細心の注意を払いながら。しかし掌てのひらが搔かく汗だけはどうしようもなく、通学鞄かばんの持ち手が汗を吸い込んでじっとりとした感触を伝える。


    　心中では、絶えずポケットの携帯電話の存在に意識を向けていた。


    　もし計画を延期せざるを得ないようなイレギュラーが発生した場合、先行して家に帰った小夜歌が、一報を寄越す手はずになっている。


    　この携帯電話は、音おと羽わの日常を支える最後の境界線だった。


    　心のどこかで、この携帯電話が高らかに鳴り響く結末を期待している自分がいる。これが鳴れば、自分は人殺しにならずに済む。


    　──しっかりしろ堂どう坂さか音羽。


    　音羽は拳こぶしを握りしめた。


    　いまが踏ん張り時だ。ここで持ちこたえられないようでは、なんのための計画だったのか。


    　そうやって神経を張り詰めたまま、随ずい分ぶんの間歩いていたような気がした。


    　やがて、小さ夜よ歌かの家が見えてきた。幸か不幸かポケットの携帯電話はぴくりともしない。


    　音羽がドアホンを鳴らすと、間をおかず小夜歌が顔を出す。


    「どう、いる？」


    「うん、ひとに聞かれると困る話だから、って言ってロフトに誘い出しておいたよ」


    　二人は言葉少なに言葉を交わすと、おもむろに頷うなずき合う。


    　春かす日が井い家のロフト階は壁に防音材が入っており、構造上、音が漏もれにくいので光みつ代よもその手の話をするには好都合だと承知しているのだ。二階への傾斜のきつい階段を上り、さらにつづらに折れる形で続くロフト階に続く階段を上がる。そこに、いた。物置化したロフト階、絵本の入った段ボール箱を蹴飛ばしながらこちらに背を向ける春日井光代の巨きよ軀くが。


    　首筋の産うぶ毛げがちりちりと逆立つのを感じる。音羽は感情を押し殺し、その背に声を投げる。


    「ごきげんよう、光代おばさん」


    　ぎょろりと血走った瞳がこちらを見た。


    「なんだよ。わざわざ来てやったんだから、つまらない話だったら許さないよ」


    「違うわ。逆よ」


    「逆？」


    　光代は怪け訝げんな表情を見せながら問い返す。


    「そう、追加でお金を払ってあげるって言ってるの」


    　音羽は通学鞄の中から帯封のついた札束を二つ取り出して、光代の足下に投げ出した。


    　光代は目を丸くし、音羽の方を一いち瞥べつしながら逡しゆん巡じゆんする様子を見せたが、一方に針が振れるのは、そう長い間かからなかった。俊しゆん敏びんな動作で足下に転がる金を拾うと、誰にも取られまいとこちらに背を向け、その金を興奮した様子で数え始めた。


    　──そう、あろうことか、音羽たちに背を向ける形で。


    　その意地汚い姿を冷めた眼で見下ろす音おと羽わと小さ夜よ歌かの視線など意に介さず。


    　彼女の数十センチ先は一階まで吹き抜けになっている。そしてそれを隔へだてるものは腐った手すりのみ。光みつ代よがその致命的な危険性に気付く様子はない。


    「ヒャハッ……なんだい、やっぱり貯め込んでるんじゃないか。最初から素直に渡せばいいのにさ」


    　音羽はその背中に静かに問いかける。


    「ねぇ、これでわたしたちを解放してくれない？　もう十分お金は払ったでしょう」


    「さぁて、どうしようかねぇ」


    　なおも後ろを向いたまま金を数え続ける光代の姿に、吐き気を覚えるほどの嫌悪を抱いた。


    　搾しぼれるだけ搾り取ろうとする意図が見え見えだった。


    　小夜歌と目配せすると、彼女は意外なほど落ち着いた様子で頷うなずいた。


    　音羽たちは、すり足でその背に近寄った。音羽たちはこれより三つ数えて、一緒にこの女の背中を押す、あらかじめそう決めていた。


    「こりゃ大金だ。ありがとうねぇまったく」


    　光代が札束に頰ほおずりしながらいやみたらしく笑う。


    「……ええ、そのお金で好きな物を買いなさい」


    　────三

  


  [image: ]


  
    　手すりから落ちれば、光みつ代よはロフト階から一階の居間に叩きつけられる。音おと羽わは図書館で読んだ本の内容を思い出していた。


    『複数人による絞こう首しゆ刑けい執行人たちは、遠隔操作で同時に刑罰執行のボタンを押して、誰が殺したかわからない匿とく名めい性を得る。これによって刑けい吏りはストレスで参ってしまうのを防いでいるのだ』


    　音羽と小さ夜よ歌か、二人はまったく同一のタイミングで光代を突き落とす。共犯関係になり、二人で罪悪感を分散するためだ。この女のことを以後二度と思い出すことがないように。


    　音羽たちは古典的かつベーシック、それゆえに隙すきのない完全犯罪を成なし遂とげるのだ。


    　────二


    　音羽は何度となく夢見ていた、小夜歌と翼を共有して空を飛ぶ夢を。それはこの女が小夜歌を閉じこめている限り絶対にあり得ない。


    　この女を殺すべきなのか？　──答えはもう出ている。その非情美を堪たん能のうこそすれ、尻込みするのは間違っている。


    　まったくもって問題ない、この女は死ななくてはいけないのだ。


    　────一


    　手汗をスカートでぬぐう。心音がうるさくてしょうがない。


    　様々な思い出が去来する。


    　包丁を突きつける、熱湯をかける、人間として扱わない、金をせびる。これだけでも最近のことだ。もっと昔、二年前から音羽はこの女の暴ぼう虐ぎやくを見てきた。


    　その時から何度となく肌に銘めいじ骨に刻んでいた。『いつかこの女を殺してやる』と。


    　腕が震えを来きたす。


    　殺せ、堂どう坂さか音羽。あの女を突き落とし、地獄の釜かまに叩き込んでやるんだ。いまやらなければなんのための計画だったのだ。殺せ、殺せ、殺せ。


    　────〇


    　光代が今いま更さらながらただならぬ気配に振り返る。その瞳が驚きよう愕がくに見開かれる。


    『マリーは彼女の後ろからそっと忍び寄り、隠し持っていたマサカリを大きく振りかざしたのです。継まま母ははが振り返った時には、もうすべてが遅かったのです』


    　音羽は渾こん身しんの力で光代の肩目がけて手を突き出した。


    　光代が肩口を強い力に突き飛ばされ、手すりに手をかける。


    　だが手すりは光代の体を支えない。ビキビキという木材の軋きしむ音が聞こえ、腐りかけた手すりが木き屑くずをばらまき断末魔の悲鳴を上げる。


    　均きん衡こうはすぐに崩れた。


    　手すりが破断する音とともに、光代の上体が背負い投げでも喰らったかのように空中に投げ出される。


    　それも一瞬のことだった。耳を聾ろうするような光みつ代よの絶叫とともに、音おと羽わの視界から消えた。そして瞬刻の間を置いて鳴り響く大だい轟ごう音おん。家ごと音羽の体を震わせるそれは、光代が落下した音であり、一緒に落下した手すりの木材の音であった。


    　時間にしてみれば、秒針一目盛りか二目盛り分のできごとだっただろう。


    　一瞬、恐ろしいまでの静けさが音羽たちの周りを包み込んだ。光代の悲鳴はもう聞こえない。


    　音羽は恐る恐る下を覗のぞき込む。


    　一階フローリングに光代は俯うつぶせになって倒れていた。どうやら顔面から地面と激突したようだ。


    　帯封を解かれていた一万円札が、紙かみ吹雪ふぶきのように辺りを舞いながら落下していく光景が妙に浮き世離れして見えた。


    　音羽は信じられない面おも持もちで両手を見た。この手が光代の体を突き落としたから、ではない。逆だ、音羽の両手が光代を突き落とさなかったからこそ驚きよう愕がくしていた。


    　音羽が手を突き出した瞬間、自分の手の感触が捉えたのは光代の着ていたカーディガンを擦さつ過かする柔やわらかい感触だけだった。


    　──タイミングがずれた。


    　音羽が手を突き出すタイミングが遅れたのだ。


    　自分の臆おく病びようを呪のろいたくなるような気分だった。あれほど心中で光代への呪じゆ詛そを吐き出しておきながら最後の一瞬、殺人へのためらいがアクションを遅らせたのだ。


    　これでは、殺人行為を小さ夜よ歌か一人に押しつけたようなものだ。


    　大丈夫、と自分に言い聞かせる。遅れたといっても、ほんの一瞬のことだ。ほとんど同時に突き落としたようにしか見えないに違いない。バレていないならば、二人一緒に殺したことになる。


    　さきほどからすぐ隣となりに立っている小夜歌に目を移した。ついにやったね、とか、死んで清せい々せいしたわ、と言おうとしたはずだ。


    　だが言葉を紡つむぐ前に、音羽は絶句した。


    　小夜歌の真っ黒な瞳と、視線がぶつかった。彼女は光代の死体を覗き込んではいなかった。むしろ光代の方など見向きもせず音羽の表情だけを覗き込んでいたのだ。


    　その意味するところを汲くんで、音羽は肌が粟あわ立だった。


    　小夜歌は気付いたのではないだろうか。自分の犯した裏切り行為を。そして彼女は音羽を窺うかがって反応を見ていたのではないか。


    　普段気弱だが朗ほがらかな性格なだけに、直ちよつ近きんから暗い視線で音羽を凝ぎよう視しする小夜歌が恐ろしかった。


    　声が出てこない。なにか声をかけようと思うのに、喉のど元もとまで出かかった声がどうしても発語されない。


    　途端に喉のどに酸っぱい物が込み上げてきて、音おと羽わは体をくの字に折って口元を押さえた。


    「だ、大丈夫音羽姉ねぇ」


    　顔を上げると、小さ夜よ歌かの顔。眉を八の字にして、瞳はおどおどと定まらない。


    「小夜歌？」


    　小夜歌の表情は、若じやつ干かん強こわ張ばってはいるものの、さきほど見たような背筋が寒くなるようなものはまったくない。一体いまのはなんだったのだろうか。自分の罪ざい障しよう妄もう想そうが見せた幻まぼろしだったのだろうか。


    「音羽姉ぇ……下、見に行こうよ」


    　消え入るような掠かすれ声でそう提案した。気が進まないのは音羽も同じだ。だがそうとばかりも言ってられない。


    「そうね。確認しなきゃね」


    　下に降りる階段を下りる途中、徐々に下の階の様子が克こく明めいになるに連れ、足下から震えが伝わってきた。


    　一階の惨状は酸さん鼻びを極めていた。


    　破断した手すりの一部が光みつ代よの横腹に突き刺さっており、いまも黒々とした水みず溜たまりはゆっくりと床を浸しん食しよくしていた。一階の至る所に一万円札が薄く降り積もっている。立ちこめる血臭とともに、音羽の足下に砕けた前歯が飛び散っていた。


    　俯うつぶせに倒れている光代は、ぴくりともしない。


    　それを眺める音羽は、二つの感情の板挟みにあっていた。一つは後悔、もう一つは叫び出したくなるほどの昏くらい歓喜だった。


    「し、死んでるのかなぁ」


    「わからないわ」


    　最低でもこの女の死亡を確認してから救急車には連絡しなければならない。


    　まかり間違って一命を取り留めるようなことがあれば、音羽たちは破滅する。


    　音羽は足で光代の体を小突く。反応はない。大丈夫そうだ。


    「小夜歌、１１９番に電話をしてちょうだい。打ち合わせ通り、慌あわててる感じを演出して。あんまり理路整然と喋しやべっちゃ駄目よ」


    「こんな状態じゃ理路整然となんて喋れないよぉ」


    「なら問題ないわ。じゃ、お願い」


    　小夜歌は備え付けの電話に駆け寄ると、受話器のボタンを押した。と、音羽の方を見ていた小夜歌の顔が、一瞬にして凍りつく。


    　その時、いきなり左腕が万まん力りきで締め上げられるような激痛が走った。


    　自分の腕を見る。音羽の腕を摑つかんでいる芋いも虫むしのような太い手。その手が誰の手か気付いた瞬間、音羽は悲鳴を上げた。


    　前歯が折れ、ハナが潰つぶれた真っ赤な顔が直ちよつ近きんにあった。目は血走っており、喉のどから野獣のようなヒュッヒュッという息が漏もれている。春日かすが井い光みつ代よは、生きていたのだ。


    　顔は滅茶苦茶だったが、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうを浮かべていることだけは理解できた。


    　駆けめぐる認識──殺される。


    　喚わめき立て、死にものぐるいで振りほどこうとする。だが、恐ろしい力で摑まれた腕は微動だにしない。


    　音おと羽わはスカートのポケットをまさぐり、次じ善ぜんの策として持っていたカリウム塩溶液入りの注射器を取り出そうとして、慌あわてるあまり地面に取り落としてしまう。キャップがはずれ、注射器は音羽の手から遠いところに転がっていく。


    　絶望のあまり血の気が引いた。


    　光代が顔を引きつらせ、喉でぶくぶくと血を泡立てた。笑っているのだ。


    　その時、小さ夜よ歌かが台所から飛び出してきた。その手には包丁が握られている。


    　なんの予備動作も叫び声も上げず、小夜歌は振り上げた包丁を光代に突き立てた。


    「ギャアアアアアアア！」


    　どこにこんな力が残っていたのか、光代は痛みのあまり口から血けつ泡ぽうを吹きながら暴れ回る。


    　小夜歌もまた常じよう軌きを逸いつしていた。暴れる光代を意に介さず、包丁をこじりながら引き抜くと、再び慈じ悲ひなく突き立てる。小夜歌の服が血の飛ひ沫まつで彩いろどられた。


    　そのまま包丁を引き抜いては突き刺すという行為が無限ループのように続く。最初こそ火がついたように暴れくるっていた光代も、包丁を突き立てられるごとに反応が弱々しくなっていく。最後には逃げようと這はいながら逃れようとするも、包丁を逆手に持った小夜歌は容よう赦しやなくその背に刃先を潜らせた。


    　音羽はすでに戒いましめから解放されていた。尻しり餅もちをついたまま壁まで這い、全身に走る寒気と闘っていた。手を出せない、出せるわけがない。


    　すぐに命のやりとりには決着がついた。


    　小夜歌は脊せき髄ずい反射だけで動く肉にく塊かいとなった光代を、だがなおも切り裂いていた。


    「小夜歌！　もういい、そいつもう死んでるから！」


    　その声に小夜歌ははっとして、次いで光代の体から飛び退しさる。


    　彼女は自みずからの体を抱きながら震えており、その顔は血が抜けたように白い。やがてすすり泣く声が加わった。


    　なんと、声をかけていいのかわからなかった。


    「どうしよう、わたし……音羽姉ねぇのこと助けなくっちゃって思って夢中で、気付いたら台所から一番切れる包丁を取って……それで…………」


    　音羽は立ち上がり、小夜歌の体をきつく抱く。彼女はそこでようやく包丁を取り落とした。彼女を抱きながら、横目で光代を見る。覚悟はしていたものの、光代と眼が合った瞬間、思わずうめき声が漏もれる。


    　彼女はまなじりが裂けんばかりに見開かれた壮絶な表情のまま息絶えていた。その腹部や背部は切り傷と刺し傷で真っ赤になっている。


    　医学の素養はなかったが、その真ま似ね事ごとくらいは知識として知っている。記憶を呼び起こしながら、恐る恐る光みつ代よの体を検あらためた。


    　すべてが終わると、音おと羽わは目をつむった。


    



    　心臓沈黙、呼吸停止、瞳どう孔こう散大──つまり、死んでいる。


    



    　死、すなわち生命の不可逆的停止。もっとも迅じん速そくで呵か責しやくないその一形態が少女の眼前に広がっていた。


    　ここにきてようやく堂どう坂さか音羽も理解した。


    　長らく姉妹を苦しめていた怪物のような女はついに死んだのだ。今度こそ、間違いなく。


    　落ち着いているつもりだったが、ふと顧かえりみると、過呼吸に陥おちいる寸前まで浅く呼吸を繰り返している自分に気付く。落ち着こうとして唾つばを飲み込むと、不格好に気管に入ってむせかける。そしてなんの予兆も前触れもなく押し寄せてくる寒気。


    　音羽は改めて周りを見渡した。砕けた歯、散らばる木材、周りに広がるさきほどにも増す大量の黒血と、裂いた羽毛布団の中身を無造作に散らしたように広がる一万円札。


    　救急隊員の目に、これが『事故死』に映るはずがない。誰が見てもこの現場は『殺人事件』のそれだ。


    　──平成一九年の殺人事件認知件数一一九九件に対して、検挙件数一一五七件。検挙率九六・五％。


    　考え得る限り最悪の展開だった。


    　気付けば、音羽は居間の中を行ったり来たりしながら、せわしなく体を揺すらせていた。


    　認めたくなかった。何度も脳内でシミュレートした彼女の抹まつ殺さつ計画が、こんなイレギュラーで水すい泡ほうに帰きすなど。音羽と小さ夜よ歌かの明るい未来はこの女を葬った先にあるのだ。こんなところで終わりたくない。終わるのはいやだ。


    「音羽姉ねぇ、これからどうするの？」


    「ちょっと黙っててッ！」


    　叱られた子供のように悄しよう然ぜんとする小夜歌を、横目で睨にらみつける。元はと言えば彼女が余計なことをするから──


    　そこまで考えて、自分のあまりの余裕のなさに気づき、目を伏せた。彼女は自分を助けるために、恐怖の代名詞だった光代を殺したのだ。彼女に非はない。むしろ、八メートル足らずの高さで、あの女を確実に葬ることができると信じ込んでいた自分の間抜けさの方に腹が立つ。


    　落ち着け。なにかまだ手はあるはずだ。


    　いままで光みつ代よを殺すために集めてきた知識を思い出す。その時、図書館でなんの気なしに手に取った一冊の本の内容を思い出す。


    『日本中を震しん撼かんさせた月つき森もり連続バラバラ殺人の死体の解体方法には際きわだった特徴があった。一つは、必ず死体を七つのパーツに分解していることが挙げられるだろう』


    　そういえば、あの犯人はまだ捕まっていないのではなかっただろうか。


    　稲いな光びかりのような直感が音おと羽わの体の中を駆けめぐった。次いで自分が考えているあまりに恐ろしい思考に戦せん慄りつした。


    　音羽はきつく拳こぶしを握り込む。


    　決断の時だった。


    　自首するならば、この時をおいてほかにないだろうことは容易に想像がついた。だが──


    「小さ夜よ歌か、とりあえずそいつの死体を風呂場に運んで」


    「う、うん」


    　理性を圧迫するほどの混乱に見舞われた小夜歌は、差し迫った恐怖から逃れるために、言われるままに死体の袖そでぐりを引っ張って、風呂場まで引きずっていく。


    　音羽はお湯で絞った雑ぞう巾きんで小夜歌が引きずった血の痕あとを丹たん念ねんにぬぐっていく。


    　そして、家にあるレインコート二つと包丁一式、日曜大工用のノコギリ、ロフト階で目についた薪まき割り用の斧おのも用意させた。さらに、なんの曲でもいいので大音量で音楽をかけて欲しいと頼む。


    　ほどなくして光代の寝室から聞こえてきたのは、クラシックだった。幽霊部員とはいえ音羽も歴れつきとした吹奏楽部である。その旋律には憶えがあった。


    　ベルリオーズの『幻想交響曲　第一楽章』だ。あの女、クラシックなんて聴く趣味があったのだろうか。


    　音羽は考えるのをやめ、手を動かすことに専念する。


    　小夜歌が持ってきた透明なレインコートはフード付きで、頭部から足先まで覆おおう理想的なものだった。少しぶかぶかだが許容範囲内だと自分に言い聞かせる。自分で着心地をたしかめると、小夜歌にも着るように勧めた。


    　音羽は決然とした足取りで風呂場に入る。


    　水みず垢あかと黄ばみの目立つ風呂場の洗い場に、光代はうつぶせで寝かされていた。


    　音羽は体をずらし、ビニル製のバスマットを取り去る。さらにボイラーをつけてから、シャワーの蛇じや口ぐちを全開にした。これで血が固まる心配はないだろう。


    　さすがに家庭の風呂場に三人入るのは辛つらかった──いや、二人と一体か。


    　ことここに至って、ようやく小夜歌も、音羽のただならぬ様子に気付いた様子だった。濛もう気きの向こうから不安に揺れる瞳が見つめていることに気付きながら、音羽は彼女の方を見なかった。


    　音おと羽わは光みつ代よに摑つかまれた腕をさすった。青く鬱うつ血けつしている。まるで光代が今いま際わのきわに残した呪のろいのようだった。


    「……………………小さ夜よ歌か、いまからこの女の死体を解体するわよ」


    　ビクッと小夜歌の体が大きく跳ねた。涙がこぼれ出さんばかりに瞳が潤うるむ。


    「音羽姉ねぇ、冗談だよねぇ？」


    「冗談でこんなこと言うわけないでしょ。やるわよ小夜歌。この女をこれから七つに解体して捨ててきましょう。そして月つき森もり連続バラバラ殺人事件の犯人の犯行に見せかけるのよ」


    　小夜歌がゆっくりと首を振りながらあとずさる様子を、冷ややかな瞳で見つめる。


    「ヤダ……そんなのヤダよぉ！」


    「シッ！　……静かにして。周りの家に聞こえるでしょ」


    　音羽の硬い横顔を見て、小夜歌は今度こそあっけにとられたように口を開ける。


    「……本気、なの？」


    　音羽はそれには答えず、裁たちバサミで光代の服を切っていく。カーディガンと綿めんの上着、その下にあるインナーを切って、全裸にする。


    　事前に読んでいた法医学の知識を脳のう裏りで紐ひも解とく。


    



    



    「あああ、神様ぁ」


    　小夜歌は腰が抜けたのか、浴室の壁で必死に手を合わせている。


    　作業は困難を極めた。七歩が合コンから帰ってくるのが夜の一二時なので、一一時には寮の部屋に戻っておきたかった。


    　家の中に反響する『幻想交響曲』、出しっぱなしのシャワーの音、それに交じって小夜歌の掠かすれるようなすすり泣きが反響する中、音羽は黙々と作業を進めていった。


    　音羽は料理研究会での魚の解体を思い出しながら、その作業の延長線上だと自分に言い聞かせ続けた。


    　小夜歌は最初こそ手伝うことを頑なに拒んだが、途中からは従しよう容ようと従った。伏し目がちの暗い面おも差ざしだったが、なんとか失調しかけた精神の平へい衡こうを取り戻したようだ。


    　それでいい。


    　これを平素と変わらぬ様子で受け入れるようになったら、人としてお終しまいだ。


    　まだ、取り返しがつかないほど計画がくるったわけではない、軌道修正は可能だ。大丈夫、大丈夫、大丈夫だ。


    「音羽姉ぇ……その顔」


    　小夜歌が震えながら自分の顔を指すのを不審に思い鏡を見ると、自分の顔に大量の返り血が飛んでいた。拭ぬぐおうとして腕で擦こすると、かえって禍々しい染みになる。音おと羽わはしばらく鏡を凝ぎよう視ししていた。


    　自分が意外と落ち着いていることが不思議だった。いや、とうに自分はおかしくなっていて、ただそれを自覚していないだけかもしれない。


    　いまが踏ん張りどきだ。


    　戸棚の奥からゴミ有料化前の黒いゴミ袋が見つかったのは、僥ぎよう倖こうだとしか言いようがない。


    　都合七つの黒いゴミ袋ができあがった。


    　クラシック音楽のおかげで、解体時の音漏もれはそれほど気にせずに済んだ。


    　四時間が経ち、音羽はすべての作業を終えたのを知ると、シャワーを止め、レインコートのフードを脱ぐ。


    



    



    　ふと気がつくと、クラシックの曲はチャイコフスキー交響曲第六番『悲ひ愴そう』になっていた。


    「ねぇ小さ夜よ歌か、この曲ってあの女の趣味なの？」


    　音羽はことさらなんでもない風を装って、怯おびえる小夜歌に語りかける。


    「う、ううん。お父さんが家を出て行く時に残してったやつ」


    「でしょうね、あの女がクラシック聴きながら安あん楽らく椅い子すに揺られてるところ想像したら、あまりに似合わなくて噴き出しそうになるもの」


    「お、音羽姉ねぇ……あ、あの────」


    「────大丈夫！　……大丈夫よ、先のことも考えてあるわ。小夜歌はなにも心配いらないから。わたしを信じてついてきなさい。これは、悪い夢よ。すぐに覚めるわ。目を開けたら全部元通りになってるから。だから、それまでの辛しん抱ぼう」


    　そう言った瞬間、小夜歌の顔が再びくしゃくしゃになる。


    「ごめんね……わたしが光みつ代よさんを刺しちゃったばっかりに、音羽姉ぇが──」


    　それ以上言わせずに、小夜歌の唇に人差し指を当てる。


    「それは言いっこなしにしましょう。さ、ここからまた一仕事よ」


    　音羽は、小分けされた光代の入った袋を一いち瞥べつしてから、一いつ旦たんその場をあとにした。


    　次は、光代の死体を捨ててくるための容れ物だ。一応黒いゴミ袋に入れてあるので隠匿シール性はあるが、シルエットが露あらわになるのはどうしようもない。手や足のパーツを入れたゴミ袋はこのまま持ち運ぶのは遠慮したいところだった。


    　また、捨ててくる場所も問題だ。遅かれ早かれ捨ててきたバラバラ死体は発見され身許が割れるだろう。だが近場のゴミ捨て場に捨てると、車などのアシを持っていない小夜歌に嫌けん疑ぎが向けられるのは避けられない。


    『光代は外出中に月つき森もり連続バラバラ殺人事件の犯人に襲おそわれ、殺された』というシナリオしか活路がない以上、家からはできるだけ遠くに捨ててくるしかない。


    　では、光みつ代よのバラバラ死体を収納できるほど容量があって、なおかつ外を持ち歩いてもおかしくはない容れ物とは、果たしてなんだろうか。


    「あッ」


    『悲ひ愴そう』の透明な旋せん律りつが耳から耳に抜けていく中、それは唐とう突とつに閃ひらめいた。


    



    　


    　耳が痛くなるほどの静せい寂じやくが支配し、月光が暗い室内に差し込む中、窓のサッシがカラカラと音を立ててスライドしていく。


    　ほどなくして窓から一人の少女──堂どう坂さか音おと羽わが部屋の中に降り立った。


    　音羽は注意深く室内を見渡す。木管楽器や金管楽器などの楽器の群れが冷たい輝きを放ちながら、狭い室内に所狭しと並んでいた。壁には小さな孔あなが等とう間かん隔かくで穿うがたれている。


    　ここは陽よう丘きゆう女子高校音楽室の隣となり、音楽準備室である。


    　やはり情報は間違っていなかった。先日の生徒総会で提出された細こま々ごまとした議題の中に、音楽準備室の窓の鍵かぎが壊れているので危ないのではないかという意見があったのを音羽は憶えていた。皮肉にも、これでその危険性は証明されたことになる。


    「小さ夜よ歌か、大丈夫みたいだから入ってきてちょうだい」


    「う、うん」


    　音羽の合図を機に、今度は窓から小夜歌が降り立つ。思いのほか不気味な室内に怖おぞ気けをふるったのか、小夜歌が音羽の腕に手を回してくる。


    「音羽姉ねぇ、アレってどこにあるの？」


    「ちょっと待って。たしかトランペットの近くの…………あった！　ちょっと引っ張るの手伝って」


    　せーのッ、で二人が引き出したのは、黒いチェッカー柄で革の上からビニル加工を施した、高級感を漂わせる楽器ケースだった。


    　大きさだけ見るならば棺ひつぎかなにかのように巨大だが、中央部の丸みを帯びたフォルムと、そこから伸びる角つの状の突き出しは、その姿をカブトムシに似せて見せる。


    　バスケース──バイオリン属は、コントラバス専用のハードケース。ケースの左側面には取っ手、右側面にはキャリー用の二個のキャスターがついている。これによりカートとして地面を転がしながら運ぶことが可能なのだ。


    　コンバスほどの大きな楽器を入れるならば、当然人間の切断死体も問題なく入るはずだ。


    　音羽の吹奏楽部での担当楽器がこのコンバスだった。これに死体を入れて持ち運ぶことに抵抗を覚えないわけではなかったが、いまは手段を選んでいられる状況ではない。


    　音羽は小夜歌と連れん携けいしてバスケースを窓から運び出す。かなり大きかったが、ケースを斜めにすることで、ようやく窓から持ち出すことができた。


    　そのまま一度春日かすが井い家けに戻る。


    　途中何度もすれ違った人間は、必ず音おと羽わたちが運ぶ大きなバスケースに目を留めたが、その目に不信の色はなかった。


    　塾帰りの吹奏楽部ならば、この時間にバスケースを持って歩いていてもそう奇異には映らないはずだ。少なくとも黒いビニル袋を抱えて街中を歩き回るよりはずっと目立たなくて済む。


    　ほどなくして家に帰り着くと、風呂場に直行して、コンバスのケースの中に黒いビニル袋に包まれた切断死体を放り込んでいく。


    「丁ちよう度ど入ったね」


    　足下のケースを見ながら小さ夜よ歌かがしみじみと呟つぶやく。


    「そうね」


    　ケースには隙すき間まなく春日井光みつ代よだったパーツが詰め込まれていた。死体を解体していなければとてもではないが入らなかっただろう。


    　──ダイエットできてよかったじゃない。


    　音羽の昏くらい感情が、コンパクトになった光代を心の中で笑っていた。


    「じゃ、いい？　ここからが本番よ」


    　決意を秘めた瞳で小夜歌を見ると、双子の妹もまるで鏡映しの自分を見ているように、同じ瞳で頷うなずきを返した。


    　再び音羽たちは外に出る。


    　ただし、今回目指すのは学校ではなくて、月つき森もり台だいだった。


    　月森市市民なら誰でも知っていることだが、かつてこの街を恐怖のどん底に陥おとしいれた『月森連続バラバラ殺人事件』が起こった時、街の至る所でバラバラ死体が上がった。


    　その中でも、特に月森台での死体発見数は群を抜いている。たしか山頂の社やしろにバラバラにされて詰め込まれていた者が一人、他にも雑木林の中で見つかったバラバラ死体がかなりの数あったはずだ。


    　音羽は決めていた。この犯行を月森連続バラバラ殺人犯の犯行に見せかけるならば、死体は月森台に捨てに行かなければならないと。


    「音羽姉ねぇ、わたしがバスケース運ぼうか？」


    「気にしないで。わたしが運ぶわ。いえ、運びたいの。だから任せてくれない？」


    　小夜歌の気遣いを心地よく思いながら、音羽は優しく断る。小夜歌にこれ以上辛つらい思いをさせたくなかった。


    　代わりに小夜歌は音羽の隣となりを並んで歩き始めた。


    　ケースだけでも一〇キロ以上あるのに、それプラス概がい算さん八〇キロの巨体が中に収納されているのだ。動き始めは難儀するが、一度動き出してしまうと、あとは車輪キヤスターが転がり始めるので、それほどの労力は必要ない。


    　雲はなく、星空が綺き麗れいに瞬またたいているが、向かい風の上に少し風速が強かった。緊張して血流が激しくなった肌に、夜気が冷たく通り抜けていくのが心地よい。


    　時刻を確認すると、午後一〇時を回ったところだった。


    　人通りはやや減ったが、決してないわけではない。


    　赤あか煉れん瓦がの市庁舎や水道局が密集する区域を通り過ぎ、国道に並へい走そうする形で伸びる小さな小道を進んだ。


    　二人はことさら慌あわてず騒がず、普段通りの歩速を保たもつよう努力した。逆に言えば、普段と同じように歩く努力を心がけないと、恐怖に囚とらわれたまま早足になってしまいそうだった。


    　──わたしたちは遅くまで学校でコンバスの練習をして、妹と一緒に帰路についているのよ。周りの人たちだってそう見てくれているに決まってるわ。


    　繰り返しそう心の中で呟つぶやきながら、何度となく、正面から歩いてくる足音とすれ違う。


    　ふと顔を上げたとき、強こわ面もてのスーツ姿の男と目が合い、心臓が飛び出そうになる。その無遠慮な視線は、まるで自分が死体入りのバスケースを持って歩いていることを委細承知していて、その上で自分に無言の叱しつ責せきをくれているように見えてしまう。


    　小さ夜よ歌かと会話をしていないことに気付き、慌ててなにか会話を探そうとしたが、焦あせった頭でいくら探しても、その端たん緒しよすらも見つからない。


    　正面から回転灯を煌こう々こうと灯ともしながら走るパトカーとすれ違った時など、反射的に顔を伏せてしまったほどだ。


    　心臓が押し潰つぶされそうな圧迫にさらされながらも、歩みだけは止めるわけにはいかなかった。やがて夜よりも黒い月つき森もりの木々が視界にそびえる。


    　もう少しだ、もう少しですべての行程が終わる。


    　月森の入り口まで来る。慣れ親しんだ月森の偉容に安あん堵どを覚えながら、腐りかけた案内板をくぐろうとしたその時、音羽たちの背後を強烈なアッパーライトが照らした。


    「おーい、ちょっと君たちぃ」


    　背後から軽薄な男の声が聞こえてきた。


    「小夜歌、振り返っちゃ駄目！」


    　理屈ではない、直感でそう叫んでいた。


    　振り返りかけた小夜歌がぴたりと首を止める。


    　音おと羽わは信じられない思いで地面に落ちる回転灯の赤い軌き跡せきを目で追っていた。


    　後ろにいるのはさきほどすれ違ったパトカーだ。するといま音羽たちを呼び止めた声の主は、警官以外あり得ない。


    　──引き返して戻ってきた？　どうして？　どこでミスをしたっていうの？


    　瞬間的に脳が沸ふつ騰とうしてパニックに陥おちいりそうになる。


    「君たち陽よう丘きゆう高校の生徒だろ？　危ないなぁ、こんな夜道に。いま何時かわかってるの？」


    　こちらの神経を逆なでするような猫なで声が聞こえてくる。


    　ここに至って、ようやく音おと羽わは警官の正体に思い至った。


    　後ろの男は生徒総会で議題にも上がった、陽丘女子高生を専門に狙ねらう痴ち漢かん警官ではないだろうか。職務質問の形を取って女子生徒を呼び止め、体のあちこちに触ってくる卑ひ劣れつ漢かんという話だ。よく考えてみれば、いきなり背後から声をかけてくるというその手口も報告にあったものと非常によく似ている。


    　音羽たちの現在の格好は陽丘の制服姿の上にコートを羽織ったものだった。それは学校に侵入してバスケースを盗む際、もし発見されても制服姿ならば言い訳が利きくと踏んでいたからだった。


    　おそらく後ろにいる警官は、さきほどすれ違った際音羽たちが陽丘女子校の生徒だと気付いてＵターンして戻ってきたに違いない。


    　自分の愚おろかしさに腹が立った。


    　生徒総会で議題に上がった時、すぐさま抜ばつ本ぽん的な対策を取って、二度と痴漢警官をのさばらせないようにすることが、生徒会長の音羽にだけはできたのだ。


    　光みつ代よ抹まつ殺さつ計画にかかりきりで、それらを先さき延のべにしたせいで、まさかこのタイミングで自分にまで累るいが及ぼうとは。


    「はい、オレ警官ね。無視しないでよ、お二人さ～ん。とりあえずこっち向いてよ、ねぇ」


    　掌てのひらが汗で滑って気持ち悪い。唇を嚙かみしめた。


    　どうする？


    　ここで振り返って警官に顔を憶えられたらお終しまいだ。いや、それだけならまだいい。このケースの中に入っている光代のパーツを見られれば、警官にも死んでもらうよりほかにない。


    　そこまで考えてはっと我われに返り、自分の冷酷な思考に戦せん慄りつした。


    　馬鹿な、光代は死んで当然の奴だった。この警官は女性の敵でこそあるが、なにも殺す必要に迫られるほどの悪人ではない。


    「小さ夜よ歌か、走るわよ」


    「え？」


    　言うが早いが、音羽はバスケースを持って走り出した。目指すは月つき森もりの森の中。


    　参道は傾斜がかかっている上に舗装されていないし、とてもパトカーで追ってこれるような地形ではない。


    「チキショウ、待てよオイ！」がなり立てる警官の悔しそうな声が背後から聞こえてくる。


    　だが緩ゆるやかとはいえ傾斜がかかっている中で、重いバスケースを持って走るのは容易なことではなかった。


    　見る間に息が上がり、横腹が疼とう痛つうを発する。周囲の景色が目まぐるしく変転し、暗がりから張り出した木の根に何度も足を取られそうになる。


    　どれくらい走っただろうか。ふとした拍子に足がもつれ、そのまま倒れ込む。


    　振り返ると、緩く傾斜した参道が延々と続いているだけだった。


    　音おと羽わたちの荒い呼気以外、周囲の林は無音。


    「まいた……みたい、だね、……音羽姉ねぇ」


    　肩で息をする小さ夜よ歌かに対して、音羽は返答する力も残っていなかった。


    　口の中がからからだった。汗が体温を奪って悪お寒かんがするのに、体の芯しんの部分だけが熱い。


    　でも、もう大丈夫なのだ。


    　緊張の糸が切れると音羽はその場にくずおれ、天を仰ぎながら息を整えることに終始した。


    



    



    　人心地がついてから、光みつ代よを捨てる場所を本格的に探し始めた。


    　バスケースのキャスターの車輪部分は下生えや枯れ葉を巻き込み、そのたびに何度となく立ち往生する羽目になった。枯れ葉の絨じゆう毯たんを踏むと、思いがけず沈み込み、足を取られそうになる。


    　どれくらいそうやって悪戦苦闘していただろうか、無限に続くように思われた傾斜を越えると、思いがけず拓ひらけた場所に出た。


    　いまにもへたり込みそうな気持ちを奮ふるい起こし、肩で息をしながらも辺りを眺める。しばらく見回してから、ここでいいだろうと思った。


    　音羽は空を見上げる。葉の落ちた枝の隙すき間まから見える満月は、夜天にも黄色く輝いていた。


    　これで最後だと自分を鼓こ舞ぶしながら、音羽はバスケースの中身を開けて袋を破り中身を転がした。


    　胴体とバラバラになった手足が土の上に投げ出され、最後に首がその上に乗った。


    　光代の見開かれた瞳は血走っており、物言わぬ屍しかばねとなってまで殺気を放っていた。


    　音羽はたしかに光代の不ふ言ごんの言げんが聞こえていた。『貴様たちを呪のろってやる』と。


    「音羽姉ぇ、い、行こうよ」


    　小夜歌にせっつかれて、音羽たちはあとじさるようにして、その場をあとにした。


    　下山中二人とも無言だった。


    　あの警官が待ちかまえている可能性があったので、下山時はかなりの緊張を強しいられた。


    　だが、結果的にそれは杞き憂ゆうだったようだ。飽あきっぽい性格なのか、痴ち漢かん警官はとうにどこかに消えており、影も形もない。この騒動が一段落したら絶対に社会的制裁を加えてやる、そう心に誓った。


    　それから春日かすが井い家けに帰って最終的な片づけを行おこなった。それは光代が今日家にいたという痕こん跡せきの排除だった。


    　光みつ代よが落下した時バラまかれた木材や砕けた歯を掃はいて、残りは掃除機をかけた。それと並へい行こうして光代の周りに降り積もった一万円札を回収。光代が落下した際、フローリングの一部がへこんでしまっていたので、カーペットを移動させてへこみを隠すより他に方法が思い浮かばなかった。


    　殺人に使った道具や死体を引きずった床は血を入念に洗い落とし、それが不可能なもの──小さ夜よ歌かの制服についた返り血、斧おので首などを落とす際光代の首の下に敷いたクッション、脱がした光代の服など──は明日中に燃やすように小夜歌に言い含めた。


    「じゃ、いい小夜歌？　明日の昼になってもあの女の死体が発見されないようなら、警察に言って失しつ踪そう届とどけを必ず出すのよ。あの女は昨日外出したままずっと帰ってきてないって言うの、忘れちゃ駄目よ」


    　明日から土・日の二連休になる。小夜歌はその二日間を一人で乗り切らなければならない。


    「音おと羽わ姉ねぇも一緒にいてよぉ。この家一人だと広くて怖いよぉ」


    「だ、駄目よ。小夜歌わかってるわよね？　今日わたしはずっと寮の中にいたことにするの。わたしは今日この家に来てないの。わたしが一緒にいると共犯の可能性が警察に疑われるわ、だから駄目」


    　本当は心配で仕方がなかったが、ここは計画のために心を鬼にするよりほかにない。


    　その他細かな注意事項を言い含めて、ついに別れる段になった。


    「……じゃ、週明けにね」


    　別れの挨あい拶さつ代わりに小夜歌にそっと口づけをして、放した。


    　小夜歌はぽーっとした表情のまま、自分の唇の周りを指でなぞっていた。


    「音羽姉ぇ、これで最後のキスになったりしないよね？」


    「馬鹿ね、そんなわけないじゃない。じゃ、わたしは行くわね。おやすみ」


    　そう言って、振り返らずにバスケースを抱えたまま、春日井家を飛び出す。


    　時刻を確認する。一〇時五五分。七な歩ほが合コンから戻ってくる一二時までには寮に帰り着かなければアリバイを確保できない。急がなければ。


    　だが、どうしてもやらなければならないことがいくつかあった。音羽は月つき森もり大おお橋はしに寄り道をする。そこで春日井家から持ってきた光代の所持品──外出用に持ち出す財布やバッグ、携帯電話──をまとめて眼下の河に投げ捨てた。真っ黒い河はそれらの物品を呑み込み、何事もなかったかのように流れている。


    　音羽は満足して頷うなずくと、踵きびすを返して再び家路を急ぐ。


    『音羽姉ぇ、これで最後のキスになったりしないよね？』


    　あえて口には出さなかったが、音羽もまったく同じ思いを胸に抱いていた。自分たちが気付かないだけで、この計画は致命的なミスを抱えており、月森で死体が見つかった直後、小夜歌の家と音羽の寮に、警察が逮捕状を手に詰めかけてくる可能性もないとは言えない。


    　そうなれば、もう二度と小さ夜よ歌かに会えないかもしれない。


    　音おと羽わはあまりのうすら寒い想像に身震いする。


    　大丈夫だ。急場凌しのぎとはいえ、自分たちは最善を尽くした。そう簡単に真相が暴あばかれることはないはずだ。


    　マゼール寮にほど近い東門から学校の敷地内に入る。


    　消灯時間は過ぎていたが、玄関口には煌こう々こうと明かりが灯ともっていた。ハナ寮母は律りち儀ぎにも、帰ってこない生徒を待ちかまえているようだ。


    　音羽は一いつ旦たん学校の音楽準備室にコンバスのハードケースを元通り戻しに行ってから、改めて寮の裏の雑木林に向かった。そしていつも通りカムフラージュされた伸縮式の梯はし子ごを使おうとして──そこで梯子がなくなっていることに気付き面食らった。


    「どうして……ッ」


    　カムフラージュが荒らされており、誰かが持ち出した形跡がある。


    　誰かが遊び半分でどこかにやった可能性も捨てきれない。だがもう一つ、それよりもよほど現実味のある可能性が残っていた。


    　音羽は慌あわてて寮の裏手に回ると、小石を拾って自分の部屋の窓に投げつける。


    　ほどなくして窓が開いて、七な歩ほが眠たげに目を擦こすりながら顔を出した。


    「おそーい。あんたどこ行ってたのさ」


    　音羽はしばしの間、呆然としていた。


    「ぁ…………な、七歩？」


    　と、慌てて時刻を確認する。午後一一時一五分。まだ帰ってくるには早い時間帯だ。


    　七歩は音羽の動揺に気付かないのか、一度引っ込むと、二階から地面に梯子をかける。


    　音羽は唇を引き結んでそれを眺めてから、無言でそれを上った。


    　オレンジ色の蛍光灯の下、部屋の暖気に触れ、かじかんだ全身がかーっと熱くなる。自分があの非日常から帰ってきたことを知る。


    　だが、まだ気を抜くわけにはいかない。


    「七歩……いつ、帰ってきたの？」


    　寝巻着のスパッツ姿の七歩は自分のベッドに正面から倒れ込み、顔を埋うずめたままやおら眠そうに喋しやべり出す。


    「うーん？　それが午後九時。なんか直前で二人もドタキャンして、あんま盛り上がらなかったから、早めにお開きになっちゃったのよね……」


    　──なんてことだ。


    　音羽は歯は嚙がみした。これでアリバイを作る計画が御ご破は算さんになったのだ。


    「そういうあんたこそどうしたのさ？　朝は一日中寮にいるって言ってたじゃない」


    「急に用事ができたのよ。ほら、こっちに越してくる前に住んでたところの友達が月つき森もりに来るっていうから、会ってきたの」


    「ふーん」


    　七な歩ほは疑った風もなく、音おと羽わの意見を聞き流す。


    　彼女が眠気に襲われてまともな思考力がないのは不幸中の幸さいわいだった。だが、光みつ代よの死体が出たあと、彼女が今日のやりとりを反はん芻すうしたならば、気付いてしまうかもしれない──音羽のアリバイがあまりにも不確かなことに。


    　音羽は自室にいるのが耐えきれず、部屋を出ると二階の突き当たりのトイレの個室に入って、周りに誰もいないことを確認してから、大きく息を吐いた。


    　音羽はマイナスに傾いた思考を無理矢理プラスに転換する。


    　まだだ、現状はまだそこまで悲観したものではないはずだ。


    　たしかに、音羽のアリバイがないことが七歩に知られてしまった。逆に言えばまだ七歩にしか知られていない。最悪ハナ寮母にさえ証言してもらえれば、とりあえずの音羽のアリバイは保証される。七歩の元には警察の聞き込みが届かないように遠ざけておけばいい。


    　とりあえずハナ寮母には顔を見せておこうと身を起こすと、お腹の辺りでくしゃりという音がした。春日かすが井い家けで拾い集めた一万円札がポケットに突っ込まれたままであるのに気付き、なんの気なしに取り出して数え始めた。


    　すべて数え終わったあと、愕がく然ぜんとした。なにかの間違いではないかと思い、数え直してみるが、結果は変わらない。


    　一九九枚。餌えさとして光代の足下に投げ出した札束は帯封が二つかかったもの、つまり二〇〇万円分だ。


    　──一枚、足りなかった。


    



    ７


    



    　土曜日はひねもす寮の中で落ち着かない時間を過ごした。


    　いつごろ死体は発見されるのだろうか、いまごろ見つかっているとして、それがニュースに流れるまでどれくらいのタイムラグがあるのだろうか。


    　一人自室で悶もん々もんと携帯電話を見つめては、天を仰ぎ胸に抱くという行為を繰り返していた。


    　小さ夜よ歌かの声が聞きたかった。彼女の前では強がって見せたものの、たった一日会えないだけでこれほどまでに不安にさらされるとはまったくの予想外だった。


    　だがそれができないことも承知していた。


    　ここから先、一切の軽けい挙きよ妄もう動どうは慎つつしまなければならない。細心の注意を払うならば、すでに光代のバラバラ死体は警察に発見されていると考えて行動した方がいいだろう。


    　すべての手はずは抜かりなく伝えたはずだ。小夜歌はそのテンプレートに沿って行動してくれるだろうから、当座の心配は要いらないはずだ。


    　しかし、気がかりはこれ一つではない。昨日あれから何度となく数え直した一万円札はやはり一枚だけ見つかっていない。音おと羽わが回収した一九九枚の紙幣の内、三四枚に光みつ代よの血けつ痕こんが付着していて使用不可能な状態だった。もしあの家に残された紙幣が血痕付きのもので、なおかつ警察が事情聴取に家に上がり込んでいる最中に発見されるようなことがあれば──


    　音羽は首を振った。そんなこと、起こるはずがない。


    　──そう頭では納得しているのに、胸を搔かきむしられるような不安と寂せき寥りようが胸に募り、じっとしている時間が耐えられなかった。これを地獄の責め苦と言うなら、まさに字義通りの効果を音羽に与え続けていた。


    　そして日が傾き始めた頃にそれは起こった。


    　廊ろう下かから慌あわただしく駆ける足音とともに、無遠慮に扉が開け放たれる。


    「音羽音羽、ちょっとあんたあれ見たッ？」


    　肩で息をする七な歩ほを見ながら、音羽は内心の動揺を押し殺して平素通りの振る舞いを思い出す。


    「どうしたのよ、あなた買い物に行ってたんじゃなかったの」


    「そんなことどうでもいいわよ！　いいからちょっと。早く来て！」


    　鬼気迫る表情をしたルームメイトは音羽の返答も待たずに腕を引っ張っていく。


    　階段を下り、食堂の暖簾のれんをくぐると、食堂の片隅に置かれた一五インチのお粗末なブラウン管テレビの前に人だかりができていた。


    　チャンネルは民放のニュース番組だった。現地に飛んでいた女性キャスターが、見慣れた森を背後に緊張した面おも持もちで喋しやべっている。


    　キャスターの周りには他局の報道陣が詰めかけており、それを遮さえぎるのは心こころ許もとない黄色いテープだけだった。


    　唐とう突とつに画面がヘリからの空撮の映像に切り替わる。すっかり禿はげ上がった森の木々の向こうで、鑑識の服を着た男たちが防水シートの周りで右往左往しているのが、俯ふ瞰かんした映像で伝わってきた。


    　テロップには『まさかの残ざん虐ぎやく殺人鬼　　　　　


    　　　　　　　　　月つき森もりで新たな殺人[image: ]』と銘めい打うたれている。


    　もう、間違いないだろう。


    　だが、音羽はこの耳ではっきりと聞きたかった。


    　自分が起こした事件が一体どういうものなのかを。


    　音羽の思いが通じたように、画面はキャスターの元に戻ってくる。


    　キャスターは痛ましい表情を作りながら、やがて告げた。


    『本日正午過ぎ、森を散歩中の地元学生が林の中で女性のバラバラ死体を発見しました。調べによると、その死体の身許は月つき森もり市に住む、五八歳主婦、春日かすが井い光みつ代よさんのものであると判明。その手口が二か月前の月森連続バラバラ殺人事件に酷こく似じしていることから、同一犯の可能性も視野に入れて捜査を続けるという警────』


    　脇を抱えていた七な歩ほが、いつになく不安そうに音おと羽わの袖そでを引く。


    「……春日井って……まさか小さ夜よ助すけの家の──」


    「そうよ。間違いないわ」


    「噓うそ──ッ」


    　七歩は口を手で押さえ、真っ青になっていた。


    　テレビの前に詰めていた寮生たちはこちらの気など知らずに、かまびすしく黄色い声を上げていた。


    「うそー、また殺されたの？　犯人高飛びしたって聞いたけど」「ねぇねぇ、また夜になると街が無人になるのかなぁ？」「犯人、美少女ばっか狙ねらうって聞いたけど、もしかしてアタシ超ヤバイ？」「バーカ、今回殺されたのなんか結構いい年いったオバハンじゃん？」「あれ、この春日井って名字、会長の妹さんと同じじゃ…………」


    　ほぼ全員がテレビの周りの椅い子すに陣取っている中、少し離れたところから正面を見み据すえる音羽の瞳が細められ、冷たい輝きを放つ。


    



    　──始まった。


    



    　覚悟を決めろ、堂どう坂さか音羽。


    　ここからが本当の戦いの始まりだ。


    



    　


    　だが、今いま更さら音羽にできることなどそうあるものでもなかった。


    　すでに事件は発覚してしまっている。犯人が小細工を弄ろうせるのは、犯行が発覚するまでの短い間だけだ。むしろ心配なのは警察の事情聴取の矢や面おもてにさらされている小さ夜よ歌かの方だった。


    　なにかいらぬことを喋しやべって、警察に目をつけられていないといいが。


    　待つのは嫌いだったが、下へ手たに動くとやぶ蛇へびになりかねないので、息を潜ひそめて週明けを待つより外ほかになかった。


    　一度七歩にせっつかれる形で小夜歌に電話をかけてみたが、繫つながらない。仕方がないので安あん否ぴを気遣うメールを送ってみたが、なしのつぶてだった。


    　期待と不安の入り交じったまま日曜が終わり、月曜が訪れた。


    　当日は肌を刺すような寒さだったが、天候はからりと晴れ渡っていた。


    　音羽はいつもより早く教室に着席し、小夜歌が来るのをじっと待った。途中隣となりのクラスから七な歩ほと宇う佐さ美みが様子を見に来て、一緒に彼女が来るのを待ちかまえた。


    　だが、待てど暮らせど小さ夜よ歌かの影も形もない。体格や髪型が似ている少女が通り過ぎるたびに、ぬか喜びを味わう羽目になった。


    　やがて、タイムアップを告げるチャイムの音が聞こえ、音おと羽わたちは一いつ斉せいに溜ため息いきをつく。


    「会長、じゃあ私たちＨＲホームルームあるので戻ります。小夜ちゃん来たらわたしたちにも教えてください」


    「ごめんなさいね風ふう香か。せっかく来てくれたのに」


    「いえそんな、それに私たちの仲じゃないですか。辛つらい時こそ助け合いましょうよ」


    「そうね……ありがと」


    　それだけ言うと二人は各おの々おのの教室に帰っていく。


    　その後ろ姿を見送りながら、その実音羽は二人に倍する混乱に見舞われていた。


    　おかしい。


    　事前の打ち合わせでは、月曜日に落ち合って軽い打ち合わせと、これからの方策を話し合う予定だったのだ。なにかイレギュラーがあったのだろうか。


    　その理由は、担任教師がハンカチで額ひたいの汗を拭ふきながら教室に入ってきた時に氷解した。


    「知っている者も多いと思うが、春日かすが井いの家で身内の不幸がありました。私の方から春日井には今日と明日の二日間休むように言ったので、明後日春日井が登校してきても、あまりジロジロ眺めたり、困らせるような質問はしないように。あと葬式についてだが、春日井のたっての希望で密葬とすることになったので、どうしても線香をあげたい人がいたら四九日までの間に彼女の家を訪問するように」


    　早口でそうまくし立てると、質問する間まも与えずにさっさと切り上げてしまう。いままで職員室で散々つるし上げを喰らってよほどいやな思いをしたのだろう。その顔には苦く渋じゆうの色が浮かんでいた。


    　小夜歌が来ない。


    　音羽の中に、黒い染しみのように不安が広がっていく。


    　それからさらに音羽は二日間待ち続けた。その間警察が学校に聞き込みに来るようなことはなかったが、メールが返ってくる気配もなかった。警察がどう動いているのかニュース以上のこともわからない。目隠しされたまま事態が推移していくことに、焼け付くような焦しよう燥そうが込み上げてくる。


    　一方で報道だけはさらに過熱していった。


    　一時期完全に脅きよう威いが去ったかと思われた月つき森もり連続バラバラ殺人犯が活動を再開したらしいという噂うわさは、火のような勢いで全国を席せつ巻けんしていく。


    　それこそ、音羽が恐怖を覚えるほどに。


    　当然、火元である月森市も例外ではない。クラスメイトの家には、夜出歩かないように回覧板が回ってきているらしい。この分だと寮の門限が早くなるのも時間の問題かもしれない。


    　意外だったのは、七な歩ほの反応だった。普段はおちゃらけているのに、月つき森もり連続バラバラ殺人のことは話題に出されることすらも腹に据すえかねるようで、時折柳りゆう眉びを逆立てながら「殺人犯なんてとっとと捕まって死刑になればいいのよ」と毒を吐き出す。


    　音おと羽わは悪友の罵ば詈り雑ぞう言ごんを苦笑して受け止めるより外ほかになかった。


    　どうやら七歩は、小さ夜よ歌かから母親を奪った殺人犯に対して義ぎ憤ふんを燃やしているらしい。七歩は光みつ代よと面識がないからそう思うのも無理はないだろう。


    　音羽が予想した通り、生前の光代の存在を悪く言うテレビ局や新聞社は存在しなかった。どの局だって、調べていくうちに光代が強ごう突つく張ばりな性格破は綻たん者である事実には気付いただろう。


    　だが、憎むべき殺人犯を糾きゆう弾だんするという方向性で記事やニュースがまとめられている以上、メディアは光代の悪行を知りつつも『憎むべき殺人犯に殺された無む辜この市民』という称号を与え続けるだろう。


    　死してなお悼いたまれ続ける存在となった光代を見て、音羽は苦い敗北感を覚えていた。


    　軽率に殺してしまったのは、もしかしたら間違いだったのではないのか。


    　首だけになっても呪のろうような怨えん嗟さの眼まな差ざしが思い出される。次に死の間ま際ぎわ、喉のどでぶくぶくと血を泡立てながら笑っている光代の姿がそれに重なる。


    　彼女は音羽たちの未来の破滅を予感し、笑っていたのではないだろうか。うすら寒い想像に身震いした。


    　その夜以降、音羽は不吉な夢を見ることが多くなった。


    　起きてしまうとほとんど忘れているのだが、何者かに自分が追いかけられている夢だったのだけは憶えている。夢心理学の本を紐ひも解とくまでもなく、自分が捕まるかもしれないという心理的圧迫と強迫観念が見せる夢だろうと想像がついた。


    　翌日の三時間目、神経質な細かい文字で書かれた英語の羅ら列れつを見ながら、音羽はシャープペンの後ろ端を顎あごに当て、思考の海に身を沈めていた。


    　もし自分が捕まったら一体どうなるだろう。


    　刑法第一九九条、殺人。


    　それに死体損そん壊かい罪と死体遺い棄き罪も加わる。おまけに計画犯罪だ。光代に虐ぎやく待たいされていた事実に多少の情じよう状じよう酌しやく量りようの余地があるかもしれないが、たとえ未成年といえども二桁けた以上の懲ちよう役えきは覚悟しなければならないだろう。


    　いや、捕まる捕まらないは、この際二次的な被害に過ぎない。もし『犯人かもしれない』という疑いが警察にかけられれば、昼夜を問わず詰めかけた報道陣からの報道被害メデイアスクラムにさらされ社会的に抹まつ殺さつされると見ていいだろう。


    　もし自分たちが共きよう謀ぼうして死体をバラバラにする冷酷な犯人だと知れたら──教師は、自分を慕したってくれた生徒たちは、宇う佐さ美みや七歩は自分をどんな目で見るのだろうか。


    　警察に勘づかせてはいけない。


    　だからこそ、自分から彼女にコンタクトを取ってはいけない。彼女が学校に復帰してくるのを待つんだ。


    　呪じゆ文もんのように心の中で繰り返しながら、そう自分に言い聞かせた。


    



    　


    　音おと羽わは黒板正面を見ながら、朝礼前の数分間を苛いら々いらしながら過ごしていた。


    　今日で三日目である。小さ夜よ歌かが登校してくるはずの日。だというのに、周りの生徒はそれを忘れてしまったかのようにはしゃいでいる。


    　黒板の上の時計はＨＲホームルーム始まりの時間をとうに過ぎていた。


    　今日も、来ないつもりなのだろうか。


    　音羽は両手を重ね合わせ、祈るような思いで待ち続けた。


    　教室後方でガラリと戸を引く音が聞こえる。教師が入ってきたのかと生徒の視線が集まった。果たしてそこにいたのは──


    「小夜歌……」


    　まるで他のクラスに迷い込んだように悄しよう然ぜんと立ちすくんでいる少女は、紛まぎれもなくここ数日追い求めた彼女だ。持ち前の泣き笑いのような困惑した笑みを浮かべる。


    「お、おはよう音羽姉ねぇ、わたし、色々言わなきゃいけないことが……」


    「待って」


    　そこではたとクラスメイト全員の視線が二人の会話に集中していることに気付き、慌あわてて小夜歌の腕を取る。


    「ちょっと、こっち来て」


    「もう予よ鈴れい鳴ってるけど……」


    「いいの！」


    　教室を飛び出すと、廊ろう下かは静けさに包まれていた。


    　音羽は教師の来ない場所を考えて屋上に誘い出す。鉄扉を開けた瞬間強い木枯らしに見舞われ、思わず自分を搔かき抱いだく。


    　しかし、ここなら邪魔が入る心配はないだろう。


    　彼女に向き直るも、一体なにから聞けばよいものか。


    「それで小夜歌……どうだったの？　もうここに来ても大丈夫、なの…………？」


    　語尾は尻すぼみになって風に呑まれて消えていく。聞くのが怖い。


    　痛いくらいに心臓が拍動しているのがわかる。


    　だが、彼女はやがて口を開く。


    「うん、警察の人にも何回か事情を聴かれたけど、音羽姉ぇに言われた通り対応したよぉ」


    「どんなこと聞かれたの」


    「光みつ代よさんを最後に見た時のこととか、あと一応当日のわたしのアリバイとかも」


    　どきりとした。だが、小さ夜よ歌かの口ぶりからは暗さを感じさせない。


    「いま重要参考人として第一発見者の人からお話を聞いてるみたい。なんか口ぶりから考えると、警察の人たち、第一発見者の人を疑ってるみたい。最後は警察の人に同情までされたよ。『卑ひ劣れつな連続殺人犯は絶対に捕まえますから』って言って頭を下げてた」


    　その意味するところを、音おと羽わは最初理解できなかった。


    「つまりそれって……」


    　小夜歌は無言で頷うなずく。


    「まだ安心はできないんだけどね」


    　途端に圧倒的な達成感と勝利の快感が腹の底から込み上げてきた。やがて叫び出したいほどに膨ふくれ上がる。ここが学校でなければ快かい哉さいを叫んでいたかもしれない。


    　天を見上げたまま、体をくの字に折ってゾクゾクと這はいのぼる快感を堪こらえようとする。


    　やはり駄目だ。


    　奥底から湧き上がる昂たかぶりのままに飛び上がりながら小夜歌に抱きつく。


    　そのまま顔中にキスの雨を降らせた。


    「やッ、お、音羽姉ねぇ、ここ学校ッ！」


    　彼女の唇を吸い、唾だ液えきを交換する。彼女はいきなりのキスに窒ちつ息そくしそうなくらいに苦く鳴めいを漏もらしながらも、しかし抵抗は弱々しい。


    「構うもんですか。いま人が来ちゃったらサービスでわたしと小夜歌の全部を見せてあげるんだから」


    「そ、そんなの困るよぉ」


    　小夜歌の胸の谷間に顔を埋うずめてからもう一度、彼女を力強く抱きしめる。


    「もう、心配したのよ小夜歌」


    　腕の中に彼女の重みと体温を感じる。そこがたとえようもなく心地いい。


    　自分たちは警察機構を敵に回し、見事に欺あざむき通したのだ。


    　なにが検挙率九十六・五％だ。女子高生を捕まえられないほど月つき森もり警察は無能じゃないか。


    　でも、わからなくても当然だという思いも一方ではある。


    　一体誰が予想できるだろうか。原付すら持っていない細腕の高校生が風呂場で巨漢の女性を解体し、遠方の月つき森もり台まで運ぶという力ちから業わざをやってのけるなどと。


    　自分が警察であれば、絶対にそんな発想は湧いてこない。なんのことはない、つまり、音羽たちの作戦が優秀すぎたのだ。


    「やったね、小夜歌」


    「うん、でもまだ気を抜いちゃ駄目だよ音羽姉ぇ」


    「あ、生意気なこと言ってぇ。罰としてもっといじめてあげる」


    　音おと羽わはもこもこしたセーターの上から、彼女の日向ひなたのような匂いを嗅かぎながら、手は白い太ふと股ももに伸びていく。柔やわらかくて、きめの細かいお餅もちのような肌。吐き出される彼女の熱い息が白いもやになって顔にかかる。


    「ヒャアッ！　ちょっと音羽姉ねぇ、それは本気でまずいからぁ」


    「んふ、だーめよ」


    　我慢できなくなって、気付けば音羽は小さ夜よ歌かにしなだれかかったまま笑い出していた。小夜歌も触発され控えめにクスクスと笑う。


    　始まるんだ。


    　わたしと小夜歌、マリーとエミールの幻想郷冒険録が。


    　もう一度正面から見つめ合ったまま、彼女の後ろに手を回し濃厚に唾だ液えきを交換した。


    



    　


    　その夜、音羽は夢を見た。


    　音羽はマリー・ソアレスになっていた。青地のドレスに純白のエプロンを振り乱して、森の奥深くに向かって走り出していた。


    　月の隠れた暗黒の夜、マリーはなにかから必死になって逃げていた。追われているのだ、なにかとても大きくて怖いものに。


    　ああまたこの夢か、と思った。


    　いつもなにに追われているのかもわからずにこの辺で夢から覚めてしまうのだ。


    　だが、今日はその続きがあった。


    　マリーは全力で逃げているのに、彼女よりも脚の速い動物、鹿や小鳥、リスなどの森の生き物が我われ先さきにと、音羽の進行方向に逃げていく。


    　マリーは息も絶え絶えになりながら、彼らのあとを追った。


    『姫、あなたはマリー・ソアレス姫ではありませんか？』


    　その時、ふいにマリーを呼び止める不思議な声が上方から聞こえてきた。


    　慌あわてて声の方に首を向けると、止まり木に一羽のフクロウがいた。


    「その声は……チェンバレン・ゾアなのッ？」


    『そうです姫、わたくしめです、チェンバレン・ゾアにございます』


    　フクロウは月を背後に朗ろう々ろうと語りかける。


    　音羽は過去のお話を思い出す。マリーとエミールを殺そうとして刺し客かくを放ってきたラングミュア王国の大臣チェンバレン・ゾアは、その悪行の罰として魔法でフクロウに姿を変えられて、こうして森に住むことを余儀なくされていたのだ。


    『お逃げください姫。いますぐに！　わたくしが森をご案内いたします』


    「あなたは一度わたしたちの命を狙ねらったわ。あなたの言うことになど耳を貸しません」


    『わたくしはもうあの時のわたくしではありません。心を入れ替えてございます。嗚あ呼あ、嗚呼どうしたら信じてもらえるのでしょうか』


    　その時、森の奥からキチキチと音が鳴り、ついでなにかが這はいずってくる湿った音と、獣けもののような荒い吐と息いきが聞こえてきた。


    　それを聞いたフクロウが恐怖にその場を飛び立ち、森の奥に逃げていく。


    『姫、姫ッ、お逃げください。魔王が、魔王がやって参りますッ！』


    　手足が動かなくなっていた。マリーは尻しり餅もちをついて木この下した闇やみから這はい出てくるモノに釘くぎ付づけになっていた。


    　マリーは確信した。後ろから迫ってくる者は光みつ代よの亡霊でも警察でもない。


    　もっと禍まが々まがしいものだ。


    　気付けばマリーの喉のどからは大だい音おん声じようの悲鳴が延々と紡つむがれていた。


    



    ８


    



    　優しく額ひたいに触れる柔やわ肌はだの感触。そして耳に吐きかけられる甘い吐と息いきが耳の産うぶ毛げを立毛させる。そのざらざらした舌が、音おと羽わの耳たぶを舐なめ上げたところで、音羽は短い悲鳴を上げて目を覚ました。


    　途端に額と額がぶつかり、脳のう裏りに星が散る。


    「いたぁ～い」


    「そ、それはこっちの台詞せりふよ、小さ夜よ歌かってば石頭なんだから」


    「折せつ角かく起こしてあげたのにぃ……」


    「だったらそんなえっちっぽい起こし方じゃなくて、もっと普通のやり方で起こしてちょうだい」


    「うぅ……音羽姉ねぇこれが一番喜ぶくせにぃ」


    　恨うらみがましく頭部を押さえる小夜歌が台所に戻っていく。


    　音羽は毛布を取って辺りを見る。


    　いつも見るシミの浮いた自室の天井ではない。天井は高く吹き抜けになっていた。


    　そうか、小夜歌の家、春日かすが井い家けに泊まっていたんだったか。


    　音羽は一階のソファーで眠っていた。毛布を取って気付いたが、音羽は黒のレースの下着しか身につけていなかった。昨日のことを思い出そうとしても記憶が霞かすみがかっていて、ぼんやりとしか思い出せない。


    　音羽は寝ぼけ眼まなこを擦こすりながらカレンダーの日付を見る。


    　あれから一週間が経っていた。


    　その間、順調過ぎるほどの時間が流れていた。


    　光みつ代よの死体が警察の法医解かい剖ぼうから戻ってきたのは、小さ夜よ歌かと再会したその日だった。


    　密葬形式にしたので葬儀は行おこなっていない。光代の死体はそのまま焼き場に直行した。小夜歌の希望で音おと羽わも付き合うことになった。


    　砕けた骨になって出てきた光代は、あの巨体からは想像もできないほど小さく無害な存在になっていた。


    　いま、春日かすが井い家け一階の光代の部屋には、骨こつ壺つぼの中に納まった光代がひっそりと四九日が過ぎるのを待っている。それが過ぎれば、海にまくなりなんなりしてどこかにやってしまおうと話し合っていた。


    　訃ふ報ほうを聞いた、決して少なくない光代の親しん戚せきが線香をあげに訪れた。中には仏ぶつ間まの前で涙を見せる手合いすらいたのには驚いた。


    　あの女はどうしようもないクズだったけど、やはり悲しむ人間はいるのかと不思議な感かん慨がいを覚えたものだった。


    　音羽は会いそびれたが、音羽と小夜歌の実の父親も線香をあげに訪れたらしい。もっとも、あんな裏切り者、顔を合わせたいとすら思わないが。


    　ここしばらく刑事も姿を見せなくなってきた。存在しない連続バラバラ殺人犯の影をまだ追っているらしい。


    　順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな日々だった。


    　携帯電話を見ると、七な歩ほからメールが来ていた。


    　文面を追うと、昨日の夜音羽を訪ねて寮に男の客が訪れたらしい。


    　音羽は首を捻ひねる。線香をあげに来た親戚の類たぐいなら小夜歌に連絡がいくはずだ。音羽の寮を知っているはずがない。その男の特徴も書いてあった。一いち瞥べつしてやはり面識がないと判断する。なにかの間違いかもしれない。


    　その時香ばしい匂いが鼻び孔こうに広がってきて、音羽は台所を見る。


    　音羽と対ついを成なすように純白の下着を身につけた小夜歌が、その上にエプロンを羽は織おって台所でなにかしら作っているようだった。形のよいお尻がこちらを誘うように揺れている。音羽は足音を忍ばせてそっと彼女を後ろから抱きしめた。


    「キャッ、音羽姉ねぇ、いま料理中だから危ないよぉ」


    「んふ、じゃあわたしは代わりに小夜歌を食べるからいいわ」


    「もしかしてまだ半分寝てるのぉ？」


    「うーん、じゃあそういうことにしておこうかしら」


    　音羽のいたずらに小夜歌はくすぐったそうに目を細める。


    「もうこっちに住んじゃえばいいのに」


    「そうしたいけど、とりあえずは今年いっぱいは寮に住む契けい約やくになってるから、来年からね。昨日だって前もって外泊許可証書いておいてやっとハナさんに出してもらえたんだから」


    「寮則、相変わらず厳しいね」


    「最近は物騒な殺人犯がうろついてるらしいからね。その正体はこんなに可愛かわいくてえっちな格好してるのに、見る目ないわよね」


    　二人はどちらともなく笑う。


    　と、そこで音おと羽わの目が壁にかけられた時計に向かう。


    「いっけない、遅刻しちゃう！」


    



    　


    「小さ夜よ歌か、急いでちょうだい」


    「待ってよ音羽姉ねぇ」


    　走っているんだか歩いているんだかわからないようなのたくたとした速度で、小夜歌が音羽の後ろをついてくる。音羽はその場で足踏みする余裕すらあった。


    「どうして双子なのに、こんなに体力に差があるのぉ？」


    「鍛きたえ方が足りないのよ。吹奏楽部は肺活量が命なんだから」


    「音羽姉ぇ、コンバス奏者だからそれあんまり関係ないよぉ」


    　雲の合間から帯状の光が差し込み、冬とは思わせないほどの陽気を放っている。


    　穏やかな小こ春はる日和びよりに、勘違いしたつつじが返り咲いているのを発見して嬉うれしい気持ちになる。すれ違いざまにジャージ姿のジョギングのおじさんと挨あい拶さつを交わす。「おはよう」「おはようございます」と。


    



    　──世界が、目に見えるなにもかもが美しく見えた。


    



    　あの日以降、音羽にはたしかに世界が変わって見えていた。


    　まるで世界全体が二人を祝福しているかのようだ。


    　自分たちは光みつ代よの呪じゆ縛ばくから解き放たれ、新たなスタートラインを切るのだ。


    　二人並へい走そうして学校を目指す。息を弾はずませ、横断歩道を突っ切って、空を映す水みず溜たまりを撥はね上げながら。


    　見えてきた。高い煉れん瓦が塀べいの向こうには、見目にも鮮やかなパステルカラーの平屋根。音羽たちの通う学舎まなびやだった。


    　時間は──ギリギリ間に合う。


    「すみませ～ん」


    　正門を教師が閉める直前、謝りながら通り抜ける。


    　栄はえある陽よう丘きゆう女子の生徒会長と書記が二人して遅刻したら、他の生徒に面めん目ぼくが立たない。


    　教室から窓の外を見ていた七な歩ほがこちらに気付き、窓を開けてにやにやしながら叫ぶ。


    「ほら遅刻するぞ、走れぇぇ！」


    　音おと羽わは苦笑する。他ひ人と事ごとだと思って好き勝手言って。


    　ふと、後ろから笑い声が聞こえてくる。


    　小さ夜よ歌かが走りながら笑っているのだ。


    　音羽はあっけにとられていた。小夜歌はひとしきり笑うと、やがて目尻に溜たまった涙をぬぐう。


    「わたしたち、もう大丈夫なんだよね。幸せになってもいいんだよね？」


    　またしても苦笑が込み上げる。なにをかいわんや、である。


    「ええ、当然じゃない。さ、行きましょ」


    　小夜歌は力強く頷うなずいた。


    



    　


    　学校に着いてからも、すべての授業が前よりも面白く感じた。


    　授業にも俄が然ぜん身が入る。


    　幻想郷冒険録のやりとりこそないが、再開は時間の問題だろう。早く原稿を埋うめた場所を掘り返してしまいたかった。


    　もう一つ、心配していたクラスの対応も、思いのほか柔軟なものだった。


    　育ての親を殺人鬼に殺された小夜歌に、最初こそ周りもどう接していいのか態度を決めかねていたようだが、いまは同情と相互理解から前以上にクラスに溶け込んでいるように見えた。


    　すべてがプラス方向に転換していた。


    　六時間目の授業が終わってから、七歩に声をかけて街に繰り出す約束を取りつける。宇う佐さ美みだけ用事があるらしく後日必ず付き合うとのこと。


    　七歩は視聴覚室の清掃当番だったので、先に行ってくれと言われた。


    　小夜歌と二人、肩を並べて歩き、昇降口で靴くつを履き替え外に出る。


    　今日は買いたい服があるし、喫茶店で食べたいスイーツがある。久しぶりに財布の中身を気にせずにお金を使いたい気分だった。


    　だが、その時、不思議なものが目に飛び込んでくる。


    　正門のところに、男らしき影が佇たたずんでいた。女子校の正門に堂々と男子とは、いい度胸だ。生徒会長として一言注意しに行こうかと思ったその時、不意に校門の男と目が合った。


    　焦しよう燥そうが総身を包み込む。なぜか音羽の足が縫ぬい止められたように動かなくなっていた。


    　男が校門の壁から身を離し、一直線にこちらに歩み寄ってくる。


    　気のせいではない。間違いなく男はなにか用があってこちらを目指していた。


    「お、音羽姉ねぇ…………」


    「………………」


    　小さ夜よ歌かが不ふ穏おんな気配を感じ取り、自分の陰に隠れた。周りの女生徒もただならぬ雰ふん囲い気きを感じ取ってか、こちらを注視している。


    　刑事かとも思ったが、姿が鮮明に見える距離になり、それが間違っていることに気付く。


    　──こいつだ。七な歩ほのメールにあった昨日寮を訪れた男というのは。


    　音おと羽わは朝方もらったメールの文面を思い出す。


    『その人、年齢はわたしたちと同じくらいでさぁ、月つき森もり高校の制服を着てたのよ。あと、これが最大の特徴なんだけど、その人両手に真っ黒い革手袋をはめててね────』


    『姫、姫ッ、お逃げください。魔王が、魔王がやって参りますッ！』


    　チェンバレン・ゾアの絶叫が耳元で聞こえてきた。わけもわからず全身が緊張する。


    　だが、男はもう目の前だった。音羽から数歩離れた位置で立ち止まると、感情のこもらない表情で右手を差し出す。


    「初めまして、摩ま弥や京きよう也やという者です。堂どう坂さか音羽さんですね。私は月森連続バラバラ殺人事件をわけあって調べています。少し、お話を聞かせてもらってもよろしいでしょうか？」


    　愕がく然ぜんとしたままの音羽は、男の怜れい悧りな印象と白いかんばせから目が離せない。心臓が戦いの予感に早はや鐘がねを打っていた。


    　冷や汗が喉のど元もとを伝う。
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    　直感は告げていた。音おと羽わの退しりぞけなければならない本当の敵は警察組織でもなんでもない。


    



    　──彼こそが、音羽たちをつけ狙ねらう魔王であり、恐ろしき断罪者なのだと。


    


  


  
    



    　あとがき


    



    　お久しぶりです、神かん崎ざきです。


    　今巻はいつもと趣向を変えて、倒とう叙じよミステリー＋百ゆ合りというジャンル設定でお送りします。


    　倒叙ミステリー、という言葉に耳慣れない方もいるかと思います。


    　簡単に言うと犯人視点で描く犯罪のことで、『刑事コロンボ』や『古畑任三郎』シリーズと言った方が通りがいいかな、と思ったり。


    　百合は……まあ女の子同士がとっても仲良かったりそれ以上だったりするゴニョゴニョなお話のことです。


    　実は神崎、百合業界の巨人的な存在である某小説がブームだった頃、見事にブームに乗り損そこねた手合いだったのですが、最近になってものの見事にハマりました。ええそれはもう、女の子に生まれなかったことを後悔しているくらいに。


    　倒叙と百合──この二つ、いつかチャレンジしてやろうと虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていたジャンルだったのですが、ある時「一緒にやればいいジャン！」とか脳汁垂れ流しながら思いついた神崎は、よっぽどの単細胞か、あるいは馬鹿だと思います。


    　……ええ、にわかには信じがたいことですが、こんな単純な理由でできてるんですよこの話。


    　個人的には外伝という気分で書きました。（多分、おそらく）シリーズ未見の読者様がこの巻から読んでも大きく混乱することはないかと思います。


    　自分の脳内では『アナザーユートピア編』などと勝手に呼んで一人ほくそ笑んでおります。


    　基本的にはこの物語はフィクションですが、作中に出てきた『平成一九年度の犯罪情勢』と『家庭内における主な不慮の事故の種類別にみた年齢別死亡数・構成割合』は、警察庁と厚生労働省の実際の数字を使用しております。


    　今回も色々な方にお世話になりました。後編でキチンと謝辞を述べさせてもらうので、ここでは簡単に。


    　今巻も色々とお世話になった担当Ｙ田氏、魅力的で躍動感のあるキャラクターを描かれるイラストレーターのｋｙｏ氏（物騒な話でスミマセン）、及びこの本に関わってくださったすべての方に。


    　そして、最後にここまで読んでくださった読者様。


    　後編、実はまだ完成していなかったりするので、少しだけお時間を頂くことになるかもです。


    「金返せ！」と言われないくらいには面白くしてみせるので、引き続き後編もよろしくお願いします！　──ではでは。

  


  
    神崎紫電


    Shiden Kanzaki


    



    １９８５年、８月生まれ。北海道在住。一年中何かを心配している心配性な作家。最近は病弱すぎる担当氏が心配。一年中なにかしらかのステータス異常に掛かってます。誰か万能薬をあげてください（ゲーム脳発言）。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    マージナル　５
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    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。
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